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　　　　　ＡＣＴ１　遭遇～Bad encounter～







「暑い……です」

　腕うでや足に金属製のアーマーを着けた騎き士し装備のシャノンさんが頰ほおを伝う汗を指で拭ぬぐいながら地平線の彼方かなたに視線を伸ばす。次の瞬しゆん間かん、ハァ、とため息がこぼれた。

「何もかも脱いでしまえばよろしいのですわ」

　そんなシャノンさんに身も蓋ふたもないアドバイスを送る麗うるわしき魔ま法ほう使つかいの少女。

　彼女──バニラさんは下着同然の格かつ好こうをしている。

　もう限界ですわ、このままでは干ひからびてしまいますわ、脱ぎます、ええ脱ぎますわ、だって暑いんですもの！　暑い上に熱い！　まさに最悪のコンディションですわ！

　そう言って衣服を脱ぎ捨ててしまったバニラさんが現在身に着けているのはモンスターを遠ざける魔法使い専用の防具のみ。だが素材といい形状といい下着にしか見えない。

「さあ、お脱ぎなさいな、シャノンさん。楽になりますわよ？」

「……脱ぎません。私はバニラさんみたいな恥知らずな人間ではないのです」

「恥知らず？　このわたくしが恥知らず？」

「炎えん天てん下かとはいえ外を下着同然の格好でうろつくなんて。これを恥知らずと言わずしてなんと言うのですか？　いえ、バニラさんは恥知らずどころか、もはや変態さんの域に達していると思います。露ろ出しゆつ狂きようというヤツですね」

「何をほざいていますのやら。こんなキュートな魔法使い少女を捕まえて変態などと──」

　また始まったか。

　おれは二人と若じやつ干かん距きよ離りを取った。

「シャノンとバニラは相変わらず喧けん嘩かばかりじゃのー」

　おれを日ひ除よけにして歩いている風変わりな白衣姿の小こ柄がらな少女──リーネが垂たれた前まえ髪がみを払いながら渦か中ちゆうの二人に視線を注そそぐ。

「ほら、喧嘩するほど仲がいい、って言うし」

「まあ最近は一緒に買物に行くこともあるようじゃが」

「そうなの？」

「うむ。ワシもたまに誘さそわれるからの。じゃが……行く先々で喧嘩しておる」

「……そ、そうなんだ」

「むぅー、それにしても同じ景色ばかり続くのぉー……」

「ま、砂さ漠ばくだからね」

　おれはふと立ち止まり、周囲を見回してみた。

　前も後ろも右も左も、見えるのは黄土色の砂ばかり。さらさらの砂だ。

　この砂さ漠ばく地帯があるのは全すべての始まりの場所、スタート地点である大だい聖せい堂どうのはるか南方。以前、多大な犠ぎ牲せい者しやを出した『南の森』、あそこを抜けると草そう原げんが広がっているのだが、そこからさらに南に進むと草木の少ない平へい原げんが、さらに南下するとこの砂漠地帯に入る。

　おれたち中ちゆう央おう司し令れい部ぶのメンバーがこの砂漠地帯を訪れたのは、砂漠の手前にある集落──通称、『砂漠の村』──で「大型の魔ま物ものが砂漠を行いき交かう旅人や商人を襲おそっている」という情報を入手したからだ。

　おれが軍ぐん師しを務める中央司令部という組そ織しきは二百本に及ぶＲＰＧを元ネタに構成されたこのツギハギだらけの世界を探たん索さくし、全容をつかむことを当面の目標としている。だがゲームのキャラクターとしての性さがか、中央司令部に所属する冒ぼう険けん者しや──おれ以外のメンバーは全員ゲームの登場人物なのだ──の多くは魔物の駆く逐ちくや世界平和の実現を標ひよう榜ぼうしており、こういったイベントが発生すると、みんな張りきって魔物退たい治じに出かけようとするのだ。

　まあ、おれだってこのイベントをスルーするつもりはないんだけどね。もしかしたら単なるサブクエストかもしれないけど、それはそれでみんなのいいレベル上げになるし、目の前のイベントが別の重要イベントを発生させるためのフラグになるかもだし。

　ところで、今回のイベント。

　──砂漠に出現する大型の魔物──

　心当たりはいくつかあったが、なんのゲームかまでは特定できなかった。

　さっきも言ったように、この世界は二百本にも及ぶＲＰＧのキャラクター、モンスター、アイテム、街まち、ダンジョン、イベント、その他様々な要素の組み合わせで形成されている。具体的な固有名詞が出てくれば特定は容よう易いなのだが、「大型の魔物が砂漠を行き交う旅人や商人を襲っている」という大おお雑ざつ把ぱな情報だけで元ネタにたどり着くのは難しい。

「ん？　また喧けん嘩かしてんのか、あの二人は」

　先頭を歩いていたマシューが足を止め、こちらを振り返った。

　少し離はなれて歩いていたからか、シャノンさんたちの口論に今、気づいたらしい。

「……もはや名物」

　マシューのすぐ後ろを歩いていたエルマさんも歩あゆみを止め、不毛な言い争いをしているシャノンさんたちを見物し始めた。額ひたいに汗が滲にじんでいるが、表情はどこか涼しげだ。

　おれ、シャノンさん、バニラさん、リーネ、マシュー、エルマさん。

　この広大な砂漠を探索しているのはおれたち六人で構成された本体パーティーに加え、他に八組。どのパーティーも六人一組で編成されている。現在、中央司令部には五百名を超こえる冒険者が籍せきを置いているが、今回の探索に割さいた人員は全体の一割ほど。人数を抑おさえたのは砂漠に出現する大型モンスターの正体がまだはっきりしていないからだ。ぶっつけ本番、大部隊で戦いに臨のぞみ、大きな被害が出たのでは目も当てられない。

　今回、砂さ漠ばくに繰くり出だしたのは情報集めの意味が大きい。実際、他の部隊には「大型モンスターを見かけても手は出さないこと」と通達してある。

「エルマ？　マッピングのほうは進んでるか？」

「……芳かんばしくない」

　マシューの問いかけにエルマさんが首を振る。エルマさんは台紙に貼はった白い用紙に紐ひもを通し、それを首から提さげている。彼女お得意の昆こん虫ちゆうスキルを用もちいてこの広大な砂漠をマッピングしようというわけだ。これも情報集めの一いつ環かん。北エリアでは手に入った地図がこの南エリアでは入手できなかったので、こういった地道な作業がここでは必ひつ須すなのである。

「……目印になるものがないから大変……」

　エルマさんが帽ぼう子しをかぶり直し、無表情でため息をつく。

　たしかにこの砂漠、どこを見ても同じような地形、同じような風景ばかりだもんな……。

　しっかし、現実の砂漠もこんな感じなのかな？　本物の砂漠なんて行ったことないからなぁ。あ、そういえばバニラさんみたいに肌を露ろ出しゆつさせて砂漠を歩き回るのはよくないんじゃなかったっけ。砂漠地帯で暮らしている人たちは肌が焼けたり乾かん燥そうしたりするのを防ぐために全身を覆おおう白い衣服を重ね着するって話を聞いたことがある。中東あたりの人たちって実際そういう格かつ好こうしてるよな。テレビとかで見たことある。……でも、バニラさん、平気そうだな。んー、とすると、やっぱりこの世界の砂漠って現実の砂漠とは別物なのかな……。

「……ん？　って、あの魔ま物ものは!?」

　口論を続けるしんがりの二人、その後方から忍しのび寄よる一匹の魔物──

「シャノンさん！　後ろ！」

「えっ!?」

　シャノンさんは驚おどろくべき反射神経で後方を振り返ったが、そのときにはもうサソリ型のモンスター──デザートスコーピオン──の鋭するどい尻尾しつぽが彼女のか細い腕うでに突つき刺ささっていた。

「う──っ」

　顔を歪ゆがめ、その場に膝ひざをつくシャノンさん。

「このっ！」

　バニラさんが木製の杖つえを振り回し、シャノンさんの腕に刺さっている尻尾を弾はじき飛とばす。一いつ旦たん引いたデザートスコーピオンに向かってリーネが懐ふところから取り出したメスを投げて牽けん制せい。最後にマシューが剣と銃じゆう、両方の機き能のうを有する『ホワイトフェンリル』をブレードモードに設定。背はい後ごからデザートスコーピオンに斬きりかかり──なんなく撃げき破はした。

「よし……」

　マシューが武器をホルダーに戻し、飛び散る七色の粒りゆう子しを横目で見やる。

　デザートスコーピオンとはこの砂漠に入って何度となく出くわしているので、みんな攻略法を心こころ得えている。しかし、デザートスコーピオンには一点だけ警けい戒かいすべきことがあり……。

「シャノンさん？　もしかして毒が？」

「……そ、そのようです」

　そう。デザートスコーピオンは『毒どく針ばり攻こう撃げき』──対象を毒状態にする──を得意とするモンスターなのだ。状態異常、毒。スタート地点である大だい聖せい堂どう周辺やその北側に広がるエリアではお目にかかれなかった特殊な攻撃。ＲＰＧではお馴な染じみの状態異常攻撃だ。

「ほれ、シャノン。この『解げ毒どくドリンク』を飲むのじゃ」

「すみません。よそ見をしていて……不注意でしたね……」

　シャノンさんが申し訳なさそうに頭を下げながら薬を受け取る。

「ごく……ごく……ごく……ふぅ」

　この手の状態異常回復アイテムには即効性があり、服用すればたちまち毒状態は解除され、身体からだも楽になる。これはもちろんＲＰＧの常じよう識しきといってもいい現象なのだが、この現実さながらの世界では違和感がないでもない。ただシャノンさんたちがこの事実に疑ぎ問もんを覚おぼえるようなことはなかった。まあ即効性があるのはＨＰ回復アイテムも同じだし、いちいち気にするようなことではないのだろう。

　ところでデザートスコーピオンが登場するのは『聖せい剣けんの継けい承しよう者しや』という九十年代の前半頃ごろに発売されたタイトルで、このゲーム中で毒状態を回復するアイテムの名前を『解毒ドリンク』というのだが、このアイテムを使用する場合、一つだけ注意することがある。それは同じ毒状態であっても、他のＲＰＧの毒状態を回復することはできない、ということだ。実はこの砂さ漠ばくにはもう一体、黒サソリというデザートスコーピオンとは元ネタの異なる敵が出現するのだが、この敵も同様に毒攻撃を行ってくるのだ。そして黒サソリの毒は『解毒ドリンク』では治せなかった。自分自身の身体で確認したのでこれは間違いない。つまり、状態異常を回復する際は、該がい当とうのゲームに対応したアイテムを使用しないとダメってことだ。

　ちなみに『解毒ドリンク』は北エリアでは手に入らない。今のところ同アイテムが販売されているのは南エリアの『砂漠の村』だけだ。黒サソリの毒を中和するアイテムも同様。まあこれも当たり前といえば当たり前なんだけど……でも、一つだけ面白い事実がある。それは『全すべての状態異常を回復する』という表記のアイテム──万ばん能のう薬やくの類たぐいのことだ──だけは例外だということ。元ネタに関係なく回復効果があるようなのだ。なぜこんな仕し様ようになっているのかはおれの知るところではないが、未知のエリアで敵のラインナップを調査する場合、この仕様が大いに役に立つ。どんな元ネタのどんな状態異常攻撃にも対処可能だからだ。ただし多様な回復効果を持つ状態異常回復アイテムというものはそこそこ値が張る。だから常時使うものではなく、新しいエリアを調査するときのみ所持する緊きん急きゆう回かい避ひ用ようのアイテム──というふうにおれは捉とらえ、みんなにもそう伝えてある。

「バニラさん。ありがとうございました。バニラさんがサソリの尻尾しつぽを杖つえで殴なぐってくださらなかったら、もっと大変なことになっていたかもしれません」

『解げ毒どくドリンク』を飲んで元気になったシャノンさんがバニラさんに頭を下げた。

「な、何を言っていますの。仲間を助けるのは当然のことですわ……。それにあなたが不意を突つかれたのはわたくしの責任でもあります。お礼など不要です」

　そう言いながらシャノンさんから顔をそむけるバニラさん。たまたまおれのほうを向いたからわかったのだが、バニラさんは顔が若じやつ干かん赤くなっていた。

「なんだ、照れてるのか、露ろ出しゆつ狂きよう」

「はあ？」バニラさんがくわっと目を見開きマシューを睨にらみつける。「ちょっと、エロマシューさん、いくらわたくしの身体からだが魅み力りよく的てきだからってジロジロ見ないでくださいません？」

「自分の意思で服を脱いだヤツが何を言う。見られたくなかったら服なんて脱ぐなよ」

「……ふん」

　バニラさんがシャノンさんからもマシューからも視線をそらす。

　反論の言葉が見つからなかったのだろう。

「ふむ。バニラも出会った当初に比べると、こう丸くなったとゆーか、不要なトラブルを招まねくことが少なくなった気がするのー」

　そんなバニラさんを遠巻きに眺めていたリーネがボソッとつぶやいた。

　たしかにそうだよな。

　バニラさんって原作だと遠えん慮りよを知らない大だい胆たん不ふ敵てきな性格の持ち主として描かれるし。

　当然、他人に対する配慮とかも薄うすいキャラなんだけど──でも、今のバニラさんは原作のバニラさんとはちょっと違う気がする。たとえば出会った当初のバニラさんだったら、さっきみたいな場面でシャノンさんを助けようと敵を杖つえで殴なぐるような真似まねはせず、後方に一いつ旦たん引いていたはずだ。バニラさんが、なんの迷いもなくデザートスコーピオンに殴りかかったのはこの間のシャノンさんの死が関係しているんじゃないだろうか？　シャノンさんが命を散らし、そして多くの冒ぼう険けん者しやの協力により復活を果たした劇げき的てきな出で来き事ごと。自分がシャノンさんについていかなければ、台座に魔ま法ほうをかけなければ──と自責の念に駆かられていたバニラさんはあの事件を境さかいに間違いなく変わった。戦いの絡からまない日常の振ふる舞まいこそ変わっていないが、北エリアで蛇じや竜りゆうと対面したときのように「この扉とびらの奥にお宝が眠っているかもしれませんわ」などと一人で先走るようなことがなくなったし、戦せん闘とう中ちゆうも、以前よりずっと臨りん機き応おう変へんに立ち回っている。

　原作でのバニラさんはメインのストーリーにはほとんど絡まないキャラで、成長と呼べるような精神面の変化は最後の最後まで描かれない。

　だからだろう。

　おれがこのバニラさんの成長を嬉うれしく思えるのは。

　というか、原作でもこういうバニラさんが見たかったよ……。

「ほ、ほら、みなさん！　ボヤボヤしてないで先に進みますわよ！」

　みんなの視線が集中していることに気づいたらしいバニラさんが、決まりが悪そうに小走りで駆かけ出だした。

「あ、バニラさん。先頭は私に任せてください！」

　そのあとにシャノンさんが続き、「ったく、固まって行動しろっての」とマシューがぼやきながら二人のあとを追いかけ、さらにリーネとエルマさんが並んで駆け出した。

　おれは五つの頼もしい背せ中なかを見つめながら前に足を踏ふみ出だす。

　パーティーの雰ふん囲い気きよし。戦せん闘とう中ちゆうの連れん携けい、チームワークよし。

　うん、この調子なら大きな問題は起きないだろう。

　……そう思っていたのだが。

　おれの楽観的な予測は大きく外はずれてしまった。




　グオオオオオオオオオオオオオオッ──




　地じ鳴なりのような咆ほう哮こうと水しぶきの如ごとく飛び散る黄土色の砂。

　振り返ったときにはもう手遅れだった。

　砂の中から現れたのは、全長十メートルはあろうかという巨大ワーム──

　迫せまり来くる巨大生物。

　おれたちは蜘蛛くもの子を散らすように一いつ斉せいに駆け出したのだが、

「きゃ、きゃああああああっ!?」

「なんですのおおおおお──っ!?」

「うわあああああああ!?」

　同じ方向に駆け出したおれ、シャノンさん、バニラさん──この三人をターゲットに選んだらしい巨大ワームがそのトンネルのように大きな口を全開にし、掃そう除じ機きの吸引力を思わせるパワーでおれたちを次々に吸い込んだ。

「おい！　やばいぞ！　砂の中に潜もぐり……っ──」

　マシューの叫さけびが耳に届く。だが急に目の前が真っ暗になり、声は聞こえなくなった。

　ま、まさか口を閉じたのか？　それってやばくないか？　モンスターの体内に取り込まれた人間の末路と言えば……消化液に肉体も骨も溶とかされる悲ひ惨さんな終しゆう焉えん……。

　噓うそだろ──

　直後、ジェットコースターの落下を思わせる衝しよう撃げきがおれたちを襲おそった。







「ってて……」

　おれは腰こしをさすりながら周囲を見回す。

「あ、あれ？　ここは？」

　怪物の胃の中かと思ったらそうではなかった。

　というのも、目の前におれたちを襲おそった巨大ワームの死し骸がいがあるのだ。

　背はい後ごには巨大ワームの唾だ液えきでベトベトになったシャノンさんとバニラさんの姿がある。

　しゅうううう──

　まもなく巨大ワームは虹にじ色いろの光を発しながらこの世界から消滅した。

「……そうか」

　思い出したぞ。今しがた消滅した巨大ワームは『ファイナルファントム５』に登場するデザートワームだ。瀕ひん死しの状態で登場し、パーティーメンバーの半分を砂さ漠ばくの下にある地ち下か空くう洞どうに引きずり込む。最さい後ごっ屁ぺというか……まあそういう強制イベントなのだ。

「でも……」

　どうやらこのダンジョンは元ネタの地下空洞とは異なるようだ。壁かべの至いたるところに青白い光を放はなつコケのようなものがびっしりと生はえていて、そのコケが洞どう窟くつ内ないを一定の明るさに保っている。お互いの顔が確認できるのはもちろん、洞窟内の構造も把は握あくできる程度には明るい。元ネタの地下空洞はもっとそっけない作りなので、おそらく他のゲームのダンジョンが採用されているのだろう。

「あら、この砂は。なるほど……あそこから落ちてきたんですのね……わたくしたち」

　バニラさんが真上を見上げる。つられて視線を傾けると、天井に一ひと際きわ地層の柔らかそうな部分があり、そこから一定量の砂がこの地下に降ふり注そそいでいた。

「他の出口を探す必要がありますね。あそこから地上に戻るのは難しそうです」

「うん。そうだね」おれはシャノンさんの意見に頷うなずき腰こしを上げる。「早いところこの地下空洞から脱出してマシューたちと合流しよう」

　下手へたしたら命にかかわる、とは言わなかった。

　二人を不安にさせたくなかったから。

　この場に回復役のリーネはいない。おまけに地上での探たん索さくが長引いたから、シャノンさんもバニラさんも魔ま法ほうや特技を使用するためのポイントが残り少ないはずだ。となればこの先、深刻な火力不足に悩まされるのは目に見えている。おれにできることと言ったら、シャノンさんとバニラさんのダメージを肩かた代がわりすることくらい……。

　無事に生せい還かんできるといいんだけど──







「ん……この音は」

　どれくらい歩いただろうか。モンスターに見つからないよう忍しのび足あしで地下空洞内を徘はい徊かいしていると、どこからともなく水の流れる音が聞こえてきた。

「お二人とも、あそこに川が……」

　シャノンさんが前方に見えるなだらかな傾斜の下端を指差す。

「ちょうどよかったですわ。先ほどの魔ま物ものの唾だ液えきが身体からだや衣服に貼はりついたままで落ち着かない気分だったのです。軍ぐん師し様、シャノンさん。水みず浴あびしていきませんこと？」

「いいですね。私も身体中がベトベトして気持ちが悪かったのです」

「──ちょっと待った」

　傾斜を下りようとする二人の腕うでをおれは強引に引っ張った。

「あら？　軍師様はヌルヌルでベトベトのほうがお好みですか？　もしかしてそういったプレイに興きよう味みがおありだとか？　ふふふ、よろしいですわ。わたくしでよければお相手を」

「バニラさん？　裕ゆう貴きさんをおかしな道に引き込まないでくださ──」

「──しっ。黙だまって──」

　おれは二人の腰こしに手を回し、強引に手元に引き寄せた。そしてそのまま側そばの岩いわ陰かげに身を潜ひそめる。姿勢を低くし、地べたにうつ伏ぶせで横たわる。「きゃん♪」とバニラさんが弾はずむような声を発したので、おれは慌あわてて彼女の口を手で塞ふさぎ、

「……岩の隙すき間まから下を見て」

　とヒソヒソ声で二人にそう指示を出した。

「チカスイ　ウマイ　サイコウニ」

[image: ]

　川の水をじゃぶじゃぶ言わせながら喉のどを鳴らす毛色の青い風変わりな熊くま。

　人語を操あやつるその熊の口調はカタコトの外国人みたいだ。

　名前を『デビルベア』と言うそのコミカルな熊の元ネタは『アニマル・ウォーズ』という『世界中の動物たちが悪あく魔ま化かした世界』を舞ぶ台たいにしたＲＰＧで、しかもその悪魔化した動物たちはどれもこれもデビルベアのようにゆるキャラめいている。設定の割に世界観は軽く、ストーリーは強引でいい加減。もちろんいい意味で。悪魔化した野の良ら猫ねこたちがゲームセンターにたむろするような世界観と言えば想像がつくだろうか。

「あ、あれは熊……さん……？」

「熊にしては体毛の色が変じゃありません？　青い熊なんて見たことも聞いたこともありませんわ。目も異様にパッチリしていますし……なんなんですの、あの生き物は」

「たしかに奇き妙みようですね。まるでぬいぐるみが動いているみたいです」

　熊は現実に存在する動物の一種類だが、どうやら二人の世界にも熊はいるらしい。

「裕ゆう貴きさん……あの熊さんは一体？」

「あれは悪魔化した熊だよ。体毛の変化はその証あかし」

「軍ぐん師し様？　わたくしたちをこうして伏ふせさせたということは……もしかして？」

「うん。危険な相手だよ。三人で戦っても勝ち目はない。それだけは断言できるよ」

「そこまでの相手ですの……」

　バニラさんがぎゅっとおれの手を握にぎり締しめる。ちょっとベトベトしているのはデザートワームの唾だ液えきがまだ残っているからか。さらに彼女はこれでもかと身を寄せてきた。こんなときだというのにスキンシップが激はげしい。いや、こんなときだからこそなのか……。

　目下のデビルベアは序じよ盤ばんの難なん敵てきと言ってもいい存在だ。しかも、ただ単に強いだけでなく、増ぞう援えんとして『プチベア』と呼ばれる小型の熊を召しよう喚かんするので、初見だとたいてい苦戦する。ある戦法で挑いどめば問題なく倒せるのだが、普通に戦った場合、ギリギリの戦いとなる。適てき正せい討とう伐ばつレベルは18くらい。シャノンさんが現在レベル17、バニラさんが16だから少し足りない。フルメンバーならなんとかなるかもしれないが、今はパーティーを分断されているので手を出すわけにはいかない。

「ちょっと、デビルベアさーん？　こんなところで何をやっているのですかー？」

　デビルベアの背はい後ご──

　薄うす暗ぐらい通路から、背せ中なかに羽の生はえた小鳥並みにミニマムな女の子が飛び出してきた。

　妖よう精せいなどとは対極にあるそのダークなビジュアルは小悪魔と呼ぶに相応ふさわしい。

　あれはたしか──

　エルマさんの出身ＲＰＧ『Ends of the earth』に登場する敵キャラ……。

　名前は『ラミー』だったか。

「ミズヲ　ノンデイマス」ごくごく喉を鳴らすデビルベア。

「はぁ……水を。私はてっきり遡そ上じようする鮭さけでも乱らん獲かくしているのかとー」

「スイブンノ　ホキュウハダイジ　ペチャパイニハ　ソレガワカランノデス」

　デビルベアはラミーの小さな身体からだと控ひかえ目めな胸むねを指差しながら渋しぶい顔をした。

「ペチャパイって言わないでください！　このセクハラ熊くま～！」

　忙せわしなく背せ中なかの羽を動かすラミー。

　一方のデビルベアは再び流れる水に顔を浸ひたし、喉のどを鳴らし始めた。

「裕ゆう貴きさん……あの羽の生はえた女の子は？」

「あれも悪あく魔まの類たぐいじゃないかな」おれは声を絞しぼって解説する。「といってもあの大きさだから戦せん闘とう能のう力りよくはないだろうね。おそらく伝令とかそういう地味な役割を担になった下級悪魔だと思う」

「あれが悪魔……」バニラさんがじっと目を凝こらす。「初めて見ますわ」

「私もです」

　二人ともファンタジー世界の住人だからか、悪魔の存在を疑うたがう様子はない。

　話が早くて助かるが、状況のほうはかつてないほど切迫している。

　序じよ盤ばんの難なん敵てきに数え上げられるデビルベアが間近にいることもそうだが、小悪魔ラミーの登場もこれはこれで問題なのだ。

　今、シャノンさんたちに話したようにラミー自体は恐れるに足りない。

　だけど──

　原作のラミーは『Ends of the earth』というＲＰＧを代表する敵キャラである『魔ま人じん』と必ずセットで登場する。ラミーの側そばには必ずその時点で戦うことになる魔人がいるのだ。

「裕貴さん……もう一人。奥から誰だれか出てきます……」

「え」

　おれはシャノンさんの声を受け、視線を斜ななめ下したに戻した。

「──デビルベア。水など飲んでいる場合ではないぞ」

　薄うす暗ぐらい横穴から姿を現したのは血を塗ぬりたくったような真しん紅くの鎧よろいを着た長身の男。

　肌の色は人間と変わらないが頭に角つのが生えていて、頰ほおに稲いな妻ずまを思わせるギザギザ模様の刺青いれずみが入っている。

　見み覚おぼえのある敵キャラクターの出現におれはゴクリと唾つばを飲み込んだ。

　やっぱり出てきたか……魔人ヴェノレッド──

　ラミーと同じく『Ends of the earth』に登場する敵キャラの一人だ。

　適てき正せい討とう伐ばつレベルは「22」だから、デビルベア以上に厄やつ介かいな敵だと言える。

　これは……ますます見つかるわけにはいかなくなってきたな。存在を悟さとられたら戦せん闘とうは避さけられないだろうし、そうなったらゲームオーバーだ。おれは生いき延のびられるだろうけど、シャノンさんたちはまず間違いなく死ぬ。どう足あ搔がいたところで。

「ヴェノレッド様？　どうかしたのですかー？」

　ラミーが水辺に転ころがる岩のてっぺんで羽を休め、ヴェノレッドを見上げる。

「徒と党とうを組んだ人間どもが砂さ漠ばくのあちこちを探たん索さくしているようなのだ」

「それってもしかして、あの方の予言にあった中ちゆう央おう司し令れい部ぶとか言う組そ織しきのことですか？」

「おそらくな」

　ヴェノレッドが頷うなずきに合わせて目を閉じる。

「風かざ間ま裕ゆう貴きとか言いましたっけ。中央司令部のトップに君くん臨りんしている男の名前」

　ラミーがその名を口にした瞬しゆん間かん、心しん臓ぞうがドクンと跳はね上あがった。

　知られている？　中央司令部のことも、おれのことも？

「（裕貴さん……。あの人たち、裕貴さんのことを……）」

「（う、うん）」

　シャノンさんに返したそのつぶやきは震ふるえていた。

　じゃぶじゃぶじゃぶ──

　デビルベアが水を飲み続ける傍かたわらでヴェノレッドとラミーは話を続ける。

「軍ぐん師しと呼ばれている彼……そうとう手て強ごわいのでしょうー？」

「あの方が敵視するくらいだからな。普通の人間ではないはずだ」

「普通の人間ではない。あの方と同じく特別な力を有している。つまり、中央司令部の風間裕貴は、神に等しい存在……ということですか？」

　な、なんだって？　神に等しい存在？　このおれが？

　いや、そもそも、あの方って誰だれだよ……？

「その軍師って人も、あの方みたいに予言とかできちゃうんですかねー？」

「百発百中の予言、か」ヴェノレッドが視線を下げ、目を眇すがめる。「……ふん。中央司令部の軍師が何者であろうと、我われ々われはあの方のご命令に従うだけだ」

「ま、そうですねー」

　岩の上で羽を休めていたラミーがふわっと浮き上がった。

「（どうやらあの方なる人物が熊くまたちを使し役えきする黒くろ幕まくのようですわね）」

「（予言……百発百中。なんだか……裕貴さんみたいです……？）」

「（言われてみればたしかに。軍師様の発言は時折、予言めいていますものね。そういえば、先ほどあの小さな悪あく魔まが、神に等しい存在だのなんだのと言っていましたわね）」

「（裕貴さんが神様……？）」

　序じよ盤ばんの難なん敵てきたちを支配する謎なぞの人物──

　中央司令部やおれのことを知っている──

　百発百中の予言──

　神に等しい存在──

　まさか……まさかあの方っていうのは……。

「（軍ぐん師し様、大丈夫ですか？　心しん臓ぞうの鼓こ動どうがこちらまで伝わってきますわよ？）」

「（だ、大丈夫だよ……）」

　口ではそう言ったものの、胸むねの高鳴りを抑おさえることはできそうもなかった。

　ＲＰＧの味方キャラクターを率ひきいるおれ。

　ＲＰＧの敵キャラクターを率いるあの方なる人物。

　……たしかに似ている。シャノンさんが言うように立場が似通っている。

　しかも、あの方なる人物の予言は百発百中だと言う。

　予言──そういう能力を備えたキャラクターがＲＰＧの世界にいないわけではないが、百発百中の予言はさすがにゲームとはいえ度がすぎた能力だ。

　だが、その予言が予言ではなく、おれのように事前に仕入れた知ち識しきからはじき出されたものだったとしたら？

　もしそうであれば──

　ヴェノレッドたちが言うあの方なる人物は、おれと同じように現実世界と関わりのある人物なのではないだろうか？

「それでヴェノレッド様。彼らとは今後どのように付き合っていくのですかー？」

　ラミーのよく通る声でおれは我われに返った。

　再び序じよ盤ばんの難なん敵てきたちの会話に耳を傾ける。

「特に命令は受けていない。あの方は『自由にやれ』とおっしゃっていた」

「自由に、ですか」

「現場の判断に任せるということだろう」

「では彼らの始末は──」

「うむ。言わずともわかるだろう」

　ヴェノレッドとラミーの視線が青い毛色の熊くまを捉とらえた。

「──おい、デビルベア。仕事だ」

「シゴトデスカ？」

「徒と党とうを組んだ人間どもが地上をうろついているはずだ。皆殺しにしてこい。見つからない場合は村落に向かえ。派は手でに暴あばれ回まわればじきに姿を見せるだろう」

「ワカリマシタ　ワタシニ　オマカセクダサイ」

　流れの強い水の中で敬礼するデビルベア。どうやらヴェノレッドには従順なようだ。猫をかぶっているだけかもしれないが。

「エロ熊さん。おっぱいに気を取られないようにねー？」

「ダイジョウブデス　コウミエテ　ワタシ　オッパイハ　ベツバラデスカラ」

「別べつ腹ばらだからなんだって言うのよ……」

「オシゴト　オシゴト」

　デビルベアはラミーのつぶやきをスルーし、水の中から這はい出でる。

「ところでデビルベア。例のモノはちゃんと持っているか？」

「ハイ　オナカノナカニ　ハイッテイマス」

　言いながらデビルベアは袋状になっているお腹なかを指差す。

「持っているのならいい。今後も慎しん重ちように取り扱うようにな」

「ワカリマシタ」

　例のモノ？　なんのことだろう？

「ではよろしく頼んだぞ。私は城に戻る」

「オマカセクダサイ」

　デビルベアがお腹をボヨヨンと揺ゆらしながら敬礼する。

「エロ熊ぐまさん、さようならー」

　ヴェノレッドとラミーが赤い球きゆう状じようの物質に変化し、瞬またたく間まに姿を消した。

　長ちよう距きよ離り移動用の魔ま法ほうを唱となえたらしい。

　……よかった。去ったか。

　おれは心の底から安あん堵どした。全身から力が抜けていくのを感じる。

「（なんだか大変なことになりましたね）」

「（そうだね……）」

　ゲーム間の枠わくを超こえて協力関係を築きずいたデビルベアと魔ま人じんヴェノレッド。

　敵が設定を無視して徒と党とうを組んだというだけでも厄やつ介かいなのに、その背はい後ごにはヴェノレッドたちが崇あがめる神にも等しい存在が控ひかえているなんて。しかも、その人物はこの世界の仕組みを理解していて、さらに現実世界と関わりのある人物である可能性が高い。

　あの方、か……。一体、何者なんだろう？　たとえばこの世界を作った創そう造ぞう主しゆだったりするんだろうか？　それともおれみたいに強制的にこの世界に飛ばされた人間？　でも、味方側ではなく、敵側に与くみしているのはなぜなんだろう？

　わけがわからないな……。

　でも──

　ヴェノレッドたちはたしかに強敵だが、北エリアで苦戦した蛇じや竜りゆうとは違い、ちゃんと戦力さえ整えれば倒せる敵だ。ＲＰＧってのは、なんだかんだで味方側に有利な作りになっている。たとえ敵の黒くろ幕まくが現実の関係者だとしても、そこは覆くつがえせないはず。

　うん、もっとポジティブに考えよう。ここでヴェノレッドたちの会話を盗ぬすみ聞ぎきできたのだって大きな成果なわけだし。今はわからないことだらけだけど、このまま南エリアの攻略を進めていけばいつかはそのあの方なる人物と出会えるはず。疑ぎ問もんはその人にぶつけよう。

　デビルベアと魔人ヴェノレッド。

　要はこの二人（正確には一人＋一匹？）を倒せばいいのだ。やることは至いたってシンプル。

「（ぐ、軍ぐん師し様……あの熊くまがこっちにっ）」

「（へ？）」

　思し索さくにふけっていたおれはバニラさんのささやきで現実に引き戻された。

　慌あわてて岩と岩の隙すき間まから傾斜を見下ろす。

「フタリトモ　ズルイ　ワタシナンテ　イドウハ　スベテ　トホナノニ」

　一人取り残されたデビルベアがやさぐれた中年サラリーマンみたいな足取りで歩き出した。

　それもこっちに、おれたちが隠かくれている岩場のほうに向かって。

「（ゆ、裕ゆう貴きさん？　どうしましょう？）」

「（えっと……えっと）」

　どうしようどうしよう、とそればかりが頭の中を駆かけ巡めぐる。

　判断を誤あやまればシャノンさんたちの命はない。

　おれだけが生いき延のびることになる。

　マシューたちに二人の死を報告しなければならなくなる──

「デグチハ　コッチ」

　と、デビルベアが途中の分かれ道で別の方向へ進路を切り替えた。

　……よかった。こっちに来なくて。

「助かりましたね……」

　シャノンさんが、ふぅ、と息を吐はき出だす。

「あの熊、出口はこっち、と言っていましたわね」

「うん。……って、そうかっ。地下に落ちてからここまでずっと一本道だったんだから、地上を目指してるデビルベアがこっちに来るわけないか。……なんで気づかないかな」

　身体からだを起こし、去っていくデビルベアの背せ中なかに視線を投じる。

「軍師様？　あの熊を尾び行こうしませんか？」

　バニラさんの提案。おれはすぐに彼女の意い図とに気づいた。

「そうだね。デビルベアのあとを追えば少なくとも地上には出られるはずだし、それにマシューたちがデビルベアと鉢はち合あわせたらまずいもんね」

「ええ。尾行していれば万が一、マシューさんたちが熊に見つかっても、すぐに合流できるわけですから」

「それはいい考えですっ」

　シャノンさんがすっと腰こしを上げ、スカートのめくれを手で直し、「急ぎましょう」と言ってデビルベアの行方ゆくえを目で追いかける。

「頭に角つのの生はえた人から、村を襲おそえ、とも命令されていましたし、どんな手を使ってでもあの変態チックな熊さんを撃げき退たいしなければなりません」

「軍師様？　マシューさんたちと合流できれば勝ち目はあるのでしょう？」

「うん。合流さえできればなんとかなるよ」

　元ネタの『アニマル・ウォーズ』というＲＰＧのパーティー上限は四人だから、フルメンバーの六人で戦いに臨のぞめばむしろこちらのほうが有利なはずだ。ＭＰ切れの心配は依い然ぜんとしてあるが、仮にバニラさんが魔ま法ほうを唱となえられなくなったとしても、シャノンさんとマシューの攻こう撃げきだけでも火力は十分だ。

「よし、見失わないように……でも、近づきすぎないよう注意しながら尾び行こうしよう」

「はい」

「了解ですわ」

　幸いデビルベアの歩行速度は緩ゆるやかだった。

　こののろのろ歩きならよほどのことがなければ見失うことはないだろう。

「オッパイハ　ドコダ」

　デビルベアはエロ方面の妄もう想そうをダダ漏もれにしながら上へ上へとあがっていく。その歩みはやはり緩かん慢まんだが、立ち止まったり分かれ道で迷ったりしないので尾行は楽だった。




　地上に出るまでは──




「ようやく外に出られましたわね」

　バニラさんが大きく背せ伸のびをし、すぅー、はぁー、と深呼吸を繰くり返かえす。

「裕ゆう貴きさん？　熊くまさんはどこに行ったのでしょう……？」

「ん、いないね……」

　ぐるっと周囲を見回してみたがどこにもデビルベアの姿は見当たらない。周囲には地ち下か空くう洞どうへと続く盛り上がった入り口と他には岩とサボテンしかない。砂さ漠ばくではなく荒こう野やのようだが、前方に黄土色の砂だけで構成されたそっけない砂漠地帯が見える。少し歩けばすぐに砂漠に戻れそうだ。当然、デビルベアも砂漠に向かっているはずで──

「ワタシハ　ココデス」

　突とつ如じよ、背はい後ごから発せられた緊きん張ちよう感かんのない声がおれの思考を遮さえぎった。

　この特とく徴ちよう的てきな声こわ色いろと発音は紛まぎれもなくデビルベア。

「ど、どこだ……!?」

　振り返るが青い熊はどこにもいない。

「裕貴さん、上です！」

「上!?」

　視線を傾けると、本当に言われた方向にデビルベアがいた。

　上というのは地上に出っ張った地下空洞への入り口のてっぺん。

　どうやら死角に隠かくれていたらしい。

　……ということは尾び行こうがバレていたのか。

「ワタシハ　オッパイノ　ニオイニ　ビンカンナノデス」

　あまりにも軽く、あまりにも緩ゆるい存在。

　知らず知らずのうちに油断していたのかもしれない。それにヴェノレッドが立ち去ったあとだったし、尾行も思いのほか容よう易いだったから……。

「オッパイ　ハッケン！　ワタシ　カンキ！」

　デビルベアが盛り上がった入り口のてっぺんから飛び降りる。

「二人とも後ろに引いて──っ」

　おれは咄とつ嗟さに叫さけび、自分だけは逃げずにその場に留とどまった。

　囮おとりになろうと思ったのだが──しかし、その考えは甘あまかった。

「きゃああああ……っ!?」

「ツカマエタ」

　デビルベアはおれの頭を飛び越え、シャノンさんの背はい後ごに着地。そして、その太い腕うでで大事な宝物を抱きしめるようにシャノンさんを後ろから抱きかかえた。

「ナンテ　シンセンナ　オッパイ」

　そのまま攻こう撃げきに移るかと思いきや、青いカラーの変へん態たい熊くまはシャノンさんのふくよかな胸むねをじっくり観察し始めた。女好き、巨きよ乳にゆう好き。デビルベアが迷わずシャノンさんを選んだのは必然だったのだ。ゲーム中でもこれは同じ。女キャラばかり攻撃するのだ。だからこいつを攻略する場合、パーティーメンバーを全員男にすればいい。男だけで戦いに挑いどむと「デビルベアはテンションが上がらない！」というメッセージが表示され、攻撃の頻ひん度どが極きよく端たんに落ちるのだ。あとはＡボタン連打で倒せる。

　だけど……今は男女混合。

　しかも、パーティーを分断されている。

　って、おれは何弱気なこと考えてるんだ！

　今は一刻も早くシャノンさんを助けないと──

「シャノンさんを放はなしなさいな！　このエロ熊──っ！」

　おれがうだうだ考えている間にバニラさんが前に飛び出していた。

「オット　アタラシイ　オッパイ」

　デビルベアは一いつ旦たんシャノンさんを手放すと、バニラさんの杖つえ殴なぐりを頭で受け止め、その後、隙すきだらけになったバニラさんを片手で持ち上げ、もう一方の手で胸をまさぐり始めた。

「ひゃっ!?　や、止やめなさい……エロ熊……！」
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「ナンダ　ヒンニュウカ」

　デビルベアは自発的にバニラさんを解放した。

「ヒンニュウニ　ヨウハアリマセン　キエロ！」

「な、な、な、なんですってえええええええ──っ!?」

　……バニラさん、別に貧ひん乳にゆうってほどでもないと思うけど、採点厳きびしいなデビルベア。

　ってか、なんだよ、この展開は。

　原作順守とはいえ緊きん張ちよう感かんなさすぎだろ……。

「こ、殺す！　このエロ熊くま、絶対に殺しますわ！　わたくしを侮ぶ辱じよくしたことをあの世で後こう悔かいするといいですわ！」

　バニラさんがお馴な染じみの杖つえを両手でかまえる。

　その間、おれは先に解放されたシャノンさんの救出に向かった。

「大丈夫？　シャノンさん？」

「あ、はい……。ちょっと身体からだを締しめつけられただけですので……」

　胸むねを手で押おさえ深呼吸を繰くり返かえすシャノンさん。

　よかった。ダメージはほとんどないみたいだ。

「ププ　ヒンニュウゴトキニ　ヤラレル　ワタシデハアリマセン──」

　デビルベアが、すぅ、と大きく息を吸い込んだ。

　やばい！　あのモーションはプチベアの召しよう喚かんだ！

　──プウウウウウ……。

　直後、デビルベアが下品な音と共に口から何かを吐はき出だした。

　それは──全長三メートルはあろうかというデビルベアを、十分の一くらいのサイズにした小型のデビルベアだった。それも五体。ゲーム中ではプチベアと呼ばれている。雑魚ざこ敵てきみたいなものだが、回かい避ひ率りつが異常に高い敵で、物ぶつ理り攻こう撃げきが当たりにくい。プチベアは命中率の高い武器や魔ま法ほうなどで倒すのが定番の戦術だ。

「まずいな……」

　バニラさんのＭＰは残り少ないはず。シャノンさん一人で戦うにしても回避率が高いプチベアに攻撃を当てるのは至し難なんの業わざ。ＨＰは低めに設定されているので一回でも攻撃を当てれば倒せるはずだが、今は確実に攻撃を当てる手段がない。おまけに後方には本命のデビルベアが控ひかえている。

「裕ゆう貴きさん、一体どうすれば……？」

「軍ぐん師し様……」

　おれは不安げな表情をこちらに向けてくる二人になんの言葉も返せなかった。

　デビルベア一体だけだったらおれがひたすら盾たてになればマシューたちが来るまで粘ねばることができたかもしれないが、増ぞう援えんのプチベアは五体。乱戦になったら一人ではシャノンさんとバニラさんを守りきれなくなる。

　みんなと、マシューたちと合流できれば形勢は逆転するのだが──

「プチプチプチ」「プチプチプチ？」「プチプチプチ！」「プッチー！」「プチプチッチー」

　意味不明な言語を操あやつるプチベアたち。

　横一列に並び、こちらとの距きよ離りを徐々に詰つめてくる。

　……どうする。戦うか？　いや、それは賢い選択とは言えない。今、できるベストな行動はマシューたちと合流すること。みんなと合流さえできれば勝しよう機きが生まれるはず。

　しかし──

　この世界には携けい帯たい電でん話わみたいな便利なものはない。

　瞬しゆん時じに人と連絡を取り合う手段なんてないに等しいのだ。

　となると、この状況でできることと言ったら……。

「ん、あれはもしかして……？」

　遠目に見える岩場──そのてっぺんに見み覚おぼえのある植物が生はえていた。

　あれだ！　あれを使えばきっと──

「バニラさん──」

　おれはプチベアの出現に面食らっているバニラさんに小声で耳打ちする。

　ざっくりとした説明。何をやるのか。状況が状況なのでそれだけしか伝えなかった。

「え、魔法を」

「うん。できるかな？」

「はい。おそらくは……。ですが、なんのためにそんなことを？　いえ……軍師様のことですから何か考えがおありなのでしょう。わかりましたわ。このわたくしにお任せください」

　笑顔で頷うなずき、一いつ旦たん後ろに下がるバニラさん。

「それから──」

　さらにおれはシャノンさんにも耳打ちした。

　防ぼう御ぎよに徹てつする。そんなシンプルな指示を。

「了解です！」

　返ってきたのはそんな迷いのない言葉。

　……ありがとう、二人とも。おれのこと信じてくれて。

　よし、これで準備は整った。

「作戦開始だ──」

　おれは目前に迫せまりつつあったプチベアの群れに突つっ込こんだ。

　そして、デビルベアから遠ざかるようにしてプチベアたちを引きつける。

　シャノンさんもおれと同じような役回りだが、後方のバニラさんを気き遣づかうような動き。

「サア　カワイイ　コドモタチヨ　ヤッテオシマイナサイ！」

　幸いデビルベア自身は攻こう撃げきを仕掛けてこなかった。高みの見物ということらしい。

「ふ、返かえり討うちにしてあげますわ！　チビ熊くまさん──覚悟！」

　そう宣言し、詠えい唱しように入るバニラさん。

「ヒンニュウチャン　イカリノ　エイショウ　コレハ　ワラエマス」

「くっ……このエロ熊のキモ熊！」

　バニラさんはゲラゲラ笑うデビルベア──

　ではなく、一番近い位置にいるプチベアに向かって氷の魔ま法ほうを放はなった。

「プ、プチ……ッ……」

　氷の刃やいばは見事プチベアに命中。小型の熊は塵ちりと化した。

　──デビルベアには絶対に手を出さないこと。

　二人にはそう指示を出していた。これはプチベアが一体以上残った状態でデビルベアを攻撃すると、新あらたに五体のプチベアが追加されてしまうからだ。増ぞう援えんを無視して本体のみを叩たたく作戦というのもＲＰＧではよく見られる光景だが、デビルベアの場合は増援から倒していくのがセオリーだ。ただし全すべての増援を片付けてしまうとデビルベアが本格的に攻撃を仕掛けてくるので、倒すなら四体まで。マシューたちと合流を果たすまでは、デビルベアを本気にさせてはいけない。

「もう一つ──っ！」

　続けざまに放たれた氷の刃。しかし、次の一発は外はずした。バニラさんの魔法攻撃は当たりやすくはあるが、ゲームシステム上、必中というわけではないから、これは仕方ない。

　だがこれは想定内のミス。外してもいい攻撃だ。

　問題は──次の一発。

「次は仕し留とめますわっ！」

　今度は氷の刃やいばではなく火属性の魔ま法ほう。彼女お得意の魔法、『ヒートハウル』だ。

　バニラさんは杖つえの先端から生まれた火か球きゆうをゴルフのスイングのように地面すれすれの位置から微び妙みように角度をつけて斜ななめ上うえに向かって打ち出した。その火球は間近に迫せまったプチベアの頰ほおをかすめたあと、岩場のてっぺんに生はえている、ある『植物』に向かって上昇していった。

　頼む！　そのまま当たってくれ！

「プププ！　ツギハシトメル　トカイッテ　ハズシテルシ！」

　デビルベアがせせら笑う。その背はい後ごで。

　ボオオ……ゴオオオオオオオオオオオオオオ……ッ──

　岩場のてっぺんで激はげしく炎えん上じようする植物があった。

　周囲に飛び散る火花と大量の煙。

　音もすごい。まるで建築物が炎上しているかのようだ。

　派は手でに燃え上がっている植物の名前は『地じ獄ごくサボテン』。

　本来、サボテンは水分を多く含む植物だが、この地獄サボテンは植物でありながら水を一切含んでいない。植物っぽいのは見た目だけで、中身は爆ばく発はつ物ぶつのようなものなのだ。触っただけで手が焼けただれるほどの高熱を帯おびており、自みずから攻こう撃げきを仕掛けてくることはないが、サボテンから水分を補給しようとする旅人にとっては厄やつ介かいな存在と言える。

　このサボテンが登場するのは『スター・ジュエル』というファンタジーベースのＲＰＧで、「地獄サボテンを全すべて燃もやし尽つくせ」というクエストの中で、普通のサボテンとの見分け方を駆く使しして一本一本駆く除じよしていくことになる。

　ともかく──

　これで運がよければ誰だれか一人くらいはサボテンの炎上の意味に気づくだろう。たとえ意味が通じなくても、人がいると踏ふんで様子を見に来るかもしれない。

「ナンデスカアレハ？　チョット　モエスギジャナイノ？」

　どうやらデビルベアは燃えるサボテンの意味には気づいていないようだ。

　ゆるキャラっぽいから知能指数とかも低いんだろう……。

「ン　ナンカ　オチテキタ……──アツ！　アッツ！　ナニコレ！」

　地獄サボテンから発せられた炎ほのおの塊かたまりがデビルベアの体毛を焦こがす。

　これは演出ではない。原作でもフィールド上で燃えさかる地獄サボテンにはダメージ判定があるのだ。

「フ　フオオオオオオオオ！　ワタシノカワイイコドモタチ！　キテクダサイ！」

　──プウウウウウ……。

「なっ……!?」

　プチベアの増ぞう援えん──それは想定外の事象だった。

　くそ、迂う闊かつだった。まさか地じ獄ごくサボテンのダメージ判定が裏うら目めに出るなんて……。

　──プチベアが残っている状態でデビルベアを攻こう撃げきすると新あらたな増援を呼ぶ。

　それがたとえ味方が意い図とした攻撃ではなかったとしても、スズメの涙なみだほどの微び々びたるダメージであったとしても、デビルベアはプチベアを召しよう喚かんするのだ。

「ぐ、軍ぐん師し様。とにかくチビ熊くまさんの数を減らして……」

「……そうだね──」

　最初に五体。バニラさんが一体倒して、四体。

　その後、増援が新たに五体──合わせて九体。

　少しでも数を減らしておかなければマシューたちが来るまで耐えられない。

　とにかくデビルベアさえ攻撃しなければこれ以上の増援はないわけだから、ある程度、数を減らし、持久戦に持ち込めばまだ勝しよう機きは──

「あ、あら……？」

　とここでバニラさんが杖つえを振りながら素すっ頓とん狂きような声を発した。

　詠えい唱しようを開始すれば杖は光るはず。その杖が光らないということは──

　ついにＭＰ切れか……。何体かプチベアを減らしておきたいところだったけど──いや、バニラさんは当初の予定通り地獄サボテンに魔ま法ほうを命中させたんだ。プチベアだって一体のみだがちゃんと倒している。バニラさんはちゃんと役目を果たしてくれた。

　プチベアの増援はおれの責任。彼女に非はない。

「シャノンさん……バニラさん！　後ろに下がって！」

　おれは一人、前に出た。

「裕ゆう貴きさんっ」「軍師様……」

　おれに敵と戦う力があればこんな事態には……いや、今それを悔くやんでも仕方ない。

　とにかく──

　守らなければ！　何があろうとも二人だけは守らなければ！

「プチプチプチ」「プチプチプチ？」「プチプチプチ！」「プッチー！」「プチプチッチー」

　戦いが始まると早々に乱戦模様となった。

　おれは素早いフットワークで敵を撹かく乱らんしようとした。

　だがちょっとシャノンさんたちから目を離はなしている隙すきに、

「キョニュウチャン　カクゴ！」

　デビルベアがシャノンさんに接近し、顔面を引ひっ搔かこうと鋭するどい爪つめの生はえた手を真上に振り上げていた。どうやら不意を突つかれたらしく、シャノンさんは体勢を崩くずしている。

　くそ！　やっぱりこの数の敵を引きつけるのは限界があったか……！




「ウ、ウオ！　マブシイ！　メガ！　メガアアアアアア！」




　突とつ然ぜんの出で来き事ごとだった。

　眩まばゆい光がデビルベアの目を眩くらませ──

「あんたさぁ、そのキモい喋しやべり方かた、なんとかなんないの？」

　先ほどデビルベアが出現した場所。地上に突つき出でた洞どう窟くつの入り口のてっぺんから声が降ふってきた。降ってきたのは女性の声だったが、リーネやエルマさんの物言いではない。

　姿を現したのは小こ柄がらな少女だった。手に小さな手て鏡かがみを持っている。どうやらあれを使ってデビルベアの目を眩ませたらしい。

「ダレダ！　ヒトガ　キニシテイルコトヲ　ズケズケト！」

　喋り方、気にしてたのかよ。ってか、お前、人じゃねーだろ。

　……というツッコミが喉のどまで出かけたが、今はそれを気にしている場合ではない。

「よっと──」

　女性が掛け声と共に高所から飛び降りた。

　とん、とおれたちの目の前に着地を果たした謎なぞの女性は人の姿をしていたが、シャノンさんやバニラさんよりもずっと小柄で、頭に人間のものとは異なる獣けもの耳みみが、お尻しりにふさふさした尻尾しつぽが生はえていた。
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「オマエハ　アルル！　アルルジャナイカ！」

「うっさいなぁ。大声で叫さけばないでよ」

　アルルと呼ばれた少女が腰こしに手を当てる。

「あの子は……」

　小柄な獣耳の少女。アルルという名前。すぐにピンときた。彼女はエルマさんやさっき洞どう窟くつで見かけた魔ま人じんヴェノレッドと同じ世界の住人、『Ends of the earth』の登場人物だ。小こ柄がらだがゲーム中では強キャラ。武器を使わず己おのれの肉体のみで戦う格かく闘とう家かタイプのキャラだ。

「私さ、前々からあんたのこと、ウザイって思ってたのよねー」

「ナ　ナンダッテ!?　ワタシニ　ケンカヲ　ウッテイルノデスカ!?」

「だからそう言ってんじゃん」

「ツマリ　ワレワレヲ　ウラギルノデスネ!?」

「裏うら切ぎるも何も……」

　アルルさんはそうつぶやくと、横一列に並んでいるプチベアに向かって駆かけ出だし、

「あんたらの仲間になった覚おぼえはないわよ！　このアホ熊くまがああああ！」

　罵ば声せいを響ひびかせながら一番右端のプチベアに豪ごう快かいな飛とび蹴げりを浴あびせた。

「プ　プ　プ　プチィィ──────ッ！」

　周波数の高い絶ぜつ叫きようを轟とどろかせながらプチベアが細かい粒りゆう子しとなって飛び散る。

「す、すごいです……たった一ひと蹴けりで」

　シャノンさんが感かん嘆たんの声を上げる。

　たしかにすごい。プチベアは攻こう撃げきさえ当たればシャノンさんでも一撃で倒せる敵だが、回かい避ひ率りつが異常に高いので通常の物理攻撃ではそう簡単にダメージは与えられない。アルルさんはそれを可能にするステータスを有しているということだ。それもそのはず──アルルさんの初期レベルは30なのだから。ボスのお供とはいえプチベアなど彼女の敵ではない。

「「「「「「「「プチプチッチー！」」」」」」」」

　同どう胞ほうがやられ逆上したのか、残った八体のプチベアが一いつ斉せいに地面を蹴った。

「いい判断ね。なかなか賢いじゃない。──でも……」

　アルルさんが軽く腰こしを落とし、拳こぶしを後ろに引いた。通常攻撃のモーションではない。

「私にはこういう攻撃もあるのよ──っ」

　引いた拳を前に突つき出だすアルルさん。拳そのものは空を切っただけだったが──

「「「「「「「「プチ──ッ!?」」」」」」」」

　アルルさんの拳の先から生み出された拳けん圧あつのようなものがプチベアたちの身体からだを切きり裂さいた。

　彼女の得意技『フィストアロー』だ。

　しかもこれは範はん囲い攻撃。横一列に並んだ敵を一いつ掃そうするときに絶大な効果を発はつ揮きする。

　当然、アルルさんに向かって駆け出したプチベア八体はこの技の餌え食じきとなった。

「ワ　ワタシガ　オナカヲイタメテ　ウミオトシタ　コドモタチガ！　ユルセナイ！」

　全すべてのプチベアを失いギャグ漫まん画がみたいに頭のてっぺんから蒸じよう気きを発するデビルベア。ウオオオオオと叫さけびながらバンザイをするように両手を真上に伸ばす。

「お腹なかを痛いためて産み落としたって……あんたオスでしょ？」

「シッケイナ！　ワタシハ　メスデス！」

「うっそ。女好きだからてっきりオスだと思ってた。なんか意外」

「サイショニ　ジコショウカイシタトキ　メスダト　イイマシタ！」

「あんたの自じ己こ紹しよう介かいなんて覚おぼえてないし。ってか興きよう味みないし」

　ボリボリと頭を搔かくアルルさん。ふさふさの尻尾しつぽが左右に揺ゆれ動うごいている。

　この二人、面めん識しきがあるみたいだけど、どこで知り合ったんだろう？　アルルさんは中ちゆう央おう司し令れい部ぶには属していないけど、『Ends of the earth』の登場人物だからスタート時に大だい聖せい堂どうにいたはずだ。というか彼女の初期レベルは30。今の今までアルルさんが頭とう角かくを現さず、引っ込んでいたのは妙な気がする。口が悪く、人付き合いが苦手なキャラなので、どこの組そ織しきにも属していないのはわかるんだけど。

「トモカクダ！　オマエハ　ワタシヲオコラセタ！　コロシテヤル！」

「ふん！　あんたごときにこの私が倒せると思ったら大間違いよ！」

「コノウラギリモノ！　シネ！　シンデジゴクニイケ！」

　激げつ高こうしたデビルベアがアルルさんに向かって突とつ進しん攻こう撃げきを仕掛ける。

「っと──」

　アルルさんはサイドステップでその愚ぐ直ちよくな突進攻撃を避さけ、

「的まとがでかくて大助かり！」

「ウオオオオ!?」

　デビルベアの脇わき腹ばらに正せい拳けん突づきが一発入り、

「フオオオオオオ!?」

　さらにもう一発、今度は鳩尾みぞおちに、

「ヌオオオオオオオオオオ!?」

　最後に顔面を蹴けり上あげ、後方に吹っ飛ばした。

　華か麗れいな通常攻撃、三連撃が見事に決まった。

「す、すごいです……」

「圧倒的な強さですわね。動きも機き敏びんですし」

　戦いを見守っていた二人から感かん嘆たんの声が漏もれた。

「イ　イマノハ　ホンノ　アイサツガワリ！　ツギハ　ホンキデ　イクゾ！」

「御ご託たくはいいからとっととかかってきなさいよ」

　その言葉のやり取りを皮切りに激はげしい戦せん闘とうが始まった。

　といっても、アルルさんが一方的にデビルベアをボコる展開。

　そりゃそうだ。デビルベアの適てき正せい討とう伐ばつレベルは18。

　レベル30のアルルさんならデビルベア一匹くらいどうということはない。

「ゼッタイニ　ユルサンゾー！　ジワリジワリト　ナブリゴロシニシテクレルワ！」

　激げつ高こうするデビルベアの身体からだには大きな絆ばん創そう膏こうが三つ貼はられている。

　絆創膏の数は『アニマル・ウォーズ』において残りＨＰの目安になる。雑魚ざこ敵てきの場合は絆創膏が三つ貼られた時点で撃げき破はとなるが、ボスの場合は五つと決まっている。すでにデビルベアは絆創膏が三つだから、ＨＰを五分の三ほど失っていることになる。

「ったく、よく喋しやべる熊くまね！」

　アルルさんがデビルベアの突とつ進しんを華か麗れいな側転で右方向にかわす。

　そして、すかさず反撃に転じる。

「次の一撃で喋れなくしてあげるわ──」

　低い姿勢でデビルベアに急接近するアルルさん。

　やけに姿勢が低いけど……もしかしてあの技が出るのか？

「コシャクナ！　カエリウチニシテクレル！」

「やれるものなら──やってみなさいよ！」

　アルルさんはデビルベアの眼前で地面に手をつき、逆さか立だちの姿勢から真上に急上昇。重力に逆らいながら放はなたれた意外性抜群のその蹴けりは、デビルベアの巨体を削けずり取とっていくかのようだった。

　この技は通常攻撃×４の威い力りよくを誇ほこる多段ヒットが売りの『ドラゴンライジング』──

　レベル30のアルルさんが取得している技の中でもっとも大きなダメージが期待できる技だ。

　やっぱり大技は見ていて心躍おどるものがあるな。当然、アルルさんにはこれよりも強力な上位技が用意されているけど、『ドラゴンライジング』以上に見み栄ばえのいい技ってこれといってないんだよな。あ、あと上昇中にちょっとだけパンツが見えるのもポイント……。

「イタイ！　イタスギル！　ワタシノセイカクガ……　ジャナクテ！　カラダガイタイノ！」

「あら、まだ生きてたの？　なかなかしぶといわね」

　絆創膏は四つ。もう一度『ドラゴンライジング』を放てばそれで決着がつきそうだ。

「デビルベアピンチ！　コ　コウナッタラ　サイシュウシュダンダ！」

「へー、最終手段？」

「ワラッテ　イラレルノモ　イマノウチダゾ！」

　デビルベアはそう言ってお腹なかの袋──中にアイテムが入っている。某ぼう猫ねこ型がたロボットみたいなモーションでアイテムを取り出す──から何かを引っ張り出した。

　そういえばデビルベアは瀕ひん死しになると、ＨＰを回復するポーション的なアイテムを取り出すんだったな。

「ん？　何よ……その変な機き械かいは」

　アルルさんが疑ぎ問もんの声を上げる。

　疑問に感じたのはおれも同じだった。

　しかし、その疑問の意味合いは、他のメンバーとはまったく異なるもので……。

　なぜならデビルベアがお腹なかの中から取り出したものは──

　あれは携けい帯たいゲーム機き……じゃないのか？

　ＳＦ物のＲＰＧなんかだとああいった形状の携帯端たん末まつは珍めずらしくないけど──でも、あれはどう見ても現実世界のゲームショップで売られている最新の携帯ゲーム機だ。

「ヘンシン！」

　デビルベアが爪つま先さきでシュールに液えき晶しようを弾はじく。

　すると、変へん態たい熊くまの青い体毛が金色に輝き出した。

「それの……一体どこらへんが最終手段なのよ！」

　アルルさんが前に飛び出し、デビルベアの腹はらに鉄てつ拳けんを打ち込む。

　だが──

「フフフ　キカナイヨン」

　……ダメージが、通っていない？　どういうことだ？

　デビルベアに物ぶつ理り攻こう撃げきを無効化する能力はないはずなのに──なぜ……？

「ヤッタネ！　ザマーミロ！　アルルナンテ　モウコワクナイ！」

「くそっ……なんなのよ。鉄みたいな硬さじゃない……」

　アルルさんが一いつ瞬しゆんおれたちをチラ見し──すぐに視線をデビルベアに戻した。

　今、視線を寄よ越こしたのはおれたちの助力を期待してのことだろうが、アルルさんは他人に媚こびるようなタイプではないから、手を貸しなさい、とは言い出せなかったのだろう。

「裕ゆう貴きさん……何か私たちにできることは？」

　シャノンさんにそう言われ、おれはますます混乱した。

　デビルベアがお腹の中から取り出したコバルトブルーの携帯ゲーム機──

　黄金色に輝き出した体毛──

　物理攻撃にめっぽう強くなったデビルベア──

　……くそ、こんな展開知らないぞ。何がどうなってるんだ？

　一体どうやってこの場を切り抜ければいいのか──

「この変態サンドバッグ！　いい加減、くたばりなさい！」

「ワタシ　コノタタカイガ　オワッタラ　オッパイト　タワムレマス！」

　デビルベアが死し亡ぼうフラグっぽいセリフを吐はいた直後のことだった。




「──熊くま風情ふぜいが調子に乗ってんじゃねぇよ！」




「ウオオオオ!?　アタマニ　ナンカ　アタッタ!?　イタイ！」

　どこからともなく声が聞こえ、それとときを同じくしてデビルベアの後頭部に氷の塊かたまりが直ちよく撃げきした。それは──マシューの銃じゆう口こうから放はなたれた氷をまとった弾だん丸がんだった。

「おーい！　ゆーきー！　シャノーン！　バニラー！　助けにきたぞーい！」

「軍ぐん師し様、遅くなって……ごめんなさい」

　砂さ漠ばく側からリーネとエルマさんが駆かけてくるのが見えた。

「裕ゆう貴き、さっさと終わらせるぞ」

　砂漠のほうではなく荒こう野や側から姿を現したマシューがおれの背せ中なかを小こ突づく。

　どうやらマシューだけはデビルベアの背はい後ごを取るため大きく回り込んでいたらしい。

「裕貴さん、やっとみなさんと合流できましたね」

「う、うん……」

　みんなとの再会。嬉うれしくないわけがない。

　だけど、今のおれはある思考に意い識しきを奪うばわれていた。

「おい、裕貴？　どうした？」

「そうか……あの黄金色の体毛は、物ぶつ理り攻こう撃げきは弾はじくけど魔ま法ほうは……──」

　マシューが放った弾丸。これをヒントにおれは推測を立てる。

　あの状態のデビルベアに物理攻撃は効きかない。効くのは魔法だけ、なのだと。

「グヌヌヌ！　ニンゲンドモメ！　アリノヨウニ　ワラワラト！　ヒキョウダゾ！」

「あんただってさっき自分の分身みたいなの召しよう喚かんしてたじゃないの」

「ウ　ウルサイ！　ワタシハ　アクヤクダカラ　モンダイナイノデス！」

　アルルさんの鋭するどい指摘に逆ギレするデビルベア。

　悪役だって自覚あんのかよ、とさらにマシューがツッコミを加える。

「フオオオオオオオ！　オダマリナサイ！　オダマリナサイヨオオオ！」

　デビルベアが腕うでを振り回しながらマシューに突とつ進しんした。

　だがマシューは慌あわてず騒さわがず、

「黙だまるのはてめぇのほうだ！」

　目前に迫せまりつつあったデビルベアの顔面に氷の弾丸を直撃させた。

　フゴオオオオ、という叫さけびと共に宙を舞まう巨体。

　やっぱり！　魔法はちゃんと効くんだ！

　よし。そうとわかれば──

「マシュー！　まだだ！　弾丸をありったけデビルベアに！」

「──了解！」

　魔力に十分な余力があるのだろう。マシューは続けざまに弾丸を放った。

　一発、二発、三発──そして、四発。

　マシューは四発目を最後に、武器を腰こしのホルダーに戻した。

　デビルベアが仰あお向むけに倒れ、動かなくなったのだ。

　身体からだには大きな絆ばん創そう膏こうが五つ貼はられている。さっきお腹なかから携けい帯たいゲーム機きを取り出したときにはもう絆創膏が四つ貼られていたから、すでにあのとき瀕ひん死しの状態だったのだろう。マシューの怒ど涛とうの弾だん丸がん攻こう撃げきが止とどめになったのだ。

「モウ　オワリデス　コノヨノ　オワリデス……」

　黄金色に輝くデビルベアが力なくつぶやく。

「ハイ　コチラ　デビルベアデス　オカケニナッタ　デンワハ　オキャクサマノ　ゴツゴウニヨリ　オツナギデキマセン　シンダッテコトダヨ　サッシロ……」

　死の間ま際ぎわの言葉はオリジナル通りだった。

　笑えるような笑えないようなそんな辞じ世せいの句く。

「熊くまさん……」

　シャノンさんが悲しげに目を伏ふせる。

　敵とはいえ憎めない相手だったからだろう。

「これは……」

　おれは戦利品を慎しん重ちように拾い上げる。

　デビルベアがドロップしたアイテムは二つ。

　群ぐん青じよう色いろに染まった鍵かぎと、コバルトブルーの携帯ゲーム機。

　鍵はわかる。ＲＰＧではありがちなアイテムだから。きっとこの先、なんらかの扉とびら、もしくは宝箱を開けるときに必要になるのだろう。

　問題はもう一つのアイテム──携帯ゲーム機だ。

　どう見ても本物。近くで見るとそれがよくわかる。

　どうしてデビルベアがこんなものを持っていたんだろうか？







「アルル──」

　戦せん闘とう終了後、エルマさんが突とつ然ぜんアルルさんのもとに駆かけ寄よった。普段、積極的に他人とコミュニケーションを取ろうとしないエルマさんにしては珍めずらしい行為である。

「あたしのことわかる？」

「……は？」

「あたし、エルマ。小さい頃ころ、一緒に遊んだよね？　覚おぼえてない？」

「あっ」途と端たんにアルルさんの表情が変わる。「覚えてるわよ。覚えてるに決まってるじゃない。あんた……あの頃は男の子みたいに髪かみ短かったけど、随ずい分ぶんと女の子らしくなったじゃない。身長もかなり伸びたわね。私と同じくらい？」

「あたしのほうが高い」

「あんた……喋しやべり方かたは全然変わってないのね」

「アルルも変わってない」

　昔話に花を咲さかせるエルマさんとアルルさん。

　おれはその様子を目まの当あたりにし、すっかり忘れてたな、と内心でつぶやいた。

　二人は『Ends of the earth』の登場人物、かつ幼おさな馴な染じみという設定なのだ。

　物語が中ちゆう盤ばんに差しかかるあたりで二人は再会を果たす。そして──

「じゃあ、アルルはこいつらの仲間なのね？」

「仲間」

　エルマさんが、うんうん、と何度も頷うなずく。

「ではお二人は幼馴染なのですね」

「ほー、ほー」

「こんなところで再会するなんて、奇き遇ぐうという他ないな」

「ですわね」

　シャノンさん、リーネ、マシュー、バニラさんの四人がさっそくアルルさんに自じ己こ紹しよう介かいする。

　みんなフレンドリーだな。ってか、立場上、おれが真っ先に名乗るべきなのに……。

　しばらく遠巻きにみんなの様子を眺めていると、

「おーい！　ゆーきー！」

　リーネが白衣を揺ゆらしながらおれに駆かけ寄よってきた。

「どうしたの？」

「アルルがここから南にある街まちにワシらを案内してくれるそーじゃぞー」

「へえ、南に街があるんだ」

　気づけば砂さ漠ばくを探たん索さくしていた他のパーティーたちもこの場に集結しつつあった。

　ちょうどよかった。そろそろ休息と補給が必要な頃ころ合あいだし。

「じゃあ、全員そろったら南下することにしよう」

　砂漠での激げき闘とうはこうして幕まくを閉じた。

　後ろに控ひかえているボス。魔ま人じんヴェノレッド。

　デビルベア経由で手に入れた青い鍵かぎと携けい帯たいゲーム機き。

　ヴェノレッドたちを裏うらで操あやつっているあの方なる人物。

　そして、もう一つ。エルマさんの幼馴染、アルルさん……。

　懸け念ねんすべき材料は一気に増えたが──今は一休みすることにしよう。
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「ふおおー！　この食堂の白米は最高に美味なのじゃー！」ガツガツガツ。

「安くて美味おいしい！　それがここのモットーなのよ！」ガツガツガツ。

「毎日でも通いたいくらいじゃ！」ガツガツガツ。

「通えばいいじゃない！　我が慢まんは身体からだに毒よ！」ガツガツガツ。

　テーブルを隙すき間まなく埋うめる二十人分はあろうかという料理をドカ食いする少女が二人。

　リーネとアルルさんだ。

　小こ柄がらだけど底なしの胃袋を持つ女の子──大食いキャラによく見られる設定だが、この二人は大食いというか、ただ食い意地が張っているだけだったりする。アルルさんはいくら食べても太らない体質だったと思うが、リーネにはゲーム中で体重を気にするイベントがあって、たしかそれに関連してダイエットに励はげむイベントもあったと思う。

「裕ゆう貴きさん？　ここの支払い、大丈夫でしょうか？」

「ま、まあ……大丈夫だと思うけど」

　おれは隣となりに座るシャノンさんに力なく答えた。




　一時間後──




「ふぅ、満足満足。ごちそうさま」

　アルルさんが口についたソースをナプキンで拭ぬぐいながらおれを見る。

「で、どこまで話したっけ？」

「えっと、デビルベアたちと顔見知りで、以前から何度も魔ま人じんヴェノレッドに『仲間になれ』と勧かん誘ゆうを受けていた……ってところまでだったと思いますけど」

「そうそう。それ。あいつらマジウザくてさー」

　砂さ漠ばくを南下すると北エリアの『草そう原げんの街まち』に匹ひつ敵てきする規模の街が──アルルさんが『荒こう野やの街』と呼ぶ場所があるのだが、今おれたちはその街の東側にある彼女行きつけの食堂にいる。砂漠からここまでの道中、アルルさんはヴェノレッドたちとの確かく執しつについて語ってくれた。傭よう兵へいを生なり業わいにしている彼女はこれまで数多くの魔ま物ものを仕し留とめてきたと言う。ヴェノレッドがしつこく勧誘してくるのはそんなアルルさんの腕うでを買ってのことだとか。

　アルルさんは獣けもの耳みみと尻尾しつぽが生はえたフォックステイルと呼ばれるいわゆる獣じゆう人じんで、彼女のような獣人族は、かつて人間、獣人、魔人という三種族の中にあって中立の立場を取っていたらしい。今では人間と共に暮らしているが、魔人としてはそれが面白くないようで、彼女のような腕の立つ獣人を魔人側に引き込もうと何かと画かく策さくしているらしい。

　と──

　ここまでアルルさんが語ってくれた事情はほぼ原作通りだ。

　元ネタと異なるのはデビルベアのように『Ends of the earth』以外のＲＰＧのボスキャラともアルルさんが顔見知りだということ。ただこれは二百本のＲＰＧを元に作られたこの世界の複ふく雑ざつ怪かい奇きな構造を思えば別段不ふ思し議ぎなことではない。

　気になることがあるとすればアルルさんがこの『荒こう野やの街まち』に住み着いて十年になるという事実。彼女は『砂さ漠ばくの村』より北には行ったことがないらしい。これが本当ならば、彼女はスタート時、全すべての始まりの場所、大だい聖せい堂どうにはいなかったということになる。

　てっきり全てのゲームの全ての味方キャラクターがあの場所に集められているものとばかり思っていた。主人公クラスのキャラクターからサブキャラクターまで、あれだけの人数だ。そう思うのが普通だろう。だけど、おれは全ての味方キャラクターの存在と所在を把は握あくしているわけではない。把握しているのは中ちゆう央おう司し令れい部ぶに所属しているキャラクターとヴェルナー派はの一部だけだ。だから彼女だけが例外だとはおれには言いきれない。

　モンスターの状態異常攻こう撃げき、自由意志を持った知能あるボスキャラの出現、こちらがそうしているようにゲーム間の枠わくを超こえて徒と党とうを組むことを覚おぼえたボスキャラたち、影で彼らを操あやつる謎なぞの人物、そして遅れて現れた高レベルの味方キャラクター。

　どれもこれも今までになかった要素、展開だ。

　まるで北エリアは前座。南エリアからが本番だ、と言わんばかりである。

「ねえ、アルル。魔ま人じんに……仲間に誘さそわれてるって本当？」

　ふいに発せられたエルマさんの神妙な問いかけ。やや表情が硬いが、それもそのはず。エルマさんは魔人──特に魔人ヴェノレッドに並々ならぬ思いを抱いているのだから。

「事実よ。でも、安心して。私はヤツらの仲間になるつもりはさらさらないから。というか、そんなの当たり前でしょう？　魔人は私たちの敵なんだから」

「……うん」

　エルマさんが安心したように頷うなずく。

　人間、獣じゆう人じん、魔人──二人が登場する『Ends of the earth』というＲＰＧはこの三つの種族が織おりなす戦争一色の血なまぐさい物語だ。

　エルマさんとアルルさんにとって魔人は敵であり憎むべき対象でもある。

　二人が魔人を敵と見なしているのは人間と獣人が結けつ託たくして魔人に対抗している、という事情もあるのだが、憎むほどに敵視しているのには深いわけがある。

　それは二人の過去の出会いが関係していて──

「あ、そういえばさ、あんた」

　あんた、というアルルさんの声でおれは我われに返った。

「まさかあんたみたいな弱そうなのが中ちゆう央おう司し令れい部ぶの軍ぐん師しだとは思わなかったわ」

「え？　おれのこと知ってるんですか？」

「そりゃ、中ちゆう央おう司し令れい部ぶの噂うわさはこの街まちにも届いているもの」

「噂って悪い噂じゃないだろうな？」

　顔をしかめながらマシューが訊きくと、アルルさんは首を振り、

「わりと評判いいわよ。組そ織しき全体のことで言うと、モンスター退たい治じが専門の冒ぼう険けん者しや集団ってことくらいしか伝わってないけれど、中央司令部のトップに立つ軍ぐん師しと呼ばれる男がとんでもない怪力の持ち主で、巨大なドラゴンをパンチ一発で海の向こう側までぶっ飛ばしたとか、山を一つ消し飛ばしたとか。まあ後半は眉まゆ唾つばっぽいけど」

「……えぇ……」

　誇こ張ちようもいいところだ。たしかに元ネタでも主人公パーティーが盗とう賊ぞくを全滅させた事実とかがアルルさんが暮らしている街に伝わってるけど……。うーん、流れ的には似ているけど、これって主人公パーティーが中央司令部に置おき換かわってるってことかな？　ってか、アルルさんってプレイヤーキャラクターではあるけど、立ち位置はＮＰＣに近いよな。大だい聖せい堂どうに集められたシャノンさんたちと違って、この世界を、この街を、自分が生まれ育った世界と同一のものだと認にん識しきしてるっぽいし。

「で？　あんたホントにそんなことできるの？」

「……いや、さすがにそれは無理──」

　おれが否ひ定ていしようとしたところ、

「まあ軍師様が本来の力を取り戻せば、それくらいわけありませんわよね」

「そうじゃな。現在の裕ゆう貴きは魔ま物ものに呪のろいをかけられているからの」

　バニラさんとリーネがそれを覆くつがえした。

「いえ、海の向こうどころかこの世の果てまでだって──」

「うむ、山一つどころか大陸を一つ沈しずめるくらいは──」

　二人ともまるで自分のことのように自じ慢まんげに語っている。

　……そういう形で持ち上げるのは勘かん弁べんして欲しいんだけどなぁ……。

「へぇ、見かけによらずすごいのね、あんたって。じゃあ、デビルベアと戦ったときは本気を出せない状態だったのね。なるほど、なるほど」

　二人の大げさな語りを真まに受けたアルルさんがおれをマジマジと見つめる。

　ぶっちゃけ見かけ倒しっす。スライム一匹倒せません。

「あのさ、物は相談なんだけど」

「相談？」

「私さ、デビルベアだけじゃなくて、魔ま人じんヴェノレッドのことも、前々からどうにかしたいと思っていたわけ。たぶんあんたたちの目的も同じなんでしょう？　違う？」

「その通りです」シャノンさんが重々しく頷うなずく。「世の中に平和をもたらすのが中央司令部に与えられた使命。どうやら砂さ漠ばくにモンスターを放はなったのは彼らのようですし、人々の安あん寧ねいを乱す悪あしき者たちを放っておくわけにはいきません」

「じゃ、思おも惑わくは一致しているわけね」

「つまりお前はおれたち中ちゆう央おう司し令れい部ぶとの共きよう闘とうを望んでいるわけだな？」

「ま、そゆこと。さすがに一人じゃきついから」

　マシューの問いかけに顎あごを突つき出だしながら言葉を返すアルルさん。

「アルルさんも街まちの平和のために戦っているのですね」

「え？　違う違う。私は街の平和なんてどうだっていいのよ。問題はお金」

「お、お金ですか……？」と目を白黒させながらシャノンさん。

「これと同じ話をこの街の自じ警けい団だんに持ちかけたのよ。でもあいつらヴェノレッドが現れるまでは街の中で起きるいざこざを仲ちゆう裁さいする程度のことしかやったことなくて……って言うのはもともとこのあたりが魔ま物ものの少ない平和な地域だったからなんだけど、近年は増加傾向にあるわけ。ま、たぶんヴェノレッドの仕し業わざよね。で、話を戻すんだけど、自警団のヤツらさ、私に協力はして欲しいけど、お金は出せないって言うのよ。ボランティアなら雇やとってもいいって……それ雇うとは言わないわよね？」

「ああ。それでおれたちに目をつけたのか」

「それが一番の理由だけど、自警団の連中と協力したってヴェノレッドは倒せない気がするのよね。あいつらマジで頼りにならないし」

　アルルさんはそう言うと、オレンジジュースを一気に飲のみ干ほし、

「というわけで、私を雇いなさい。金額は、そうね──二十万ＧＵでいいわ」

「それはさすがに……高すぎるのではないかぇ……？」

　リーネがアルルさんを真似まねしてオレンジジュースの入ったグラスを一気に傾ける。

「横おう暴ぼうですわ！　さすがに二十万ＧＵは高すぎます！」

「守しゆ銭せん奴どのバニラさんがそんなことを言ってもまったく説得力がありませんけどね」

「シャノンさん？　いつ誰だれが誰に金銭を要求しました？」

「お前には、お宝があるかも、とか言って邪じや竜りゆうに突とつ撃げきしていった前科がある」

「そ、そんな昔のことは忘れましたわ……っ」マシューから顔をそらすバニラさん。「とにかく二十万ＧＵはいくらなんでも吹っかけすぎです！」

「うむ。それは言えておる」

「同感だ」

　バニラさんの意見にリーネとマシューが賛同を示す。温厚なシャノンさんも、「二十万ＧＵはたしかにちょっと……」とあからさまに反発はしなかったもののアルルさんが提示した金額には納得していないようだった。

「あんたたちねぇ。この私が二十万ＧＵぽっちで雇えるのよ？　そこは一も二もなく、お願いしますアルル様、でしょう？」

「お前な……」とマシューが呆あきれたように、「たしかにお前は強い。だがおれたち中ちゆう央おう司し令れい部ぶは五百人からなる集団だ。組そ織しきの一員になるっていうのならおれは反対しないが、金を払ってまでお前を雇やとう必要があるか、と言われたら答えはノーだ。特に人材が不足してるってわけでもないからな」

「ふーん。随ずい分ぶんと余裕なのね。はっきり言うけど、あんたたちが相手にしようとしているヴェノレッドはデビルベアなんかよりもずっと手て強ごわいのよ？　あんたらの組織の中に私以上に使える人間が果たしているのかしら？」

「棘とげのある言い方だな」

　マシューがアルルさんを睨にらみつける。隣となりのバニラさんも不ふ機き嫌げんオーラを発している。

「ちょっと……待って」

　雲行きが怪あやしくなってきたな、と不安に思いながら行方ゆくえを見守っていると、それまで黙だまって話を聞いていたエルマさんが口を挟んだ。

「アルルは自分の私欲のためにお金を欲しているんじゃないの。アルルは戦争孤こ児じで、両親を失ってからはこの街まちにある孤児院で育って……そのお世話になった孤児院に恩返しがしたくて。だから、たくさんのお金を要求したの。アルル……そうだよね？」

「もう、エルマ！　それだけは言わないでってさっき口止めしといたでしょう！」

「だって……アルルが悪者扱いされるのは嫌いや……」

　エルマさんが若じやつ干かん口を膨ふくらませ、不満を露あらわにする。彼女が表情を変化させるほどに感情を表に出すのは珍めずらしい。それだけアルルさんのことを想おもっているのだろう。

「子供たちのために危険な戦いに身を投じる……これは大変な覚悟が必要ですよ」

　シャノンさんが目を閉じ、感心したように何度も頷うなずく。

「ですわね……。アルルさん。先ほどの言葉は撤てつ回かいいたしますわ。どうやらわたくし、あなたの本質を見み誤あやまっていたようです」

「もう……エルマのバカ」アルルさんがテーブルの上に片かた肘ひじをつき、「言っておくけど、私、エルマが話したこととは無関係にお金大好きだから。そこんところ勘かん違ちがいしないように」

「照れるなよ」

「はあ!?　誰だれが照れてるって言うのよ!?　バッカじゃないの！　殺すわよ、ツンツン頭！」

「アルル……可愛かわいい」

「ちょ、エルマまで何言ってるのよ！」

　さっきまでの険悪な雰ふん囲い気きはどこへやら。中央司令部の面々はアルルさんを持ち上げ、アルルさんはそれを必死に否ひ定ていする。そんな展開がしばらく続いた。

「で、裕ゆう貴き。どうする？　アルルを雇うか？」

　最終決定権はお前にある、とばかりにマシューがおれに判断を委ゆだねてきた。

「えっと……」

　レベル30に達している格かく闘とう家かタイプのアルルさん。言うまでもなく強い。彼女がいればどんな敵でも苦戦することはないだろう。

　しかし──

　一つ懸け念ねんがある。

「のー、裕ゆう貴き。アルルにも事情があるとはいえ、二十万ＧＵものお金を司し令れい部ぶから捻ねん出しゆつするのは難しいのではないかえ？」

「それは出で来き高だか制せいにすれば問題ないだろ。それ相応の活かつ躍やくをすれば約束通りの金額を支払う。これなら司令部のヤツらも文句は言わないはずだ。こいつの強さはすでに証明されているし、多少の前金は払っておいてもいいかもな」

「それはいい考えですわね。支払いを分割にすればこちらの負担も減りますし」

「軍ぐん師し様……どう？　アルル、雇やとう？」

　エルマさんが席を立ち、おれの側そばに小走りで駆かけてきた。

　彼女の行動につられて他のメンバーの視線も自然とおれに集まる。

　もちろんアルルさんの目もこちらに。

　決断を迫せまられたおれは──

「えっと……その……少し考えさせてくれないかな」

　たぶんおれからイエス以外の答えが出るとは誰だれも思っていなかったのだろう。

　一番冷静なマシューでさえ、「何？」と驚おどろいた顔をしていたから。

「まあ……二十万ＧＵだからな。お前が慎しん重ちようになるのもわからないでもないが」

　その後、場を取とり繕つくろうようにマシューが言葉をひねり出したが、

「あ、いや、金額の問題じゃないんだ」

　思わず本音を──余計なことを口走ってしまった。

「「「「「え？」」」」」

　アルルさん以外の五人の声が重なった。驚き、戸惑い、リアクションは様々。

　やべ、やっちまった。とんだ失言だ。誤解させておけばよかったものを……。

　──ガタン。

　みんなが言葉を失う中、アルルさんが無言で席を立った。

「アルル……どこに行くの？」

　そのまま立ち去ろうとするアルルさんにエルマさんが声をかけると、

「……帰るのよ」

　アルルさんが尻尾しつぽを激はげしく縦たてに振りながら言う。尻尾を縦に振るのは不ふ機き嫌げんの証あかし。

「怒ったの……？」

「は？　別に怒ってなんかないし」

　尻尾しつぽを動かしつつ、こちらを振り返るアルルさん。

　小学生みたいな不ふ貞て腐くされ方かただが、彼女を怒らせたのは間違いなくこのおれだ。

「雇やとう、雇わないはそっちの自由だし、私がケチをつけることじゃないでしょう」

「でも、さっきまではしつこく食い下がってた」

「それは……」

　エルマさんの指摘に言葉を詰つまらせたアルルさんだったが、「単なる気まぐれ」と言って再びおれたちに背せを向けた。

「アルル、待って……」

「もういいって。別に私、仕事に困ってるわけじゃないし。あんたらが金持ってそうに見えたから、無茶な金額を提示しただけで、あんなの冗じよう談だんみたいなものだって」

　アルルさんはそう言うと、そそくさと食堂を出ていった。

「……アルル！」

　エルマさんが外に飛び出す。

　おれはその様子をただ黙だまって見送った。

　どう考えても今のはおれが悪い。ちゃんと雇えない理由を話すべきだった。

　しかし──

　話せるのなら最初から話している。言えないから、言い出しにくいことだから「考えさせてくれ」と曖あい昧まいな言葉で逃げたのだ。その後、余計なことを口走ってしまったが……。

「怒らせちまったみたいだな」

　マシューが軽い調子で言った。まるでおれを気き遣づかうみたいに。他のみんなも場の空気がさらに重くなるようなこと──おれに対する批判の言葉は誰だれの口からも出てこなかった。

　何か考えがあってのことだろう、と。

　おれが気分だけでノーを突つきつけるような人間ではない、と。

　疑ぎ問もんは抱いているようだったし、質問なんかも飛とび交かったが、リアクションを見る限り、みんなおれのことを信頼してくれているようだった。

　それがかえってプレッシャーとなったわけだけど……。







　おれはこの先に起こること──

　アルルさんの身に降ふりかかる悲ひ惨さんなイベント、その結末を知っている。

　彼女の提案を蹴けったのはそのためだ。

　だって……だって、ここでアルルさんを仲間に加えてしまったら彼女は……。













　　　　　ＡＣＴ２　逡巡～Gravity of decision～







『Ends of the earth』というＲＰＧにおいて、アルルさんがパーティーに加わるのは物語の前半が終わるちょっと前のことで、パーティー加入後、序じよ盤ばんの締しめのボスに相当する魔ま人じんヴェノレッドと戦うことになる。

　彼女はレベルが主人公たちよりもずっと高いから出現する敵を一人で倒してしまう。

　圧倒的な活かつ躍やくを見せる新キャラの登場。

　だが、それは──ＲＰＧにおいては途中脱落の前まえ触ぶれでしかない。

　楽あれば苦あり。ＲＰＧはそれがわかりやすい。

　つまり、途中加入の高レベルキャラは──

　どこかのタイミングでパーティーを抜けるか、もしくは──

　──死ぬか。

　アルルさんの場合、主人公たちの敵になった上、死し亡ぼうする、という最悪のパターンだ。

　原作ではアルルさんを仲間に加えると、『モンスター襲しゆう撃げきイベント』とその中で起きる『アルル誘ゆう拐かいイベント』と呼ばれる二つの憂ゆう鬱うつなイベントが発生する。

　……その後に待ち受ける展開はさらに憂鬱だ。

　アルルさんの誘拐を企くわだてるのは魔人ヴェノレッドなのだが、誘拐イベント終了後、アルルさんは邪じや悪あくな心を増幅させる特殊な装そう置ちで洗せん脳のうを受け、主人公たちの敵になってしまうのだ。

　アルルさんとの戦せん闘とうは不ふ可か避ひ──彼女はかつての友たちに牙きばを剝むく。

　顔グラの変化、辛しん辣らつなセリフ、身にまとった黒い外がい套とうは邪悪な雰ふん囲い気きが漂ただよっていて……。

　情の欠片かけらもない戦闘マシーンと化したアルルさんとの戦いはいろんな意味で重い。

　そして、その戦いの結果……。

　アルルさんは死ぬ。

　主人公たちがアルルさんに勝っても負けても、だ。

　味方キャラクターの死亡イベントと言えば蛇じや竜りゆうに自じ爆ばく技わざで対抗したシャノンさんのことが記き憶おくに新しいが、今回はあのときとは事情が異なる。

　おれはシャノンさんが自爆技を使用したあとの『夜よ明あけの救きゆう世せい主しゆ』のストーリー展開を知らなかったが、『Ends of the earth』は何度も繰くり返かえし遊んだＲＰＧ。

　アルルさんは絶対に生き返らない。

　そう、絶対に──
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　マヨネーズにケチャップを混ぜたような色合いの壁かべ紙がみを眺めながら廊ろう下かを歩く。

　まだ建物の構造を完全に把は握あくしきれていないので迷い迷いだ。

「たしか会かい議ぎ室しつは三階だったよな」

　今、おれがいるのはアルルさんが暮らしている『荒こう野やの街まち』のど真ん中にある古びた石造りの建物の最上階。この建物は自じ警けい団だんが今よりもずっと規模が大きかった頃ころに本部として使っていた場所らしいのだが、現在は使用されていないようだったので、これ幸いとおれたち中ちゆう央おう司し令れい部ぶの面々による使用を自警団に打だ診しんしたところ、「是ぜ非ひ使ってください」と二つ返事で快かい諾だくしてくれた。モンスターと戦う術すべのない自警団としては、中央司令部がこの街に留とどまってくれないと逆に困るらしい。普通、この手の集団は自分たちの立場や面子めんつが潰つぶされることを警けい戒かいするものだが、小さな組そ織しきだからか、プライドよりも街の平和のほうが大事なようだった。まあ、この流れは既き定てい路ろ線せんだろうから、あまり深く考える必要はない。

「はぁ……。今回は立て続けにいろいろ起こるな……」

　デビルベア、小こ悪あく魔まラミー、魔ま人じんヴェノレッド、そしてアルルさんの登場。

　砂さ漠ばくでの戦いでデビルベアは仕し留とめることができたが、最後にデビルベアがお腹なかから取り出した携けい帯たいゲーム機き──これを操そう作さすることによって獲かく得とくした物ぶつ理り攻こう撃げき耐たい性せい。あれがなんだったのか、未いまだに答えは出ていない。一応、デビルベアが落とした携帯ゲーム機は拾ってきたが、寝しん室しつ兼けん書しよ斎さいにある机つくえの引き出しにしまったままで、なんの調査も行っていない。

　と言うのは──携帯ゲーム機の件よりもずっと深刻な悩みをおれが抱かかえているからだ。

「結局、アルルさんの件……みんなに説明できてないけど、どうするかな……」

　目下の悩みはそれだった。

　ただ、内容があまりにも不ふ吉きつなので、オブラートに包んだ説明にも限度があるわけで。

「うーん、まいったな……」

　寝室兼書斎がある五階から会議室のある三階に降りる。四階はシャノンさんたち、中央司令部の上層部の部屋が並んでいる。

「……おはよう」

　控ひかえめな挨あい拶さつと共にドアを手前に引く。その後、ゆっくりと学校の教室ほどの広さの会議室に足を踏ふみ入いれると、三つの顔が一いつ斉せいにおれを捉とらえた。

「おはようございます、裕ゆう貴きさん」

「おはーなのじゃー」

「来たか」

　会議室にはシャノンさん、リーネ、マシューの初期メンバーがそろっていた。

「バニラさんとエルマさんは？」

「お二人はお店の調査に出ています」

「そっか」

　お店の調査はおれが言い出したことだ。ラインナップを確認しておきたかったから。

　おれがバニラさんとエルマさんに直接、頼んだわけではないが、いつの間にか仕事が割り振られていたらしい。バニラさんはショッピングが大好きだし、エルマさんはマッピングが得意だから二人に任せたのは正解だ。マシューあたりの指示だろうか。

「で、裕ゆう貴き？　どういうことなんだ？」

　マシューがテーブルの上にふわっと地図を広げる。

　え？　もしかしてアルルさんを雇やとわなかったことについて訊きいてる？

　一いつ瞬しゆん、焦あせったおれだったが、

「昨日の夜、言ってただろ？　南の神しん殿でんに入るためにはまず東の城を攻める必要があるって」

「あ……ああ」

　な、なんだ。そっちか。びっくりしたな……もう。

「神殿というのはこの『荒こう野やの街まち』の南にある古い建造物のことじゃな」

　リーネがテーブルの上に身を乗り出し、バタ足でもするかのように両足を忙せわしなく動かしながら地図上のある一点を指差す。

「この街から南に進むとリーネさんがおっしゃった神殿が、東には巨大な湖の真ん中にお城があるんでしたね」

「うん」

　シャノンさんの丁てい寧ねいな解説におれは頷うなずきを返す。

　一昨日おとといはこの新しい拠点への引っ越し作業を、昨日はこの街で販売されていた地図を頼りに『荒野の街』周辺の重要スポットの調査に出向いたのだが、引っ越しは当然として調査のほうも大きなトラブルに見み舞まわれることはなかった。

　そして、調査によってわかったことはいろいろあるのだが──

　その前に重要スポットの位置関係から説明しておこう。

　全すべての始まりの場所、大だい聖せい堂どうからひたすら南に向かうと『砂さ漠ばくの村』があり、さらにその南に先日訪れた巨大な砂漠が広がっている。現在、おれたちが拠点にしている『荒野の街』はその砂漠をさらに越えた先、『砂漠の村』から見て南東の方角にある。

『荒野の街』の東には湖があり、その湖面上の小島に邪じや悪あくな城がそびえ立っている。この城は魔ま人じんヴェノレッドの本拠地で間違いない。城の形もロケーションも原作通りだから。

　南の方角には神聖な雰ふん囲い気きを漂ただよわせた古い神殿が海辺に建っている。こちらは残念ながら元ネタ不明。ありがちなデザインの神殿だったから特定するには至いたらなかったのだ。

　さて──

　今、挙あげた重要スポットを調査してみてわかったことが三つある。

　一つはこの間、デビルベアが戦せん闘とう後ごに落とした青い鍵かぎの使い道だ。これは東の城に入るために必要な鍵だということがわかった。もっとも、実際に鍵穴に鍵を差し込んで確認したわけではない。現在、東の城は小島に続く跳はね橋ばしが上がっており、城門に近づくことができない状況なのだ。しかし、エルマさんの羽は虫むしを使えば調査は可能だった。

　そして、調査の結果──

　城門の鍵穴が青く染まっており、さらにその鍵穴とまったく同じデザインの鍵穴が南の神しん殿でんの入り口の扉とびらでも発見され、その鍵穴にデビルベアが落とした青い鍵がぴったり合致することがわかったのだ。決定的だったのは鍵穴と手に入れた青い鍵に似たような模様が刻きざまれていたことだ。これがなければ羽虫のみの調査に留とどまっている東の城の扉が、デビルベアがドロップした青い鍵で開くとは言いきることができなかったと思う。

　ところで──

　東の城の鍵穴は一つだったが、南の神殿には鍵穴が二つあった。

　神殿の鍵穴は、東の城の鍵穴と瓜うり二つの青い鍵穴と、もう一つは赤く染まった鍵穴。

　鍵は一つしかないので、南の神殿に入るためにはもう一つ鍵が必要になる。

　これがわかったことの二つ目だ。

　そして、三つ目は──

「シャノンさんは覚おぼえていると思うんだけど、砂さ漠ばくの地下でヴェノレッドがデビルベアに『私は城に戻る』って言ってたよね？」

「あ、はい。言っていました。覚えています」

「ってことはヴェノレッドの持ち場は東の城でまず間違いない。そして、東の城よりも鍵穴の多い南の神殿……青いほうの鍵穴は城の鍵穴とまったく同じものだった。青い鍵を落としたのはヴェノレッドの手下であるデビルベア──」

「そうか、そういうことか」勘かんのいいマシューがおれの思考を先読みする。「ヴェノレッドは南の神殿の管理者、もしくはなんらかの秘密を握にぎっている。で、もう一つの鍵穴に合致する鍵を持っているのもヴェノレッドだって言いたいんだろ？」

「ご明察」

　おそらくヴェノレッドを倒せば赤色の鍵が手に入るはずだ。

　東の城の扉についている鍵穴は青。南の神殿の鍵穴は青と赤。デビルベアは全身真っ青。魔ま人じんヴェノレッドは『レッド』の名がついているようにイメージカラーは赤だ。

　鍵穴の色と各ボスのイメージカラーの一致──これは偶ぐう然ぜんではない。鍵穴は各ボスのイメージカラーに対応しているのだ。

　ボスと鍵穴の色の符ふ合ごう。『ドラゴンハンティングシリーズ』の三作目にこれとまったく同じ仕組みの鍵穴があったが、元ネタはおそらくそれだろう。

「んーむ。鍵かぎのことはわかったが、現状では東の城に近づくことができないからのー」

　そうなのだ。

　扉とびらを開けるための鍵は所持しているが、さっきも言ったように、小島に続く跳はね橋ばしが上がっているため、城に近づくことができないのだ。原作だと城の中に入るために必要なのは鍵ではなく、扉に施ほどこされた魔まの結界を打ち消すための魔ま法ほう書しよなのだが、跳ね橋が上がっているのは原作とまったく同じ。

　これは続く『モンスター襲しゆう撃げきイベント』とその中で発生する『アルル誘ゆう拐かいイベント』をこなさなければ城の中には入ることができない──ということだ。

「城に入る方法か……」マシューが目を落としていた地図から顔を上げる。「あの獣けもの耳みみの女。アルルに訊きけば何かわかるかもな」

「うぐ……っ」

　アルルさんの名前が出た途と端たんおれはキョドった。ゴホゴホ、と咳せき払ばらいをして誤ご魔ま化かしてみたが、あまりにもわざとらしかったようで、

「お前……」

　マシューがおれを横目で捉とらえ、何か言いたげな目でじっと見つめてきた。

　──じゃあ、次の問題を風かざ間ま。

　教きよう師しに難問を投げかけられたときの緊きん張ちよう感かんを思い出す。

　あの空気。無む慈じ悲ひな問いかけ。「考え中です」以外の答えが見つからない絶望感。

　おれが沈ちん黙もくしていると、「まあいい」とテーブルの上に広げた地図を丁てい寧ねいに折りたたみ、

「で？　今後どうする？」

「あ、うん。それなんだけど……」

　おれは内心でホッとしつつ、前もって考えておいたことを口にした。

「ひとまず敵の出方をうかがおうと思っていて──それでマシューとリーネには城を監かん視しするための斥せつ候こう部隊の編成をお願いしたいんだ。攻こう撃げき、回復、支し援えん、索さく敵てきとバランスよく一部隊四人くらいで構成してもらって、それを五部隊ほど」

「合わせて二十人か。ちょっと大げさすぎないか？」

「かもしれないけど、現状では敵の規模がまったく想像つかないからさ」

　この対処は『モンスター襲撃イベント』に備えてのことだ。原作通りならイベント発生の前まえ触ぶれとして、東の城から小規模な魔ま物ものの群れが街まちを襲おそう。斥候部隊の派は遣けんは魔物の群れが街に侵しん入にゆうするのを防ぐためであり、その後、訪れるであろう『モンスター襲撃イベント』を事前に察知するためでもある。

「マシュー、リーネ。お願いできるかな？」

「了解だ。任せておけ」

「うむ！　ワシも任されたのじゃ！」

　小さく頷うなずくマシューと、元気よく両手を上げるリーネ。

「二人とも、この斥せつ候こう部隊はあくまでも偵てい察さつがメインの仕事だからそのつもりで頼むね。敵に動きがあっても絶対に応戦しないこと。即撤てつ退たいするように」

「わかった。そのように伝える」

「おけーじゃー」

　よし。城の監かん視しはこれでいいな。あとは──アルルさんをどうするかだけど……。

「裕ゆう貴きさん？　私は？　何かお仕事はありませんか？」

「シャノンさんは……えっと、とりあえず待たい機きで。あ、いつでも戦えるように準備だけはしておいてね？」

「わかりました」コクリと頷くシャノンさん。「えっと。本日の議ぎ題だいは以上ですね」

「うん。そうだね」

　会議は早々にお開きとなった。

　表向きは滞とどこおりのない会議だったが、おれの心は終始不安定だった。

「ふぅ……」

　みんなが部屋から出ていくと自然とため息がこぼれ出た。

　作戦のほうはともかく、アルルさんの雇こ用ように関しては未いまだ答えが出ていない。

　気が滅め入いる案件だ。

　アルルさんと魔ま人じんヴェノレッドが同時期に登場したということは、これはもう『アルル誘ゆう拐かいイベント』は必ず起こると思って間違いないだろう。

　となればアルルさんの死も避さけるのは不可能だ。仮にアルルさんを雇やとい、共に戦うことを選択したとして、その後、彼女がヴェノレッド側についたとき、おれ以外のメンバーはどういう行動に出るだろうか？　シャノンさんのときのように揉もめるのは確実だろうけど、原作以上に悪いことは起きない、とは言いきれないのがこの世界の恐ろしいところだ。

　アルルさんをこのまま無視し続けた場合はどうだろうか？

　結果は……まあ同じだろう。

　彼女を雇っても雇わなくてもイベントは発生するはずだ。

　だったらせめて彼女を雇ってお金を払うべきではないだろうか？　おれが今感じているこのもやもやした感情は「お金の問題じゃないんだ」と言ってあのとき彼女を遠ざけてしまったことに対する罪ざい悪あく感かんなんじゃ？

　でも、アルルさんと親交を深めれば深めただけ、あとで大きなダメージとなって跳はね返かえってくる。おれだけじゃない。他のみんなもダメージを受ける。感情的になった結果、メンバーのうちの誰だれかが予期せぬ行動に出る可能性だってある。個人的にはともかく、中ちゆう央おう司し令れい部ぶ全体のことを考えるなら、アルルさんとは距きよ離りを置いておくのがベストという気はする。

「どう接するのが正解なんだろうな……」

　重いため息が誰だれもいない会かい議ぎ室しつの中を渦うず巻まいた。







　おれは自室に戻ると、ベッドに浅く腰かけ、『Ends of the earth』というＲＰＧをリアルでプレイしたときの記き憶おくを呼び起こした。

　自然と頭の中で再生されたのはエルマさんとアルルさんの出会いのシーン。

　出会いのシーンというのは二人の幼少時代のお話で、要は過去回想だ。

　……。

　…………。

『Ends of the earth』は人間、魔ま人じん、獣じゆう人じん、と三つの種族が共存する世界で、物語は人間視点で語られ、魔人は天敵、獣人は人間に肩かた入いれする存在として描かれる。

　ただ、エルマさんの幼少時代はこの種族間の関係が少々異なる。

　世界を揺ゆるがす戦い──人間と魔人の戦いが激はげしさを増している時代。

　相あい容いれない二つの種族の間で、獣人たちはどちらの味方につくかで揺れていた。

　父親の仕事の関係で獣人族の村で暮らすことになった六歳のエルマさん。生せい来らいの内気な性格が災わざわいし、獣人族の子供たちと上手うまく打うち解とけることができず、泣いてばかりの日々。こんな村にはいたくない、と父親に泣きつくが、人間側の代表としてその村を訪れた父親には是ぜが非ひでも成なし遂とげなければならないことがあった。

　それは獣人族と共きよう闘とう関係を築きずき、共に魔人の脅きよう威いに対抗するということ。

　その獣人族の村は魔人側に「人間どもと手を切れ。でなければ村を滅ほろぼすぞ」と脅おどされていた。エルマさんの父親は優ゆう秀しゆうな昆こん虫ちゆう使いで、自分の昆虫使いとしての技術と、人間側が発明した兵器があれば魔人たちを撃げき退たいできる、と獣人たちの説得を試みた。ところが、多くの獣人はエルマさんの父親を歓かん待たいしているとは言いい難がたい状況だった。というのも、その村は魔人が拠点にしている平へい原げんの近くにあり、村人たちは魔人の恐ろしさが身にしみていたのだ。それまで獣人たちは交易などを通し、人間と友好的な関係を築いてきたが、もう人間とは手を切るべき、メリットはない、魔人側につくべきだ、との意見が大多数を占しめるようになっていた。

　そんな中、エルマさんが獣人族の子供たちから酷ひどいイジメを受けていることが父親の耳に入る。エルマさんの父親は、これ以上、この村にいたら家族に危害が及ぶかもしれない、獣人族に手を貸すのは止やめたほうがいいのでは、と思い悩む。

　その翌日、逡しゆん巡じゆんする父親の決意を固めるある事件が起きる。

　夕方。エルマさんが家の近くの原っぱで昆虫と戯たわむれていると、獣人族の子供たちがエルマさんを取り囲み、罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴あびせ始はじめた。エルマさんは、ひたすら俯うつむいているのだが、お前の父親はバカだ、と言われ、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れる。

「お父さんのことを悪く言わないで……！」

　イジメっ子たちに身体からだごとぶつかるエルマさん。だけど相手は、子供とはいえ体格のいい獣じゆう人じん族ぞく。女の子、しかも小こ柄がらなエルマさんに太刀たち打うちできる術すべはない。

　そこへ一人の少女が現れる──アルルさんだ。

　彼女は何も言わずにイジメっ子の大たい将しように近づき、その顔面にいきなり拳こぶしを当てる。

　それはあっという間の出で来き事ごと。

　アルルさんはイジメっ子たちをものの数秒でのしてしまう。

　この子に謝あやまりなさい、とアルルさんがイジメっ子たちに迫せまると、

「な、なんだよ……お前、人間の味方をするつもりなのか？」

　イジメっ子の一人が震ふるえる声でアルルさんに問う。

　それに対し、アルルさんはやれやれといった感じで首を振り、

「人間とか獣人とか関係ない。私はあんたたちがムカついたから殴なぐったの。そんなこともわからないほどバカなの？」

　イジメっ子たちが沈ちん黙もくしたのは言うまでもない。

　これが二人の出会いだ。

　イジメがなくなり、笑顔を取り戻したエルマさんはこの日以降、アルルさんと行動を共にするようになる。種族も性格もまるで異なる二人だが、好こう奇き心しん旺おう盛せいという意味では、エルマさんは昆こん虫ちゆう好きの博はく識しき、アルルさんは探たん検けん好きの恐いもの知らず、と共通するところがあり、妙にウマがあった。二人は村の近くにある森や洞どう窟くつを朝から晩まで探検するようになる。

　お互いの知識を交換し合う二人。他愛のない会話で盛り上がる二人。

　そんな様子を見たエルマさんの父親は、子供たちの未来のためにも自分が頑がん張ばらなくては、と魔ま人じんの脅きよう威いに怯おびえる獣人族のために尽じん力りよくすることを決意する。

　その結果──

　獣人族は人間の助力を受け入れ、共に魔人を撃げき退たいする方向で動き出す。

　このエピソードは、アルルさんの勇気ある行動──それがエルマさんの父親を動かし、さらにエルマさんの父親が獣人族の大人たちの心を動かす結果に繫つながったのだと言える。

　そして、半年後、見事、魔人の侵しん攻こうを阻そ止し。

　以降、獣人族は長きに渡り人間と協力して魔人と対抗することになる。

　ただ──

　残念なことにエルマさんの父親は魔人との戦いで命を落としてしまう。

　人間と獣人の間に絆きずなを結んだ男の死。このことは後世に渡って語かたり継つがれることになる。

　一方のエルマさんは父親の死を受け入れられず、酷ひどく落ち込んでいた。

　底抜けに明るいアルルさんもかける言葉が見当たらない。

　そして、魔人との戦いから数週間後──

　エルマさんは母親と獣人族の村を去ることになるのだが、

「大人になったら二人で一緒に魔ま人じんをやっつけよう！」

　アルルさんはエルマさんを引き止めて一方的に言葉を投げつける。

　きょとん。目を丸くするエルマさん。

「わかった？」

「う、うん……」

　エルマさんは戸惑いながらもかろうじて頷うなずく。

「絶対よ？」

「うん……！」

　これが二人の出会い。そして、交かわされた約束──誓ちかいだ。

　実はこのとき、アルルさんもまた両親と生まれたばかりの妹を魔人との戦いで失っている。

　エルマさんがその事実を知るのは村を去ったあとのことで……。

　しかも、二人の家族を殺したのは──魔人ヴェノレッドなのだ。

　エルマさんとアルルさんが魔人ヴェノレッドに憎しみを抱いたのは至し極ごく当然のこと。

　……。

　…………。

　現実に立ち返り、おれは思う。

　エルマさんにとってもアルルさんにとっても魔人ヴェノレッドは憎むべき存在。

『大人になったら二人で一緒に魔人をやっつけよう！』

　おれはエルマさんとアルルさんの出会いと、二人の家族の死、交わした約束、その全すべてを知っていながらアルルさんの提案を蹴けってしまったのだ。

「……はぁ」

　やってしまったな、と我われながら思う。

　──トントン。

　おれが思い悩んでいると、誰だれかがおれの部屋をノックした。

「裕ゆう貴きさん、ちょっとよろしいですか？」

　ノックの音に続いてシャノンさんの声がドア越しに聞こえてきた。

「な、何？」

「失礼します」

　ドアを開けたシャノンさんが軽く頭を下げ、部屋の中に足を踏ふみ入いれる。

「裕貴さん──」

　彼女は騎き士しらしい堂々とした歩き方でおれの目の前までやってくると、

「──アルルさんに会いにいきましょう」

　と、ストレートな言葉をおれにぶつけてきた。

「……え？」

「悩んでいるのでしょう？　アルルさんのことで」

「それは……まあ、うん……」

　どうやらバレバレだったらしい。まあこれだけ悩んでいれば誰だれでもわかるか。

「きっと裕ゆう貴きさんには裕貴さんの考えがあるのでしょう。裕貴さんのことですから、私たちにはとうてい理解できないような難なん解かいなことを考えているに違いありません。……ですが、頭で考えても答えのない問いというものはあります。裕貴さんの悩みがそういった問いに該がい当とうするものかはわかりませんが、アルルさんにお会いすれば答えは見つからなくても、せめてヒントくらいは見つかるのではないでしょうか？」

「ヒント……か」

　シャノンさんの言う通りかもしれない。このまま自問自答を続けたところで堂どう々どう巡めぐりだ。どんなに悩んだところで納得のいく答えは見つからないだろう。……行動しなければ。

「ありがとう。シャノンさん。おれ、アルルさんに会いにいってみるよ」

　シャノンさんに頭を下げつつ、椅い子すから立ち上がる。すると目の前のシャノンさんが、「よかったです」と言って屈くつ託たくのない笑みを浮かべた。

「よかった？」

「はい。ここ数日の裕貴さん、会かい議ぎのとき以外は話しかけても上うわの空そらでしたから。でも今、ちゃんと私の顔を見てくれました」

「最近のおれ……そんなにボーッとしてた？」

「ええ。他のみなさんも気づいていたと思いますよ」

「それは……申し訳ない」

　この世界に来てからというもの、シャノンさんには教えられてばかりだ。

　教えられ、励はげまされ、勇気づけられ──

　おれはシャノンさんにまだ何も返していない。

　それどころか借りを増やし続けているような気さえする。

　……もっと頑がん張ばらないといけないな。
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「エルマさんから聞いたお話によりますと、アルルさんはこの間訪れた食堂の近くに住んでいるそうです」

「ってことは街まちの東側か」

「そうなりますね」

　街の中心にある古びた石造りの建物をあとにしたおれとシャノンさんは、まずメインストリートを東に向かって歩いた。

「ん、あの人は……」

　道中、黒い鎧よろいを着た長身の男性を目もく撃げきした。

　あの目立つ装備はヴェルナーだ。見間違えるはずがない。

「お、女連れ……」

　ヴェルナーの側そばには女の子が三人いた。名前は割かつ愛あいするがいずれも有名ＲＰＧに登場する人気ヒロインだった。三人とも長身のヴェルナーを見上げながら歩いている。なんというかみんな目がキラキラしていて、いかにもヴェルナーに恋しているって感じだ。

　おれも現実での日ひ陰かげっぷりを思えば、可か憐れんなシャノンさんを始め、リーネ、バニラさん、エルマさん、とこの世界では女の子と絡からめているほうだと思うし、自分を褒ほめてやりたいくらいだけど、所しよ詮せんは似非えせリア充じゆうだ。ヴェルナーを見ているとそれがよくわかる。おれもバニラさんに積極的なアプローチを受けたことがあるけど、あれはバニラさんに別の思おも惑わくがあったからであって、容よう姿しの魅み力りよくだけで女の子を引き寄せてしまうヴェルナーとは次元が異なる。

「久しぶりだな」

　そのまま素通りするかと思いきや、ヴェルナーはおれの目の前で立ち止まった。しかもお付きの女の子たちを「離はなれろ」と鬱うつ陶とうしそうに手で追い払ったりなんかして。

　こ、これがモテるリア充の余裕……！　おれがヴェルナーだったら「ちょっと待っててね」って丁てい重ちように扱っている場面だ。──うお、なんてことだ。これだけ邪じや険けんに扱われてるってのに女の子たち、「はーい」とか言って笑ってるぞ。なんで？　このぶっきらぼうな態度もヴェルナーの魅力の一つってことか？　無条件でモテるなんて……なんかズルい。

「お前たち、早くもこの街まちの住人に受け入れられたようだな」

「あ、はい。お陰かげ様さまで」

「ふん。相も変わらず馬ば鹿か正しよう直じきなヤツだ。それでよく組そ織しきのトップが務まるものだな」

「……は、はぁ」

「まあその締しまりのない顔を見て、こいつが中ちゆう央おう司し令れい部ぶの軍ぐん師しか、と思う者はいないだろうから、敵を欺あざむく天然のカモフラージュにはなるかもしれないな」

「…………ですかね」

　やはり口の悪さはマシュー以上だ。ただ以前までとはどこか違うような気がする。

　あまり反論する気が起きないというか、ヴェルナーの言葉に棘とげを感じないというか……。

　貶けなしているは貶しているのだが、半分冗じよう談だんのように聞こえるのだ。シャノンさんも何か思うところがあるのか「うーん」と唸うなりながらヴェルナーを注意深く観察している。

「あの、ヴェルナーさんの組織はこの街のどこを拠点に？」

「まだ決まっていない。この街に着いたのは昨日の夕方のことなのでな」

「あ、そうなんですか」

「それに今、我われ々われの組織は再編中。新あらたな同士を募つのっているところなのだ」

「再編中……あ、だから──」

　これまでのヴェルナー派はと言えば筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうな肉体派がほとんどだった。

　戦士、格かく闘とう家か、盗とう賊ぞく──エトセトラ、エトセトラ。

　メンバーに女性がいなかったわけではないのだろうが、ヴェルナーの背はい後ごできゃあきゃあ言っているようなタイプの女の子たちが気軽に入れるような組そ織しきではなかった。

「……ってことは」

　あの女の子たち、単なるヴェルナーのファンとかじゃなくて新しいメンバーなのかな？　だとしたらなんて羨うらやまし……いや、随ずい分ぶんと大だい胆たんな組織改革だなぁ。力ちから押おしで攻めるやり方を改めたのかもしれないけど、それにしちゃイメージ変わりすぎな気が……。

「そういうわけでおれは組織の再編に忙しい。だからというわけではないが……このエリアの仕事はお前たちに譲ゆずってやる。存分に働け」

「あ、はい。ヴェルナーさんも組織の再編、頑がん張ばってください」

「……皮肉に対してその返しか」

　ヴェルナーが目を細めながらそっぽを向く。

　呆あきれているようにも見えたし感心しているようにも見えた。

「ではな」

　女の子を引き連れて去っていくヴェルナー。実に華はなやかなパーティーである。

　……ま、全然悔くやしくないけどね。シャノンさんのほうがずっと可愛かわいいし。

「ヴェルナーさん、随分と丸くなられましたね」

「あ、シャノンさんもそう思う？」

「はい。だってヴェルナーさん、裕ゆう貴きさんのことを褒ほめていましたし」

「……褒めてたのかな、あれ」

「褒めていましたよ。少し前までは一方的に見下しているだけでしたが、今は対等に見ていると言いますか、裕貴さんに対する敬意が見て取れました」

「……け、敬意？　それはいくらなんでも深読みのしすぎじゃない？」

「うーん、そうでしょうか……」

「考えすぎだって」

　そう反論しつつ、再びメインストリートを歩き始める。

　ヴェルナーの本心はともかく、今は組織の再編に忙しいみたいだから北エリアのときみたいに無む闇やみやたらと絡からんでくることは当分ないだろう。その点は安心と言える。







「ここがこの間の食堂だね。アルルさんの家はこの先？」

「だという話ですが、具体的な場所を知っているわけではないので」

「え？　そうなの？」

「す、すみません。行けばわかるかな、と思ったのですが……」

　食堂の隣となりは骨こつ董とう品ひん店てん。その先もそのまた先もなんらかのお店が建ち並んでいた。向かい側もそうだ。元ネタから察するにこのあたりはアルルさんのような獣じゆう人じんが営いとなんでいるお店が多いようだ。もしかしたらいろんなゲームから人外のＮＰＣが集まり、獣人街がいみたいなものを形成しているのかもしれない。

「住宅は見当たらないね。お店ばっかりだ」

「……ですね」

　敵を警けい戒かいする小動物のように忙せわしなく視線を彷徨さまよわせるシャノンさん。責任を感じているのか、「わ、私が必ず見つけ出しますから、裕ゆう貴きさんは泥どろ舟ぶねに乗ったつもりでのんびりしていてください！」と大おお見み得えを切ったシャノンさんだったが、泥舟ではダメだ。すぐに沈しずんでしまう。




「何を言っていますの！　自分のセンスのなさを棚たなに上げて!?」




「……ん？　今の声は？」

「このはた迷惑な金切り声は間違いなくバニラさんです」

「だよね」

「もしやこの街まちの住人の方々とトラブルを起こしたのでは……」

　シャノンさんが「こうしてはいられません」と言って石いし畳だたみを駆かけ出だす。

　あ、待ってよ、とおれも急いであとを追う。

「はぁ？　センスがないのはあんたのほうでしょう？　私の選んだキュートでセクシーなランジェリーこそが至し高こう。あんたのそのババ臭くさい下着と一緒にしないでちょうだい！」

「バ、ババ臭い!?　ババ臭いですって!?　きいいいいいいいい!?」

　声は二つ。一つはバニラさん。そしてもう一つは──アルルさんの声だった。

　二人は下着姿の女性のイラストが描かれた派は手でな看かん板ばんが掲かかげられたランジェリーショップの中にいた。理由はわからないが二人とも下着姿で、バニラさんは真っ赤な下着を、アルルさんは薄うすいピンク色の下着をそれぞれ身に着け、フロアのど真ん中で睨にらみ合あっている。よく見るとフロアの端はしっこにエルマさんがいる。彼女はさすがに普段着姿だった。

「バ、バニラさん！　アルルさん！　外から丸見えの場所でなんてハレンチな格かつ好こうを！」
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　勢いきおいよくお店の中に飛び込むシャノンさん。

　おれはお店の外で待たい機き。さすがにあとに続く勇気はなかった。

「……軍ぐん師し様」

　お店の中を覗のぞき込こむわけにもいかず、おれが地面に視線を落としていると、シャノンさんと入れ替わりにエルマさんがお店の外に出てきた。

「アルルに会いにきた？」

「う、うん」

「仲間にする？」

「それは……」

　まだ迷っている。アルルさんとどう接するのがベストなのか、未いまだ答えは出ていない。

「……軍ぐん師し様。魔ま人じんヴェノレッドはあたしにとってもアルルにとっても野の放ばなしにしておけない存在。小さい頃ころに約束したの。大人になったら二人で一緒に魔人をやっつけようって」

「そう……なんだ」

　さすがにここで「知っているよ」とは言えないので知らないフリをした。

「アルル言ってた。あたしたちがこの街まちを訪れなかったら、いつかは覚悟を決めて一人でヴェノレッドたちに立ち向かっていただろうって」

「たった一人で……」

「きっとアルルはあたしたちと出会えたことを嬉うれしく思ってるはず。お金を要求したのは孤こ児じ院いんのことを考えてのことかもだけど、あのときはそれよりも『仲間に入れて』って言うのが単純に恥ずかしかったんだと思う。素直じゃないから。アルルは」

　デビルベアと魔人ヴェノレッド。

　いかにアルルさんが高レベルとはいえ二人を同時に相手にするのは分ぶが悪い。

　原作に登場する敵側のボスは魔ま人じんヴェノレッド一人だけだが、それでもアルルさんは「一人であいつに挑いどむのは愚おろかなことよ」とゲームの中で言っていた。

　一人では戦えない。でもエルマさんがいれば──主人公たちがいれば戦える……。

「だから軍ぐん師し様。アルルと仲直りして。仲間に……入れてあげて？」

「うっ」

　そんな上うわ目め遣づかいでお願いされたら、嫌いやとは言えなくなるじゃないか。

　でも──

　即答は無理。

　なんの考えもまとまっていないのに気軽に承しよう諾だくすることはできない。

「むぅ～」

　口をへの字に曲げるエルマさん。

　不満を示すことが少ないエルマさんがこんな顔をするくらいだ。

　よほど納得がいかないのだろう。

　……まあ、今回は全面的におれが悪いんだけど。

「ん？」

　気づくとエルマさんがおれの背はい後ごに回り込んでいた。

　何かと思い、視線だけ後ろに向けると、

「むぅ～～」

　と相変わらず不満顔のエルマさんが突とつ然ぜんおれを突つき飛とばした。

「う、うわっ」

　前傾姿勢でケンケンするおれ。

「……軍師様。中に入る」

「へ？」

「入るの。お店の中に」

　姿勢を立て直すも、すぐにエルマさんに背せ中なかを押おされてしまう。

「い、いや、いくらなんでもそれはまずいって──っ」

「ダメ」

　エルマさんは問もん答どう無む用ようでおれを乙女おとめの楽園に押し込んだ。

　もしかして腹はらいせ？　腹いせなのか？　エルマさん、そりゃないよ──

「喧けん嘩かはともかく、二人とも今すぐ服を着てください！」

　華はなやかな内装のランジェリーショップに足を踏ふみ入いれると、ちょうどシャノンさんが床に散乱している衣服をかき集め、二人に押しつけているところだった。

「何を言っていますの。まだ勝負の途中ですのに」

　そう言って衣服の着用を拒きよ否ひするバニラさん。

　一方、アルルさんは、

「──ちょ、ちょっと！　なんであんたがここにいるのよ！」

　とおれを見て激げつ高こうし、バニラさんの腰こし巻まきをつかんでおれに投げつけてきた。

「あ、いや、これには深い事情があって──ぶはっ……」

　腰巻きは顔面に直ちよく撃げき。その柔らかい素材の腰巻きは微び妙みように生温かった。

　な、なんて生々しい……。あと一いつ瞬しゆんフローラルな香りがしたような気が……。

「アルルさん？　人の衣服を武器代わりに使わないでくださらないかしら？」

　まったく動じた様子のないバニラさんは、「軍ぐん師し様？　どうですこの下着？」と言いながらこちらに近づいてきた。

「……ど、どうって言われても……」

　彼女が身に着けているのは極きよく端たんに布面積の小さい真っ赤な下着。

　こんなもの間近で見せつけられたら、エロいとしか答えようがないし、それ以外の言葉など考えられない。バニラさんが喜びそうなコメントではあるが、正直に答えたらシャノンさんとアルルさんのダブルパンチが飛んでくるのは確実。そうなったら死ぬ。……精神的に。

「あんた、よくそんなババ臭くさい下着を人に見せられるわね？　バカなの？　変態なの？」

　アルルさんがせせら笑う。彼女はいつの間にか白いシャツを羽は織おっていた。

「ふ、未発達なセンスしか持ち合わせていないお子様にはそう見えるのかもしれませんわね」

「はあ？　なんか言った？」

「あらゆる意味でお子様だと、ガキだと申していますのよ。聞こえませんでした？」

「ぐるるるるるる……言わせておけば、この恥知らずの変態女っ！」

　アルルさんが、うがー、と吠ほえながら両手を真上に上げる。その拍ひよう子しに羽織ったシャツが左右に開き、彼女の控ひかえ目めな大きさの胸むねが露あらわになった。

　う、なんて目に毒な光景なんだ……。大きめの白シャツ、獣けもの耳みみの少女、控え目な胸。この三つの組み合わせがこれほどの破は壊かい力りよくを秘めていたとは。これはしっかりと目に焼きつけておかなければ……って痛いたっ!?　またなんか飛んできた!?

「ひ、ひぃ……」

　おれは慌あわててフロアの隅すみっこに退たい避ひした。

　と──

「二人とも喧けん嘩かはダメです！」

　シャノンさんがアルルさんとバニラさんの間に割って入った。

「ちっ……」

　アルルさんにとってはそれほど親しくない相手だからか、舌打ちはしたものの、シャノンさんの仲ちゆう裁さいを受け、おとなしく引き下がった。ところがバニラさんは……。

「シャノンさん？　あなたもこういう下着、お好きでしょう？」

　懲こりずにグラドルみたいなセクシーなポーズを取ってシャノンさんににじり寄る。

「わ、私は……どちらかと言えばアルルさんの下着のほうが……好みです」

「わかってる。あんたはよくわかってる」

　アルルさんが胸むねを隠かくすように腕うで組ぐみをし、うんうん、と嬉うれしそうに頷うなずく。ちなみにアルルさんが身に着けている下着は、布地はピンク色、黒い水玉が全面に散りばめられていて、上下共に縁ふちが花はな刺し繡しゆうで飾られている可愛かわいさ重視のデザインだ。布面積もちょうどいいし、おれ的にはかなり可愛いと思うのだが、派は手で好きのバニラさんにはちょっと物足りないらしい。

「シャノンさん、何を言ってますの！　こういうハイセンスな下着は大人のフェロモンを無む意い識しきのうちに撒まき散ちらしてしまうわたくしのようなタイプか、あなたのように豊満なボディの女性にうってつけの下着ですのよ!?　なぜそれがわからないのです！」

　バニラさんがターゲットをシャノンさんに切り替えものすごい剣けん幕まくで詰つめ寄よる。

　またややこしい展開に……。バニラさんの修しゆ羅ら場ば好きにも困ったものだ。

「さあ、その重苦しい鎧よろいを脱いで全ぜん裸らに！　今すぐ試着を！」

「え？　え？　全裸？」

「い・い・か・ら！　お脱ぎなさい！」

「ひゃああ!?　何をするのですか、バニラさん!?　しょ、正気に戻ってください!?」

「ふふふ、腕のアーマー、足のアーマー、そして短いスカート……ああ、そうですわ。全裸と言いましたけれど、その白いソックスとガーターベルトはそのままのほうがよろしいですわね。その上で下着を身に着けたほうがエロさアップですし」

「エロさアップ!?　今、エロさアップって言いましたか!?」

　装備品がどんどん剝はぎ取とられていく。

　あ、ああ……シャノンさんがあられもない姿に──

「わたくしはセクシーという表現が似合いますけれど、シャノンさん。あなたはエロですわ。エロの塊かたまり。それがシャノン・マールブルクという女の正体なのですわ！」

「いやああああああああ!?」

　変態エロ親父おやじと化したバニラさんに服を脱がされていくシャノンさん。

　おれはシャノンさんが鎧を脱がされ、バニラさんにスカートの裾すそを引っ張られているところまでは目もく撃げきしたが、これ以上の傍ぼう観かんはシャノンさんに申し訳ない、と自制心を働かせ「お先に失礼します……！」という謎なぞの挨あい拶さつと共にお店を飛び出した。

「…………やばかった」

　いろんな意味で。

「しっかし……下着屋なんて出てくるＲＰＧあったっけなぁ……」

　おれは何なに気げなくお店の看かん板ばんを見上げた。

　と──

「……もしかしてこの看かん板ばんって？」

　ふつふつと蘇よみがえる過去の記き憶おく。……そうだ。この看板は十八禁ＲＰＧ『鬼き畜ちく女じよ王おうエレノア』に登場するランジェリーショップだ。うん、間違いない。だいたい全ぜん年ねん齢れい向けのＲＰＧにあんなエロい下着が売ってるお店が出てくるわけないもんな。いや、そもそも全年齢向けのゲームに下着屋なんて出てこないか。それにしても、十八禁ＲＰＧ内に登場する下着を全年齢向けのＲＰＧの登場人物が身に着けるって……なんだかレアというか背はい徳とく感かんがあるな。

　一応、言っておくと、おれが十八禁ＲＰＧに手を出したのはこの世に存在する全すべてのＲＰＧを網もう羅らするという人生の目標に則のつとった行為であって他意はない。エロいゲームで遊びたいという願望があるわけではないのだ。……詭き弁べんに聞こえるかもしれないけど本当なのだ。

　っておれは一体誰だれに弁べん解かいしてるんだ？　自分に言い訳でもしてるのか？

「軍ぐん師し様」

　自問自答を繰くり返かえしているとエルマさんがアルルさんを引き連れてお店から出てきた。

　さっきまでは白シャツ一枚だったアルルさんだが今はちゃんと服を着ている。

「大変」

　エルマさんが帽ぼう子しをかぶり直しつつ、おれに駆かけ寄よってきた。

　一方のアルルさんはお店の前から動こうとしない。どうもこちらの様子をうかがっているようだが、おれとは目を合わせようとしない。

「えっと……何が大変なの？」

「シャノンが丸まる裸はだかに」

「……そ、そうなんだ……」

「想像した？」

　エルマさんが真ま顔がおで訊きいてきた。おれは慌あわてて首を振り、

「そ、そういえばさ……どうしてエルマさんはこのお店に？」

　と話題を切り替えた。あからさまな話題転てん換かんだったがエルマさんは特に表情を変えず、

「最初はバニラとお店の調査をしてて、この通りを歩いていたらアルルに遭そう遇ぐう。アルル、この街まちのことならなんでも知ってるって言うから、案内してもらうことになって……途中までは平和だった……でも、この下着屋でバニラとアルルが口論に」

「なるほど。そういう経けい緯いで」

　そういやバニラさんとエルマさん、お店の調査に出てるって会かい議ぎのときにシャノンさんが言ってたっけ。すっかり忘れてたな。

「アルル──」

　ふいにエルマさんがアルルさんを手て招まねきした。

「……な、何よ？」

「何、じゃない。軍師様に言うことがあるはず。違う？」

「別に……言うことなんて」

「あるの」

　そう断言し、強引にアルルさんの服を引っ張るエルマさん。

　……うーん。今日のエルマさんは一味違うな。

　普段は無口で大人しいエルマさんだが、今日はおれに対しても幼おさな馴な染じみのアルルさんに対しても積極的な姿勢を見せている。エルマさんを突つき動うごかしているのは──幼少時代にアルルさんと交かわした約束に他ならないだろう。

「ちょ、伸びるから止やめなさいって」

「じゃあ、ちゃんと軍ぐん師し様とお話する。わかった？」

「……わかったわよ」

　エルマさんの強引な説得に渋しぶ々しぶ応じるアルルさん。彼女は、はぁ、とあからさまにため息をつくと、細めた目を仕方ないといった感じでおれに向けてきた。

「えっと……あんた。名前、裕ゆう貴きだったっけ」

「そ、そうですけど……」

　アルルさんに対してはなぜか敬語になってしまう。ヴェルナーに対してもそうだが、どうもおれは威い圧あつ感かんのある相手にはこういう話し方になってしまうみたいだ。

「裕貴。あんたこの前、私を雇やとうか雇わないかって話になったとき『お金の問題じゃない』って言ったわよね？　あれってどういう意味？」

「……えっと……」

　いきなり核心を突つく問いかけ──

　今のおれには軽々しく答えられない質問だ。

「あのあと、エルマがさ。軍師様はいい人。悪い人じゃない。アルルが嫌きらいだから『お金の問題じゃない』って言ったわけじゃない。……って言い張ったのよ。だからあんたに真相を問いただしてみたくなったわけ」

「ああ、それで……」

　エルマさんがおれの失言をフォローしてくれたのか。……ありがたいことだな。

「あたし、間違ったこと……言ってない」

「だってさ」アルルさんが膨ふくれっ面つらのエルマさんを横目で眺め、「で、どうなの？　エルマの証言が正しいってこと、あんた自みずから証明してくれるの？」

「それは……もちろん」

　エルマさんはおれのことを信じてくれた。彼女の期待に応こたえないわけにはいかない。

　それに──やっぱり誤解されたままってのはよくない。このまま誤解を解とかずに彼女と敵対することになってしまったら……きっとおれは後こう悔かいする。ここまで関わってしまったんだ。たとえこの先、アルルさんが敵に回ってしまうのだとしても、このもやもやとしたわだかまりは解消しておいたほうがいい。それが最良な選択。おれにとっても彼女にとっても。

「エルマさんの言う通り、おれがアルルさんを雇やとうのを躊ちゆう躇ちよしたのはアルルさん個人に問題があるからじゃなくて、もっと別の理由……なんて言ったらいいのかな……その」

　答えは至いたってシンプルだが、解答をそのまま口にするわけにはいかない。アルルさんが納得できるような説明ができなければなんの意味もないのだ。

「ふん。はっきり言えばいいじゃない。──嫌きらいなんでしょう？　私のことが？」

「い、いや、そうじゃなくてですね……」

　違う。違うんだ。おれはアルルさんと一緒に戦いたいんだ──

「じゃあ、他にどんな理由があるって言うのよ？」

「おれは……本当はアルルさんを雇いたいんですよ。アルルさんが味方になってくれたら力強いと思うし、どんな敵が相手でも苦戦することはないはずだから……」

「きゅ、急に何よ？　煽おだてて誤ご魔ま化かそうって腹はら？」

「……本心ですよ」

　なかなか解決の糸口がつかめないな。真相を語らない限りは、彼女が言うようにどんな説明も誤魔化し以上のものにはならないわけで……。

「軍ぐん師し様」

　議ぎ論ろんが平行線をたどる中、エルマさんがおれの耳元に顔を寄せ、

「（……軍師様はアルルのこと好き？　嫌い？）」

　と突とつ拍ぴよう子しもないことを耳打ちしてきた。

「（と、突とつ然ぜん……どうしたの？）」

「（いいから、答えて）」

「（そりゃ……好きか嫌いかでいったら……好きだけどさ）」

　思い入れのあるキャラクターだからね、と付け加えたいところだったが、そんなことを言ってもエルマさんには意味が伝わらないだろうから、口にはしなかった。

「やっぱり」

　アルルさんがポンと手を叩たたき、おれから離はなれる。

　そして、一言。

「謎なぞは全すべて解とけた」

　あたしは名めい探たん偵ていとでも言わんばかりのドヤ顔だった。

　ど、どうしちゃったんだ、エルマさん。名探偵エルマ？

　天然キャラなのはもともとだけど……。

「軍師様の本心……それは」

「それは？」

　アルルさんが半なかば呆あきれたような顔で訊きく。

「アルルは強い。だから雇やといたい。でも……軍ぐん師し様はアルルのことが好きだから──アルルに危険な目に遭あって欲しくないから、反対している。これが真相」

「「…………へ？」」

　二人分の間抜け声がシンクロした。もちろんおれとアルルさんの声だ。

「ななななな何言ってんのよ！　アルル！　変なこと言わないでよ！」

「だって、そう考えると、全すべての辻つじ褄つまが合う」

　エルマさんが帽ぼう子しをかぶり直す。彼女のかぶる帽子が名めい探たん偵ていのそれに見えてきた。

「軍師様、あたしの推理、間違ってる？」

「えっと……」

「アルルのこと好きってさっき言った」

「や、でも、好きか嫌きらいの二択だったよね？」

「好きだよね？」
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　エルマさんがずいと顔を寄せ、くりくりした瞳ひとみでおれを見つめてきた。

　だよね、だよね、だよね──

　おれは彼女のペースにまんまとハマってしまい、うん、と頷うなずいてしまった。

「す、好きって……あんた本気で言ってるの？」

　顔を紅こう潮ちようさせたアルルさんが動どう揺ようの声こわ色いろで訊きいてくる。

「本気と言いますか──その」

「ど、どうせ……ソフトな意味合いのほうなんでしょう？」

「それは──」

　おれが言う好きって言葉の意味は愛着のあるゲームのキャラクターとしての好きであって、愛しているのほうではないが……いや、これはもうほとんど愛に近いかもしれないな。アルルさんは特別な思い入れのあるキャラクターだし。ただしおれはアルルさんだけではなく、エルマさんやシャノンさん、バニラさん、リーネ、男のマシューのことだって好きだ。きっとこの感情はおれにしか理解できないものだと思うけど……。

「どっちなのよ？」

「ソフトな……ほうではありませんね」

「え？」

「……あれ？」

「ソ、ソフトな意味じゃないって……それじゃあ、あんた、本気で私のことを？」

「………………っ」

　や、やべ！　心の声とリアルの発言が微び妙みように混ざってしまった！

「ななななな何よそれ！　バッカじゃないの！　バッカじゃないのぉ！」

「ちょ、引ひっ搔かくのは止やめてくださいよ！　痛いたいですって！」

「バーカ！　バーカ！　バーカぁ！」

　アルルさんが小学生みたいに単純な罵ば倒とうの文句を繰くり返かえす。獣けもの耳みみと尻尾しつぽがくるくると高速で回転し、今までにない動きを見せている。そうとう錯さく乱らんしているようだ。

「アルルさん、おれは──」

「う、うるさい！　バカ！　それ以上、喋しやべるな！　バカ！」

「だから痛いですって！」

　ポカポカポカ。

　今度は引っ搔き攻こう撃げきに加えて殴なぐりと蹴けりを織おり交まぜてきた。

　ダメージのほうはたいしたことないけど……これじゃあ、人間サンドバッグも同然だ。

　と、ここで──

「裕ゆう貴きさんとアルルさんが野や外がい乱らん闘とうを!?」

「な、何事ですの!?」

　最悪のタイミングでシャノンさんとバニラさんがお店から出てきた。

　二人とも衣服は整っているが、微妙に髪かみ型がたが崩くずれている。

「何がどうなっていますの……？」

　バニラさんの素そ朴ぼくな疑ぎ問もん。これに答えたのはエルマさんだった。

「──軍ぐん師し様、アルルのことが好きなんだって」

　さすがに空気を読んでお茶を濁にごしてくれると思ったのだが、純じゆん真しん無む垢くなエルマさんはなんの遠えん慮りよも配慮もなく、二人の胸むな元もとに向かってストレートを放り込んだ。バッター一歩も動けず。そんな言葉が脳のう裏りに思い浮かぶ。

「そそそそそそれは!?　いいいい一体どういう意味ですの!?」

「ゆ、裕ゆう貴きさんが……アルルさんを好き……？」

「軍ぐん師し様こうも言った。──ソフトな意味じゃない」

「「ソフトな意味じゃない!?」」

　今度は声が重なった。美しいソプラノのシンクロ──とは言いい難がたい金切り声の同期。

「ちなみにアルルが軍師様の顔を引ひっ搔かいたり、殴なぐったり、蹴けったりしているのは愛情表現の一種。何も問題はない。ただ戯たわむれているだけ。軍師様も同意している」

　待て待て待て──

　なんだその乱暴な理屈は……。

「ぐ、軍師様！　あのような性格ブスのどこがいいと言いますの!?　獣けもの耳みみですか!?　あのふさふさがお好みなのですか!!」

　……何なに気げに酷ひどいこと言ってますよ、バニラさん。

　ってか、早いところ弁べん解かいさせてくれ！

「ま、まさか軍師様は……女性に罵ば倒とうされたり、暴力を振るわれることに喜びを感じる人種なのですか!?」

　エルマさんに続きバニラさんまで飛ひ躍やくした妄もう想そうを……。

「それならそうと言ってくだされば！　わたくし、その手のプレイには以前から興きよう味みがありましたの！　どちらかと言えば従うよりも支配するほうが趣しゆ味みに合っていますし！」

「バ、バニラさん！　裕貴さんを変態さんの道に誘さそわないでください！」

　シャノンさんが両手を左右に広げ、おれとバニラさんの間に割り込む。

「何を言いますの。罵倒プレイに変態要素は一切含まれていませんわ」

「どんな詭き弁べんですか！　丸ごと全部変態要素じゃないですか！」

　例によってお互いの価値観をぶつけ合う二人。いつもの展開だ。

「うーん。面倒くさいことになった」

　原因を作ったエルマさんがそれを言いますか……。

「はぁはぁ……」

　一方のアルルさん。ようやく愛情表現（？）という名の物ぶつ理り攻こう撃げきを止やめてくれた。

　よし、シャノンさんたちが言い合っている間に誤解を──

「アルルさん。おれの話を聞いて……」

「あー、あー、あー、聞こえない！　何も聞こえない！　聞こえないったら聞こえない！」

　獣耳を両手で塞ふさぎ、ダッシュで駆かけ出だすアルルさん。

　あ、ああ──

　まるでレアモンスターが逃走する瞬しゆん間かんを目もく撃げきしたかのような──

　そんな光景だった。

「あら？　アルルさんはどこに行きましたの？」

　状況の変化にいち早く気づいたバニラさんが通りを見渡す。

「帰った。たった今」

　エルマさんが簡かん潔けつに答える。

「バニラさん！　まだ私のお説教は終わっていませんよ！」

「はぁ。もういいじゃありませんの」

「ダメです。今日という今日は許しません──」

　再び始まった二人の口論。これはちょっと長引きそうだ。

　うーん。今のうちに退散したほうがいいかもしれないぞ、この場は。二人の言い争いが終わったら、きっと今度はおれに矛ほこ先さきが向くだろうし。

　うん、それがいい。そうしよう。アルルさんも帰っちゃったしな。

　抜き足、差し足、忍しのび足あし。

　おれは忍にん者じやになった気持ちで対立する二人から一歩一歩離はなれていく。

「軍ぐん師し様？　どこに行くの？」

「……っ！」

　やばい。エルマさんに感づかれた。

「あら？　軍師様？」「ん？　裕ゆう貴きさん？」

　シャノンさんたちも気づいたようだ。六つの目がへっぴり腰ごしのおれに集中する。

「軍師様！　まだ詳くわしいお話を聞いておりませんわ！」

「そうですよ、裕貴さん！　逃げちゃダメです！　ちゃんと説明してください！」

「ほ、ほら……な、なんて言うか……その……つまり──」

　二人とも気が立ってるようだし、迂う闊かつなことは言えないぞ。ってか、何を言っても新あらたな誤解を生むだけのような気がするな……。

「「つまり？」」

　二つの顔がこちらに近づいてくる。

「「どういうことです？」」

　示し合わせたわけでもないのに声がいちいちシンクロする。

　喧けん嘩かの絶えない二人だが、結けつ託たくするとこの通り。最強のコンビとなる。

「「さあ。説明を。今すぐに」」

「ご、誤解なんだ……」

「「誤解？　誤解とは？」」

「と、とにかく……誤解なんだよ！　全部忘れて！　なかったことにしてくれ──っ」

　結局、逃げた。それ以外の選せん択たく肢しなんて思い浮かばなかったから。

　幸い二人に追いつかれることはなかった。レベル99の恩恵ってヤツだ。

　……こんなことで役に立ってもなぁ、と思ったけれども。







　どのくらい街まちをさまよっただろうか。気づけばおれは街の東側に広がる住宅街を抜け、新緑豊かな公園に足を踏ふみ入いれていた。『荒こう野やの街』という名前が示す通り、この街の周辺は草木が少ないのだが、その公園の中はどこも緑であふれていた。

「暗くなってから帰ることにしよう……」

　エルマさんはともかく、今はシャノンさんとバニラさんに合わせる顔がないからな。

　ほとぼりが冷さめるまで距きよ離りを置いておきたい。

「ん、あの後ろ姿は……アルルさん？」

　公園の中を適当に散さん策さくしていると、ベンチに座るアルルさんの姿を見つけた。

　アルルさんは公園の塀へいを越えた先にあるレンガ造りの建物を眺めているようだった。

　あの建物は原作でも見たことがある。たぶんアルルさんが幼少時代を過ごした孤こ児じ院いんだ。幼少時代というのはもちろん戦争で両親と妹を失ったあとのことだ。

　きゃ～、わ～、待て～──

　孤児院のほうから無む邪じや気きな声が聞こえる。子供たちが庭先で遊んでいるのだろう。

「裕ゆう貴き──」

　息を潜ひそめ、木の陰かげから様子をうかがっていると、ふいにアルルさんがベンチに座ったまま顔だけをこちらに向けてきた。

「えっ……」

「まったく、もうっ。バレバレだって」

　そういやアルルさんって異常に耳がいいんだった……。

　原作ではあまり触れられない設定だからすっかり失念していた。

「何よ？　尾び行こう？」

「ち、違います！　たまたまです！」

「たまたまぁ？」

「……です」

　俯うつむいたままアルルさんの側そばに移動する。接近するとアルルさんの獣けもの耳みみがピクッと動いた。背せ筋すじがピンと伸び、落ち着かない様子であたりを見回している。

　まださっきの件が尾おを引いてるっぽいな……。

　すぅー。

　アルルさんが息を吸い込み、薄うすピンク色の唇くちびるを動かす。

「ねえ、裕ゆう貴き。さっきの話の続きなんだけ──っ」

　途中で言葉が途切れた。

　直後、アルルさんの視線が前に。おれもつられて前を向く。

　すると、目の前──何もない空間が歪わい曲きよくし、

「──アルル」

　赤い魔ま人じんが……魔人ヴェノレッドが突とつ如じよとして姿を現した。

「なっ!?」

　どうしてヴェノレッドがここに！　こんな展開、原作にないぞ!?

「ヴェノレッド！」

　アルルさんが勢いきおいよくベンチから立ち上がる。

　目が大きく見開かれ、八や重え歯ばがはっきり見えるほどに口角がつり上がる。

　すごい殺気だ──デビルベアと対たい峙じしたときとはまるで違う。

「久しぶりだな。アルル。……隣となりにいるのは中ちゆう央おう司し令れい部ぶの風かざ間ま裕貴だな？」

「だったらなんだって言うのよ!?」

　アルルさんは喧けん嘩か腰ごしだ。今にも飛びかかりそうな雰ふん囲い気き。

「クックック。嫌きらわれたものだな。しかし、言わせてもらおう。アルルよ。いい加減、私の右みぎ腕うでになれ。そんな男と付き合ってもいいことはないぞ？」

「ふざ……ふざけないでよ！　あんたは──あんたは私の両親……妹の仇かたきなのよ！」

「では私を殺すのか？」

「それは──」

　突とつ然ぜん、アルルさんの身体からだが震ふるえ出だした。ブルブルと小こ刻きざみに……。

　怒りと、憎しみと、悲しみと、そして恐怖──

　原作でもそうだ。アルルさんは本能的にヴェノレッドとの実力差を感じ取っている。

　一人ではとうてい勝てない。誰だれかと──主人公たちと協力しないと倒すことはできないと。

「どうした？　戦わないのか？」ヴェノレッドの挑ちよう発はつは続く。「この地を訪れ、貴き様さまとは何度となく顔を合わせているが。クックック──殺やれるものならとっくに殺っているはずだよな？」

「バ、バカにして……──バカにしてええ！」

　アルルさんが絶ぜつ叫きようを奏かなでながらヴェノレッドに殴なぐりかかる。

　だが──

「なっ……ん!?」

　アルルさんが前に突つき出だした拳こぶしはヴェノレッドの身体をすり抜けた。

　おい、ちょっと待て。なんだか妙だぞ、ヴェノレッドの身体。

「まさか──幻げん影えい？」

「いかにも」ヴェノレッドが赤い瞳ひとみでおれを睥へい睨げいする。「冷静だな……風かざ間ま裕ゆう貴き」

「…………」

　おれは特に言葉を返さず無言でヴェノレッドを観察する。

　すると、ふん、と鼻を鳴らし、再びアルルさんに視線を注そそいだ。

「アルルよ。今度会うときは──こうはいかないぞ」

「ヴェノレッド……あんたはっ！」

　赤い魔ま人じんにつかみかかるアルルさん。だが相手は幻げん影えい。攻こう撃げきしても無意味だ。なのに手が出てしまうのは──ヴェノレッドに対する深い憎しみゆえ……。

　すー。

　まもなくヴェノレッドは姿を消した。

　低い笑い声を響ひびかせながら。

「……殺してやる──」

　地面に片かた膝ひざをついていたアルルさんが拳こぶしを握にぎり締しめ立ち上がる。

　生気の感じられない瞳──それは自じ暴ぼう自じ棄きになっている人間の目つきだった。

「ヴェノレッド……許さない。絶対に──絶対に殺してやる！」

　地面を蹴けるアルルさん。

　それに反応して、羽を休めていた鳥たちが木こ立だちから一いつ斉せいに飛び立った。

「ア、アルルさん！」

　おれは慌あわてて手を伸ばし、アルルさんを背はい後ごから捕まえた。

「離はなして！　離してよ、裕貴！　今すぐ城に行って、ヴェノレッドを……ヴェノレッドのヤツをブチのめしてやるんだから！」

「落ち着いてください、アルルさん！　無茶ですよ！　一人で戦いを挑いどむなんて！」

「……だって……じゃないっ──」

「え？」

　急に──

　アルルさんが、へなへな、と風船がしぼむようにその場にへたり込んだ。

「だって……あんたには私と共きよう闘とうする意思はないんでしょう!?　だったら……だったら、一人で戦うしかないじゃない！　一人でなんとかするしかないじゃない!?」

「アルル……さん」

　あふれる涙なみだ。小こ刻きざみに震ふるえる肩かた。獣けもの耳みみは枯かれた花のようにしおれている。

　ああ──

　おれはなんてバカなんだ。

　アルルさんが死ぬ──そんな先の展開にばかり気を取られて大事なことを失念していた。

　たしかにアルルさんはゲームのキャラクターだ。

　だけど、彼女はこの世界を懸けん命めいに生きる一人の人間でもあるのだ。

　おれはそのことを忘れていた。

　ゲームの展開ばかりを頭の中でなぞっていたからだ──

　おれは……未来の出で来き事ごとを、アルルさんの死をただ恐れていただけ。

　自分が本当にやらなければならないこと、やるべきことから目をそらしていたのだ。

　そして、アルルさんの気持ちをまったく考えていなかった。

　思い入れのあるキャラクターなのに。大好きなキャラクターなのに。

　なんて愚おろかなんだ──

「アルルさん……。おれ……ずっと迷っていたんです……」

　泣きじゃくる獣けもの耳みみの少女におれはそっとささやく。

「……迷っていた……？」

「あなたを仲間に加えるかどうかを……です」

　おれがそう言うと、アルルさんの獣耳がピクピクッと敏感に反応した。

「ついさっき、ヴェノレッドとの会話の中にもありましたけど、アルルさん、初めて会ったときも、『ヴェノレッドに仲間にならないかと誘さそわれている』って言いましたよね？　あれを聞いておれ思ったんです。アルルさんを仲間に加えてヴェノレッド一味と戦い始めたら……いつかアルルさんが酷ひどい目に遭あうんじゃないかって」

「それは……」アルルさんがおれを見上げ、「逆さか恨うらみされるかもしれないってこと……？」

「はい。相手は魔ま人じんです。どんな卑ひ怯きような手を使ってくるとも限りません」

　誘ゆう拐かいされるかもしれない、とは言わなかった。

　そこまで言うと、さすがに不ふ審しんに思われてしまう。

「じゃあ、あんたは……私をヴェノレッドから遠ざけようと思って……？」

　そういう考えがまったくなかったわけではないが、本音はそうではない。

　おれはただ恐れていたのだ。

　アルルさんと敵対する未来を、アルルさんがこの世からいなくなる未来を。

「……そういう意い図ともありました。でも──」

　おれは大きく息を吸い込み、新あらたな言葉を吐はき出だす。

「それは間違っていたみたいです」

「間違っていた？」

「はい。ヴェノレッドは何がなんでもアルルさんを自分の右みぎ腕うでにしようと企たくらんでいるみたいですから。だったら──もう迷ってなんかいられません。迷ってなんかいられない……」

　アルルさんの両親、妹、エルマさんの父親の死。二人が交かわした約束。

　おれはその全すべてを知っていながらアルルさんを遠ざけた。

　おれの曖あい昧まいな態度が彼女を傷きずつけたのは言うまでもないことだ。

　でも、おれはもう迷わない。

　覚悟を決めた。

　アルルさんを仲間に加える覚悟を。

　このままいけば彼女は死ぬ。

　それが原作のシナリオ。

　だからといって──おれは運命を受け入れたわけではない。

　おれは……おれは未来に起きるであろう出で来き事ごとを過去にプレイしてきたＲＰＧの知ち識しきから推測することができる。今までその推測を頼りにこの世界の探たん索さくを進めてきたわけだが、それっていうのは誰だれかが考えた道をただなぞっているにすぎない。

　こんなこと答えを知っていれば誰にだってできる。

　おれは軍ぐん師しとして褒ほめられるようなことは何一つとして成なし遂とげていないのだ。

　それに──

　このタイミングでヴェノレッドが現れるなんて原作にはなかったこと。

　デビルベア、ヴェノレッド、小こ悪あく魔まラミー、そしてあの方なる人物……。

　敵は基本的には原作をなぞっているものの、たまにこちらの予想を超こえる行動を取る。

　ならばなおのこと、原作だけに気を取られてはいけない。

　そして──

　結末を知っているのなら、不幸な未来を予測できるのなら、その答えを覆くつがえすべき。

　みんなが幸せになれる道を探すべきだ。

　おれは彼女を……アルルさんを絶対に死なせない。

　どんな手を使ってでも、守り通してみせる。

　たとえ原作のシナリオを覆すことになったとしても……。

「さっきも言ったようにおれたちと一緒にヴェノレッドとの戦いを続けていたら、いつか危険な目に遭あうかもしれません。──ですが、おれは何があろうと必ずアルルさんを……あなたを守ってみせます！　だから……だから、お願いです！　どうかおれたちの仲間になってください！」

　絞しぼり出だすような声と共に頭を下げた。

　一秒、二秒、三秒──

　長い間があった。

「…………いい……わよ」

　しん、と静まり返った公園の中でアルルさんの声が響ひびいた。

　おれはゆっくりと顔を上げる。

「……仲間になってあげる。いえ、私を──あなたの仲間にしてください」

　深いお辞じ儀ぎ。その殊しゆ勝しような態度におれは驚おどろいた。

「アルルさん。ありがとうございます」

　頭を下げ返すと、アルルさんの頰ほおがほんのり赤くなり、

「……あんたが頭を下げる必要なんてないって」

「や、でも、おれ、アルルさんをたくさん傷きずつけたと思いますし」

「その通りよ。身も心もボロボロです」そう言って苦にが笑わらいを浮かべるアルルさん。「ったく、もう。ここ数日、あんたに振り回されてばっかりよ」

「す、すみません……」

「あんた、要よう領りよう悪すぎない？　説明も下手へただし。誤解を招まねくような発言も多い」

「…………すみません」

　どんどん縮ちぢこまるおれ。視線もどんどん下がっていく。

「でも、その……ありがとね」

　アルルさんが赤ら顔で俯うつむく。

　ふさふさの獣けもの耳みみと尻尾しつぽが左右に激はげしく揺ゆれ動うごく。

「おれのほうこそ……仲間になってくれてありがとうございます」

　もう一度、ゆっくり、深々と頭を下げた。

　そして思った。

　アルルさんを仲間にする以上は何がなんでも守り通さねば、と。

「とりあえずエルマたちに報告しにいきましょう？」

「そうですね。そうしましょう」

　決意を胸むねに歩き出す。

　新あらたな仲間と共に──
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　アルルさんが仲間に加わって数日後──

　その日の夜、おれは薄うす暗ぐらい部屋の中で、机つくえの引き出しを開けた。

　引き出しの中にはタッチペンが付属した最新型の携けい帯たいゲーム機きが入っている。

　おれはそのコバルトブルーの携帯ゲーム機をおもむろに取り出す。

　青い熊くま──デビルベアが落としたものだ。

　思えばデビルベア戦で唯ゆい一いつイレギュラーだったのがこの携帯ゲーム機。

　あとはおおむね原作通りだった。

　これはヴェノレッドにも言えることだが、彼らは自由意思を持っているといっても、ちゃんと元ネタのある存在。デビルベアが原作を無視して魔ま法ほうを唱となえたり、口からミサイルを発射することなんてありえないわけだ。原作の大事な部分は順守してくれるはずだから。

　だけど、この携帯ゲーム機は……違う。

　あのときデビルベアはこれを使って原作にはない物ぶつ理り攻こう撃げき耐たい性せいを手に入れた。

　それは本来ならありえないこと。いや、あってはならないこと……。

「なんなんだろうな……これ」

　デビルベアから手に入れたこの携帯ゲーム機を初めて起動したのは今日の夕方のこと。

　そのときはちょうどシャノンさんが部屋を訪ねてきたため、起動後、すぐに電源を落としてしまった。こうして夜中に引き出しを開けたのはもう一度ゲーム機を起動するため。この部屋には鍵かぎがついていないので、みんなに見つからないように、と思ったらこの時間帯しかチャンスはない。

「とりあえず電源を……」

　──パァ。

　右下の電源ボタンを長なが押おしすると、二つある画面のうち上だけに文字が表示された。

　文字は全すべてアルファベットで、要は英語だった。

　なんだこれ……？　もしかして海外で発売された機種だったりするのか？

　いや、そもそも、これは本当におれが知っている携帯ゲーム機なのか？

「っと、このドローイングってのは絵とか図形を描くって意味だよな。うーん、あとの単語はおれの英語力では訳せないな……」

　絵を、図形を描く──

　もしかして付属のタッチペンを使って下の画面に何か描けばいいのか？

　でも、何を？

　……そんなの決まっているじゃないか。

　もう一人の自分が頭の中で不ぶ気き味みにささやく。

　……デビルベアは何を手に入れた？

「そうか。戦いに関係するものをここに……」

　あの戦いの中でデビルベアが獲かく得とくしたのは物ぶつ理り攻こう撃げき耐たい性せいだった。

　でも、おれが欲しいのは敵の攻撃を防ぐ盾たてなどではない。

　武器だ。

　そう。おれは武器が欲しい。

　ちゃんと敵を倒すことができる武器を……。

　剣──だな。

　おれは付属のタッチペンを利きき手てで握にぎり締しめ、画面中央に小さな点を描こうとペンを静かに置いてみた。

　うん。タッチペンはちゃんと反応する。図形を描けるモードになってるみたいだ。

　続いておれは画面中央に描いた小さな点を起点とし、柄つか、鍔つば、刀とう身しんと三つのパーツからなるシンプルな剣をペンで描いてみた。

「おっ……」

　画面からペンを離はなすと、ピロン、と肯こう定てい的てきな効果音が流れ、上の画面がクリアされ、代わりに下の画面に新あらたな英文が示された。だが今度はただ英文が表示されただけではない。

　画面中央に「Yes」と「No」の選せん択たく肢しが出現したのだ。

　これでイエスを選べば剣が手に入る？　デビルベアみたいに強くなれる？

　胸むねの内から湧わき上あがる希望。

　心しん臓ぞうの鼓こ動どうが速く、大きくなる。

　しかし──

　ここで画面上に表示された英文に不ふ吉きつな単語が混じっていることにおれは気づいた。

　目についたのは『Phantom bug』という文字列。

　えっと……たしかファントムは幻げん影えいとか実体がないって意味で、バグは不具合のことだから、二つの単語を繫つなげると、実体のない不具合？　……意味がわからないな。でも、この単語の組み合わせが不吉だってことだけはわかる。これ、絶対にポジティブな意味じゃないぞ。

　どうする？　イエスを選択するのか？　それともノー？

「と、とりあえず……」

　おれはイエスでもノーでもなく、震ふるえる指で電源を落とした。

　英文の意味がわからないし、今はこれ以上、触らないほうがいいと思ったのだ。

　使い方を間違って怪け我がでもしたら目も当てられないからな。

「机つくえの中にしまっておこう……」

　いや──

　ここに置いておくのは危険かもしれない。

　みんなけっこう気軽におれの部屋に入ってくるし……。

「見た目が危険物ってわけじゃないし、常つねに持ち歩くのがいいかもな」

　レベル99のおれが常時携けい帯たいする。

　うん。保管場所としては最適かもしれないな。

　それにしても──

　デビルベアが落とした携帯ゲーム機き──この現実を連想させる携帯端たん末まつ。

　やはり出どころはヴェノレッドがあの方と呼んでいた人物なのだろうか？

　だとすればあの方なる人物はこの世界の本質と関わりがある人間？

　もしそうなら会ってみたい。

　会って……この世界の成り立ちや、おれがこの世界に迷い込んだ理由、どうやったら現実世界に帰れるのか。

　日々、膨ふくれ上あがる疑ぎ問もんを丸ごと叩たたきつけてやりたい。

「……よし、疑問点を整理しておこう。他にも考えておきたいことあるし……」

　今後のことを思うと、やるべきこと、考えるべきことは山のようにある。

　明日からと言わず今から取りかかろう──

　おれはその晩、大作家が取とり憑ついたかのようにペンを走らせ続けた。

　アルルさんのため、みんなのため、そして自分のために。
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　翌日──

　その日の午後、おれは拠点の三階、会かい議ぎ室しつの中を行ったり来たりしながら、「アルルさんと敵対しなくてもすむ方法」について思考を巡めぐらせていた。アルルさんが仲間に加わって以来、ずっとこの懸けん案あん事じ項こうに頭を悩まされているのだが、今のところ有力なのは──

『モンスター襲しゆう撃げきイベント』が起きる前に魔ま人じんヴェノレッドを倒す。

『モンスター襲撃イベント』中に発生する『アルル誘ゆう拐かいイベント』を回かい避ひする。

　この二つの案だ。

　でも──

　残念ながら前者は現時点では実現不可能だ。

　依い然ぜんとしてヴェノレッドの城に続く跳はね橋ばしが上がったままの状態だからだ。

　最初はなんとかなると思っていた。

　と言うのも、この世界は「その程度の段差飛び越えろよ」とツッコミを入れたくなる現実のＲＰＧとは異なり、多少のムチャは実行が許容されているフシがある。たとえばおれは『草そう原げんの街まち』でヴェルナー派はに追われたとき、北門出口を通らず、防ぼう壁へきを飛び越えることで街の外に脱出を果たした。ならばここでもあれと同じような方法で──と思ったのだが……。

　今回はムチャのレベルが段違いだった。

　ヴェノレッドの城は湖の真ん中にある小島の上に建っているのだが、この湖、大きく窪くぼんでおり、そのわりに水量が少なく、城に続く跳はね橋ばしと湖面に大きな落差があるのだ。

　何十メートル……いや、下手へたしたら百メートルくらいはあるかもしれない。

　そんなロケーションだから、跳ね橋の規模もそうとうなもの。ジャンプすれば向こう側に届くような距きよ離りではないし、湖に降りて船やボートを使って城に近づいたとしてもあのツルツルの絶ぜつ壁ぺきをよじ登るのは難しい。

　今のところ空を飛ぶ手段はないわけで……。

　そんなわけでもう一つの案だ。

　こちらはやりようによっては実現可能に思える。

『アルル誘ゆう拐かいイベント』は『モンスター襲しゆう撃げきイベント』中に発生するが、この『モンスター襲撃イベント』はゲーム中だと二十分間ひたすら敵と戦い続け、その後に出現するボスを倒すと終了する。そして『アルル誘拐イベント』はこのボス戦と並行して進行するのだ。

　街の中で魔ま物ものたちと戦う中、アルルさんが育った孤こ児じ院いん──この間、訪れた公園の近くにある──に大量の獣けもの型がたモンスターが向かったという話が主人公一行の耳に入り、アルルさんはボス戦を控ひかえた主人公パーティーと別れ、一人で孤児院に向かうことになる。

　この間、アルルさん視点は──戦いの様子は一切描かれない。

　アルルさんの誘拐は孤児院で暮らす子供たちの回想という形で補完される。その中でアルルさんは砂さ漠ばくの地下で見かけた小こ悪あく魔まラミーの魔ま法ほうで動きを止められ、長距離移動魔法で強引にヴェノレッドの城に飛ばされる。その後は言わずもがな。

　敵の洗せん脳のうを受け、主人公たちの敵に回る──

　当たり前の話、アルルさんが誘拐されるのはストーリー上、仕方のないことで、通常プレイではこれを回かい避ひすることはできない。

　だが、先ほどの「その程度の段差飛び越えろよ」理論が今回は実現可能なレベルなのだ。

　この世界の戦せん闘とうはたとえそれが強制戦闘であっても離脱は容よう易い。ならば中ちゆう央おう司し令れい部ぶ総員でボス戦に挑いどみ、おれを含む数名がアルルさんのもとへ向かえばいい。

　ただ、『モンスター襲撃イベント』中はおれが指し揮きをとらなければならないだろうし、モンスターがどれだけの規模で攻めてくるのかも現時点では予想がつかないので、状況によっては現場から動けない可能性がある。これがゲームなら敵から逃げ回ったところで誰だれにも文句は言われないのだろうが、この世界ではそうもいかない。たとえばシャノンさんなら「街の中には一歩たりとも踏ふみ入いれさせません！」と持ち前の正義感を発はつ揮きさせるに違いない。完かん璧ぺきな戦いが要求されるのは目に見えている。

　だからおれが駆かけつけられなかったときのことを想定し、魔ま物ものが襲おそう孤こ児じ院いんに中ちゆう央おう司し令れい部ぶの人間を事前に派は遣けんしておけばいいのではないかと思うのだが……なんの理由もなく人を派遣するのはやはり不自然すぎる。

「おい、裕ゆう貴き？」

　なんて言えばわかってくれるかなぁ……。

「裕貴？　聞いてんのか？」

　うーん、これは地味に難題だぞ。

　どう説明すれば怪あやしまれないですむか──

「痛いたっ!?」

　突とつ然ぜん、頭に鈍にぶい痛みが走った。

　いてて、と頭のてっぺんをさすりながら顔を上げると、

「気づいたか？」

　目の前に不ふ機き嫌げんそうにおれを睨にらむマシューの姿があった。

「ご、ごめん。ちょっと考えごとをしてて……」

　ボリボリと頭を搔かく。

　……集中すると周まわりの声が聞こえなくなるんだよな、おれって。一人でゲームやってるときって他人とコミュニケーションを取る必要がないから……だからこそ身についた悪あく癖へきだろう。

「それで……マシュー、どうしたの？」

「どうしたもこうしたもない。街まちの近くに魔物の群れが現れたんだ」

　マシューは険けわしい顔でそんなことを言った。

「魔物が……」

「群れといっても数匹程度だが、一時は東門の近くまで迫せまってな。お前の指示を仰あおぐ暇ひまがなかったんで、おれのほうで部隊を率ひきいて対処してきた」

「東門ってことは……もしかしてヴェノレッドの城のほうから？」

「ああ、その通りだ。斥せつ候こう部隊から連絡があってな」

「そっか……」おれはホッとため息をつく。「作っといてよかったよ。斥候部隊」

「だな。裕貴が斥候部隊を作るって言い出したときは、また大げさな、って思ったが、全然大げさじゃなかったな。まさかこんな形で役に立つとは思わなかった」

「それでマシュー。今、城はどんな様子？」

「ああ、それなんだが……ヤバイことになってる」

「ヤバイこと？」

　おれが眉まゆをひそめると、マシューはこう言った。

「どうやら大量のモンスターが東の城に集結しつつあるらしい」
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　街まちを魔ま物ものの大群が襲おそうかもしれない。

　昼間の小規模な魔物の群れはその前まえ触ぶれ──

　そんな推測はおれが唱となえるまでもなく中ちゆう央おう司し令れい部ぶ内に浸しん透とうしていった。

　その結果──

　一刻の猶ゆう予よも許されないということで、その日、夜を徹てつして様々な準備が進められた。

　部隊の編成、配置案。アイテムの調達、配布。ヴェルナー派はへの協力打だ診しん。

　敵はヴェノレッドの城のほうからやってくると予想できたので、戦力の七割を街の東側に置くことにした。原作では街の中に入り込んだ魔物と戦うことになるのだが、中央司令部とヴェルナー派が協力して戦いに臨のぞめば、街の外で迎むかえ討うつことも可能だろう、ということで、街の東側に広がる平へい原げんを主戦場とすることにした。さらに東門の近くに街の防ぼう壁へきよりも高さのあるシンプルな構造の見張り台を急きゆう遽きよ設置し、監かん視しの目を強めた。







　その日の深夜──

「うわ、何この紙の束たば……ん？　モンスターの絵？」

　おれの書しよ斎さい兼けん寝しん室しつに入ってきたアルルさんが開口一番疑ぎ問もんの声を上げた。

「あ、すみません。散らかってて。整理してる時間がなくって」

「仕方ないわよ。いつ敵が攻めてくるかわかんないわけだし。──で？　これは？」

「おれが知る限りのモンスターの情報をまとめたものです。今から用意しても間に合わないかもしれないけど、簡単なビジュアルとその弱点くらいはみんなに伝えておきたくて」

「へぇ」アルルさんが部屋の中ほどで足を止め、「あんたがモンスターの知ち識しきが豊富だって話はエルマから聞いてたけど、ここまでするなんて裕ゆう貴きってホント見た目通りマメなのね」

「見た目通り？」

「真ま面じ目めそうって意味」

「言うほど真面目じゃないですよ。勉強とかあまり得意じゃないし。ただこうやって頭の中にある知識を具体化する作業が好きなだけです」

　現実では毎日のようにこうした地道な作業を行っていた。パソコンの前に座ってキーボードをひたすら打ち込む。武器、防具、アイテム、モンスター。あらゆるデータを文章化、数値化していた。項目が増えれば増えるほど、詳しよう細さいなデータが集まれば集まるほど、自分が偉大な編へん纂さん者しやであるかのような錯さつ覚かくが芽め生ばえていき、集めたデータが、積み上げたものが愛いとおしくなっていく。おれはそんな感覚を味わいたくて攻略Ｗｉｋｉの編集を行っているのだ。もちろんそれは理由の一つ。好きなＲＰＧのことだから根気が湧わいてくるのだ。

「それで？　私に相談したいことって何？」

「えっと……それはですね」

　おれは椅い子すごとアルルさんに向き直った。

　すると、ここ座るわね、と言ってアルルさんがおれのベッドに腰こしを下ろした。

「相談っていうのは街まちの東側で暮らしている住人のみなさんのことです。敵が東のほうから来ることはわかっているわけですから、一番危険に晒さらされる可能性が高いのも同様に街の東側に住居をかまえている人たちだと思うんです。たしかアルルさんが育った孤こ児じ院いんも同じ一帯にありますよね？　孤児院には子供が多いでしょうから、避ひ難なんさせるべきだと思うんです」

「そうね。あんたの言う通りだわ」

　頷うなずくアルルさん。

「で、提案なんですけど、城から魔ま物ものの大群が街に向けて動き出したという報告があったら、住人のみなさんに今おれたちがいる、この建物に避難してもらったらどうかなって思うんです」

「うん。たしかに避難するならここが一番安全かもしれないわね。街の中心にあるし」

「では決まりですね」

　あとは拠点に司し令れい部ぶの人間を置いておけば警けい備びはバッチリだろう。

　アルルさんの誘ゆう拐かいイベントは「襲しゆう撃げきイベント中に魔物が孤児院を襲おそう」[image: →]「アルルさんが孤児院に単独で駆かけつける」[image: →]「小こ悪あく魔まラミーに隙すきを突つかれて誘拐」というのが本来の流れだが、孤児院の子供たちを拠点に避難させ、司令部の人間が警備に当たれば「アルルさんが孤児院に単独で駆けつける」という部分を断たち切きることができる。

　これによりアルルさんが単独行動を取る可能性はなくなったと言える。

　もしかしたらなんらかの形で「小悪魔ラミーに隙を突かれて誘拐」という締しめの部分がそれ以前の流れを無視して発生するかもしれないが、それもアルルさんの側そばにいれば回かい避ひできるはずだ。みんなでアルルさんを守ればいいのだから。

　ここまでやれば大丈夫だよな？　アルルさんが誘拐されることはないよな？

「ま、この私があんたたち中央司令部に力を貸すんだから、街の中にモンスターが入り込むなんてこと万が一にもありえないけどね」

「はは……」

　すごい自信だな。

　まあ、仇かたきであるヴェノレッド以外に対しては強気だからな、アルルさんは。

「ねえ、裕ゆう貴き？　話って言うのはそれだけ？」

「は、はい……」

「ふーん」

　アルルさんが身体からだを傾け、こてん、とベッドに寝ねそべった。まるで長年親しんだ友達の部屋を訪れたかのようなくつろぎようだ。アルルさんは男性に対してはかなり警けい戒かい心しんの強いタイプのはずなんだけど……。

「夕方、作戦会かい議ぎに出席して思ったんだけどさ、あんたって仲間からの信頼が厚いのね」

「そ、そう見えました……？」

「だってあんたの主張にはほとんど反対意見が飛んでこなかったもの。軍ぐん師しの言うことは全すべて正しい、みたいな雰ふん囲い気きだったわ。私、ほとんど口挟めなかったし。あ、批判してるわけじゃないからね。褒ほめてるのよ？」

　アルルさんはそう言うと身体を起こし、

「最初、出会ったときはこんな男が軍師だなんて、ってがっかりしたけど、今では納得しているわ。あんたって頼りない外見してるけど、実際に接してみると、なんて言うか……妙に鋭するどいっていうか、物知りの域を越えてるっていうか」

「も、物知りの域を越えてる？」

「そのモンスターの情報とかもそうだし、会議の中で出た戦術とかもそう。あとヴェノレッドに目をつけられるんじゃないかって心配してくれたこととか、予あらかじめ斥せつ候こう部隊に城を監かん視しさせておいたのだって。あんた実は世界を俯ふ瞰かんして見れたりするんじゃないの？　もしくは未来を予知できるとか」

「さすがにそれは持ち上げすぎですよ……」

　口では否ひ定ていしたが心しん臓ぞうの鼓こ動どうはやばいことになっていた。

「まー、予知は言い過ぎにしても、あんたって、確固たる信念っていうの？　そういうものが芯しんにあるような気がするのよね。哲学とかそういうの。それもあんただけのもの」

　それはなかなか鋭い考察だ。

　おれの根こん幹かんを支える哲学──それはおれがＲＰＧに情熱を注そそぎ込こんだ結果、手に入れた『ＲＰＧ観』に他ならない。アルルさんが言う確固たる信念とは、おれの中にあるＲＰＧの基本的な知ち識しき、ＲＰＧに対する考え方、遊び方、マイルール。それらが渾こん然ぜん一いつ体たいとなったもの。もっとも、借り物ばかりで構成された哲学なのであまり偉そうなことは言えない。

「ま、なんにしろ、頼りにしてるわよ？　軍師様？」

　そう言ってアルルさんが微び笑しようを浮かべた。

　初めて見る柔らかな表情。ゲームの中でもこんな穏おだやかな表情は見たことがない。

「じゃあ、そろそろ行くわね。裕ゆう貴き……おやすみ」

「はい。おやすみなさい」

　──バタン。

　アルルさんが部屋を出ていく。ドアが閉まった勢いきおいでアルルさんの残のこり香がが空気と一緒に搔かき混まぜられ、それがおれの鼻び腔こうをくすぐった。

「さてっと。もうひと頑がん張ばりするかな」

　アルルさんの笑顔を思い出しながら机つくえに向かう。

　やれることはなんでもやっておこう、と思いながら。







　さらに夜も更ふけ──

「ん、この声は？」

　一階の食堂で何か飲もうと思って階段を降りていると、裏うら庭にわから「イチ、ニー、サン、シー」という規則正しい掛け声が聞こえてきた。

「この声はシャノンさん？」

　一階に降り、裏口から外に出ると、パジャマ姿のシャノンさんが剣を振っていた。

　可愛かわいらしい猫の絵がプリントされたオレンジ色のパジャマはシャノンさんにとてもよく似合っているけれども、なぜパジャマ姿で素す振ぶりをしているのだろうか？

「あ、裕ゆう貴きさん──」

　おれの存在に気づいたシャノンさんが素振りを止やめる。

「あのさ、どうしてパジャマ姿で素振りを？」
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「へ？」

　言われるまで気づかなかったのかシャノンさんが頰ほおを赤らめた。

「す、すみません。裕ゆう貴きさん。ちゃんと着替えるべきでした……」

「いやいや、謝あやまらなくてもいいよ。ちょっと気になっただけだから。それより……もう真夜中だよ？　シャノンさんが努力家なのは知ってるけど、ちゃんと休めるうちに休んどかないと、いざってときに大変だよ？」

「あ、はい……。その、私もそう思って一度は床とこについたのですが、その……眠れなくて」

　ああ。だから身体からだを動かしてたんだ。眠くなるように。うーん、でも、シャノンさんっていかにも寝ねつきよさそうだけどな。くよくよ悩むようなタイプでもないし。

「もしかして何か気になることでもあるの？」

「えっと……はい。実は」

　カマをかけるまでもなかった。

　……ホント素直だよな、シャノンさんって。

「よかったら話してみてよ。力になれるかもしれないし」

「えっと、悩んでいるといっても、これは疑ぎ問もんのようなものでして」

　シャノンさんは言いながら剣を鞘さやに戻し、その鞘を壁かべに立てかける。

「疑問？」

「はい。私が気になっているのは……その、アルルさんのことです」

「アルルさんのこと」

　なんだろう。シャノンさんが疑問に思うようなことあったかな……。

「裕貴さん。以前、アルルさんを仲間に加えるかどうかで、ずっと悩んでいらっしゃいましたよね？」

　シャノンさんはそう言うと、おれを上うわ目め遣づかいでじっと見つめ、

「理由は聞きました。たしかにアルルさんとヴェノレッドの関係を考えると、第三者である私たちの介かい入にゆうは敵を刺し激げきする材料となるかもしれません。ですが──裕貴さんが躊ちゆう躇ちよしていたのはもっと別の理由からなのではないですか？」

「ど、どうしてそう思うの……？」

「だって裕貴さんは、最初、私たちにもアルルさんにも、事情を話してくれませんでした。特に逡しゆん巡じゆんするような内容ではないにもかかわらず──です」

　……鋭するどい。シャノンさん、いつもポワワンとしてるのに。

「裕貴さん。もしかして、話したくても話せない、何か深刻な理由が……もっと他にあるのではありませんか？」

「それは……」

「裕貴さん、正直に答えてください」

　接近。シャノンさんがおれの手を取り、顔を寄せてくる。

「問題が全すべて解決したからアルルさんを仲間に迎むかえたのですか？　それとも、まだ何か心配事が──悩んでいらっしゃるのですか？」

「それは……まだだね」

「やはり」

　シャノンさんが握にぎっていたおれの手を離はなし、おへその当たりで両手を組んだ。

「裕ゆう貴きさん。私で力になれることがあったらなんでも言ってください。私、裕貴さんのためならなんだって……。え、えっと、その、変なふうに解かい釈しやくしないでくださいね？」

「う、うん。わかってるよ」

　慌あわてるシャノンさんは可愛かわいらしいパジャマを着ていることもあり、とても愛らしかった。

　だけど──

　……この微び妙みような雰ふん囲い気きどうしよう。シャノンさん俯うつむいちゃってるし。

　と、とにかく何か話題を振ろう。間まが持たない。

「そういえばさ……。アルルさんが、おれのことを指して『真ま面じ目めね』って評してたんだけど、おれなんかシャノンさんからすれば不真面目の部類に入るんじゃないかな？」

「そんな。裕貴さんは不真面目なんかじゃありませんよ」

「でも、真面目っぷりでは、とうていシャノンさんには敵かなわないよ」

「真面目……なのかもしれませんが、悪い意味で捉とらえられることのほうが多いと思います」

「悪い意味？」

「はい。真面目と言いますか……バカ正直というヤツですね。自分でもわかっていますし、なんとか治せないものかと思っているのですが──」

「無理に治す必要はないよ」

「え？」

「人の長所と短所は紙かみ一ひと重え。出しゃばりな人に『引っ込め』と批判するということは、その人の長所である積極性を奪うばうことでもある。それよりは長所を伸ばすことで短所を目立たないように……長所が悪いほうに出ないように注意すべきだと思う。──っていうのはおれの好きな言葉でさ。本で読んだのか、誰だれかから聞いたのか、それは思い出せないんだけど」

　本当は『ファイナルファントム３』の中で主人公が師し匠しよう的てきな人に叱しつ咤たされるときに出てくるセリフだ。おれはこのセリフが好きで丸暗記している。

「おれはさ、シャノンさんには横道にそれずにいつでも本道を突つっ走ぱしって、誰よりも早く本質をつかんで欲しいって思ってるんだ。バカ正直だと揶や揄ゆされても気にしなくていいよ。おれがサポートするし。もちろんマシューたちもフォローしてくれる」

「裕貴さん……」シャノンさんの目は少し潤うるんでいた。「えっと……長所と短所は紙一重でしたよね？」

「うん」

「長所と……短所は……紙かみ一ひと重え……長所と短所は──」

　唐とう突とつにシャノンさんが暗記を試み始めた。

　これはあとで紙にでも書いて渡したほうがよさそうだぞ。

　それはともかくとして──

「……あのさ」

「はい？　なんでしょうか？」

　俯うつむいて暗記を試みていたシャノンさんが顔を上げた。

「さっきの話の続きだけど──おれはたしかにアルルさんのことで頭を悩ませているけど、その一方で解決の兆きざしも見えてきているんだ。だからさ、最後まで自力で対処してみようって思うんだ。その……上手うまく説明できなくて本当に申し訳ないんだけど……」

「そんな、謝あやまらないでください。裕ゆう貴きさんがどんなことで悩んでいらっしゃるのか、たしかに気にならないわけではありませんが、解決の兆しが見えてきたのでしょう？　ならばもう安心です。裕貴さんなら必ず解決に導みちびいてくれます」

「……ありがとう。シャノンさん」

「いえいえ。私こそタメになるお話をありがとうございます」

「うん。お役に立てたのなら嬉うれしいよ」







　その後──

　シャノンさんと別れ、自室に戻ってきたおれは無人の空間でため息をついた。

「ふぅ」

　誘ゆう拐かいイベントのこと、シャノンさんに前もって説明しておくべきだったかな……。

　いや、やはりゲームのキャラクターであるシャノンさんにこういったことを包つつみ隠かくさず伝えるべきではない。可能性は低いが、この世界の構造や、おれ自身の正体を悟さとられる危険性があるし、そうなったらもう対等な関係ではいられなくなる。

　もしかしたらこれは……おれのエゴかもしれない。

　でも──

　これはおれの領りよう域いき。おれの手で解決しなければいけない問題なんだ。

　二百本近いＲＰＧの知ち識しきとレベル99という鋼はがねの肉体。

　おれは最強の武器と最強の鎧よろいを持っているようなもの。

　やるんだ。原作を覆くつがえすんだ。

　みんなの笑顔を守るために。
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　翌日、夜が明けてまもなく──

　城に集結した魔ま物ものが進軍を開始したとの報告を受けたおれたち中ちゆう央おう司し令れい部ぶと、共きよう闘とうを表明したヴェルナー派はの約七割、推定四百五十名の冒ぼう険けん者しやが『荒こう野やの街まち』の東に広がる草木の少ない平へい原げんに集まった。残りの三割は街の北、西、南の三方に、そして用心のため街の中にも冒険者を配備。当然、拠点にも避ひ難なんさせた街の人たちを警けい護ごする人間を残してきた。

　主戦場の東の平原には三つの部隊が縦たてに並んでいる。

　まず前線は近きん接せつ攻こう撃げきが得意な前ぜん衛えい部隊、その後ろに回復専門の治ち療りよう部隊、最後に遠えん距きよ離り攻撃が得意分野の後こう衛えい部隊が街の防ぼう壁へきの上に。

「敵はまだやってこないみたいだな……」

　その後衛部隊がいる防壁の近くに設置した、簡単な作りの見張り台の上におれはいた。

　街の東側はヴェノレッドの城がある湖までずっと平原が広がっているが、途中に丘きゆう陵りようがあるためこの見張り台からでは城を視認することができない。とはいっても、丘陵まではけっこうな距離があるので、各部隊への指示は敵の姿が見えてからでも十分に間に合う。

　アルルさんの話では、もともと東の湖には島も城も存在しなかったようだ。ヴェノレッドの城が出現したのはほんの数ヶ月前のことで、ある日、異様な霧きりが湖を包み込み、その中から突とつ如じよ出現したという。モンスターが増え始めたのも同じ頃ころかららしい。

「エルマさん、手はず通り、モンスターが見えたら松明たいまつに火を灯ともして、そのあと、羽は虫むしで各部隊に合図を送るように。大丈夫だよね？」

「……わかってる。任せて」

「頼むね」

　おれは見張り台のハシゴを伝って地上に降りた。

「さて……今のうちに各部隊の様子を見て回ることにしよう」

　まずは後衛部隊から。後衛部隊がいる防壁の上には魔ま法ほう使つかいのバニラさんを始め、弓、銃じゆうなど遠距離攻撃が得意な冒険者が多数集結していた。すでに配置についているようで、かなり騒さわがしいものの、モンスターが現れればすぐにでも攻撃を開始できそうだ。

「軍ぐん師し様！」

　おれの存在に気づいたバニラさんが声を張り上げると、彼女の周囲で待たい機きしていた後衛部隊の面々がおれに注目し、「軍師様だ」「軍師さん、ちーっす」「あれが……噂うわさの」「けっこう若いんだな」と中央司令部のメンバーとヴェルナー派とではリアクションがだいぶ異なったが、それがもとで二つの組そ織しきに摩ま擦さつが生じることはなく、むしろ士し気きが上がったようだった。

「問題はなさそうだな。よし、次──」

　おれは、「軍ぐん師し様～」と恥じることなく手を振るバニラさんに見送られながら、リーネがいる治ち療りよう部隊のもとに向かう。

「おー、ゆーきではないかー」

　リーネは風変わりなデザインの白衣を着ているのですぐに見つかった。

「部隊の様子はどう？」

「うむ。この部隊は落ち着いた性格の者が多いようでな、静かなものじゃ」

「たしかに静かだね」

　回復魔ま法ほうや回復スキルが得意なキャラってのはだいたい温厚だもんな。逆に攻こう撃げき魔法が得意なキャラはバニラさんみたいに賑にぎやかな人が多い。実際、後こう衛えい部隊は騒さわがしかったし。

「敵はなるべく前線で押おさえるつもりだけど、足の速いモンスターが抜け出てくるかもしれないから注意してね」

「うむ。治療部隊が壊かい滅めつしては元も子もないからの。じゃが、少数のモンスターならワシらの力でも対処できるはずじゃ」

「そうだね。攻撃魔法が使える人もいるみたいだし」

　治療部隊は前ぜん衛えいと後衛の間に陣じんを敷しいている。これが現実の戦争だったらこの布陣は大きな間違いだろうが、この世界の戦せん闘とうはあくまでもＲＰＧがベース。傷きずついた味方を回復するためなら危険を犯おかしてでも前線に飛び出す──それが回復キャラの役回り。今回の治療部隊の仕事は前線が崩くずれないよう回復魔法やスキルで支し援えんすることにある。

「さて、残るは前衛部隊か」

　リーネと別れ、前方に見える大集団のもとに向かう。約二百五十人と一番の大おお所じよ帯たいである前衛部隊を構成する冒ぼう険けん者しやは、そのほとんどが主人公格のキャラクターだ。

「ねえ、シャノン？　どっちがより多くの魔ま物ものを仕し留とめられるか競争しない？」

「アルルさん。こんなときに何を言っているのですか？　これは遊びではないのですよ？」

「お固いわねぇ、シャノンは。こんなときだからこそ競争が必要なんじゃない」

「どういう理屈ですか……」

　しかめっ面つらで目を伏ふせるシャノンさん。

「あ、裕ゆう貴きだ。おーい」

　アルルさんはおれを見つけると尻尾しつぽを振りながら、こっちこっち、と両手で手て招まねきした。一いつ瞬しゆん、飼い主に尻尾を振る人ひと懐なつっこい犬に見えた。本人に言ったら怒られそうだが。

「見張り台に登ってたのよね？　敵の動きは？」

「まだ丘きゆう陵りようには達していないようです」おれは二人の目の前で立ち止まり、「敵の群れが視認できるようになったらエルマさんが羽は虫むしを飛ばしてくれることになっています。それが合図になっているので」

「しばらく待たい機きですね」

「はぁ。ったく、さっさと襲おそってきなさいよね」

　ふあーあ、と特大の欠伸あくびをかますアルルさん。

　緊きん張ちよう感かんに欠ける態度だが、せっかちな性格だから待つのが苦手なのだろう。

「おいおい、なんでお前、おれの隣となりに陣じん取どってんだよ」

　そのとき背はい後ごでマシューの声が聞こえた。

　振り返ると、そこにはマシューともう一人、黒い鎧よろいの男が立っていて、

「ん……ああ、誰だれかと思えば……」

　黒い鎧の男──ヴェルナーが今、存在に気づいたとばかりにマシューを睥へい睨げいする。

「おい、ヴェルナー。その後ろの女どもはなんだよ。今度はハーレムでも作ろうってのか？」

「……そういうつもりはない」

　マシューの野や次じが気に触ったのかヴェルナーが顔をしかめた。

　彼の背後には三人の女の子が控ひかえている。この間とは顔ぶれが異なるが、それはここが前ぜん衛えい部隊の集まっている場所だからだ。街まちで顔を合わせたとき、ヴェルナーの背後できゃあきゃあ言っていた女の子たちの中には前衛向きのキャラクターは一人もいなかったから。

　というか、ヴェルナーの取り巻きの女性は最低でも六人いるってことだよな？

　どうなってるんだ……新生ヴェルナー派はは。

「かつては筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの猛も者さどもを束たばねていたってのにえらく軟なん弱じやくになったもんだな」

「なんだ、お前。羨うらやましいのか？」

「はあ!?　んなわけねーだろうが！　アホか！」

　ヴェルナーの反はん撃げきにマシューが声を荒あらげる。図ず星ぼしだったのかどうかはわからないが、多少動どう揺ようしているように見える。妬ねたむ気持ちが少なからずあったのかもしれない。

「マシューさんがヴェルナーさんに押おされています」

「みたいだね」

「あー、やだやだ。男の嫉しつ妬とほどみっともないものはないわ」

　アルルさんがしかめっ面つらで言葉を吐はき捨すてる。

　マシューはヴェルナーが嫌きらいみたいだからなぁ。

　んー、でも、最近のヴェルナーは丸くなったというか、余裕があるというか、焦あせって組そ織しきを拡大させようとはしなくなった感があるんだよな。今のやり取りを見ていると、マシューのほうが小物っぽく見えてしまう。まあマシューもヴェルナーの変化を感じ取っただろうから、次回以降は対応の仕方を変えてくるだろうけど。

「ダサい男」

「死ねばいいのに」

「モテない男は大変ね」

　ヴェルナーの背後から女の子たちの罵ば詈り雑ぞう言ごんが飛んできた。

　マシューは「ほっとけ！」と叫さけび返かえし、ヴェルナーたちに背せを向ける。

　……頑がん張ばれ、マシュー。

　おれが心の中でエールを送っていると、

「裕ゆう貴きさん！　エルマさんの羽は虫むしが！」

「え？」

　どこだ、とシャノンさんのほうを振り返ると、ちょうどおれの目の前に羽虫が。おれは羽虫の存在を確認すると、今度は街まちのほうに向きを変え、見張り台に視線を向けた。

　赤い炎ほのおが見張り台のてっぺんに灯ともっている。

　エルマさんに頼んでおいたモンスター来らい襲しゆうのもう一つの合図だ。

「来たみたいね。──待ちくたびれたわ！」

　アルルさんが最初に、その後、シャノンさん、マシュー、ヴェルナーも前に出た。アルルさんを含めたこの四人が横にずらりと並ぶ前ぜん衛えい部隊のほぼ中央に立てるよう計算してある。

「よし……みんな位置についたみたいだな」

　四人の前に出たおれは、一定の間かん隔かくを置いて横に並ぶ前衛部隊の面々に問題がないかどうか目視で確認する。

「来たぞ──っ」

　よく通る声があたりに響ひびいた。誰だれの声なのかはわからない。

　声につられるように全員の視線が前方に注そそがれ、その後、鞘さやなどから武器を引き抜く音が、あちこちから聞こえてきた。

「すごい数だ……」

　正面に見えてきたモンスターの大群。斥せつ候こう部隊による事前報告によるとほとんどの敵は中型に分類される魔ま物もので、その数、およそ百体。中には大型の魔物も混じっているらしいが、特とく徴ちようを聞いた限り、ボスモンスターに相当する敵はいないようだ。そして敵の多くが接近戦主体の物ぶつ理り攻こう撃げき型がた。ならばこちらも力で押おし返かえすまでだ。思ったよりも規模が大きいが、二百五十名にも及ぶ前衛部隊とその背はい後ごで待たい機きしている後こう衛えい部隊の数を思えば対処できない数ではない。

「だ、大丈夫！　油断しなければ勝てない相手じゃないよ！」

　すでにざわめき出していた前衛部隊に向かっておれはそう叫んだ。

　すると、波が伝わるようにおれの言葉が横方向に口こう頭とうで伝わっていき、その波の広がりに合わせて全体の士し気きも上がっていった。

「よし！　みんな行こう！」

　全員のボルテージが最さい高こう潮ちように達したところで、おれは先せん陣じんを切って前に飛び出した。

　直後──

　うおおおおおおー、と無数の叫びが後ろから追いかけてきた。

　鬨ときの声というヤツだ。

　そして、その地が震ふるえるような轟とどろきを合図にかつてない規模の戦いが幕まくを開けた。







　粉ふん塵じんが巻き上がり、二つの勢力がぶつかり合う。

　敵の第一陣じんには獣けもの型がたの魔ま物ものが多く、その勢いきおいはそうとうなものだったが、数発攻こう撃げきを当てれば消滅する敵が大半だったので、味方の前線はすぐに押おし上あがった。

　問題があるとすれば──

「おい！　でかいのが来たぞ！」「私たちでやれるのか？」「強そう……」

　中型の雑魚ざこモンスターがあちこちで虹にじ色いろの粒りゆう子しを散らす中、一ひと際きわ身体からだの大きい魔物が大おお股またで闊かつ歩ぽしてきた。とあるゲームの中で獣じゆう竜りゆうと呼ばれている高ＨＰのモンスターだ。雑魚モンスターに分類される敵ではあるが、攻撃力がなかなか高いので油断は禁きん物もつだ。

「みんな陣形を組んで待たい機き！　おれが囮おとりになるから！」

　味方に指示を飛ばし、獣竜にタゲられるべく、前方にダッシュする。

　獣竜はおれの姿を捉とらえると、涎よだれを垂たらしながら突とつ進しんしてきた。

「おっと……っ」

　おれは獣竜の攻撃をかわしつつ、味方が集まっている場所に獣竜をトレインする。

　──グルルルルルル！

「ここだ……」

　おれは獣竜が頭ごと突つっ込こんできた瞬しゆん間かん、高々とジャンプした。タゲはまだ外はずれていないようで獣竜がおれの行方ゆくえを目で追う。チャンスだ──

「──今だ！」

　おれは手を振ってみんなに合図を送った。

　すると──

「うおおおおおおおおお！」

　背はい後ごで待機していた剣士が先陣を切って獣竜に立ち向かい、

「みんな続け！」「おう！」「囲め！　囲め！」

　大剣、槍やり、ナイフ──

　様々な武器が獣竜の皮ひ膚ふを切きり裂さいた。

　──グルルルルルル……。

　一いつ斉せい攻撃を受けた獣竜は瀕ひん死しに陥おちいっていた。

　よし、上手うまくいったな。

　攻撃に参加できないおれにできることといったら、こうして高ＨＰの厄やつ介かいなモンスターを自分に引きつけることくらいだ。これだけ数が多いと、おれ一人で囮役を務めることは不可能だが、少しでもみんなにダメージが入らないよう立ち回るのがベストな行動だろう。

「やあああああ──っ！」

　戦場の最前線に目を向けると、シャノンさんが長剣を振るっている姿が目に入った。

　すぐ側そばには右手で銃じゆうをかまえるマシューがいる。どうやら突つっ込こんできた敵に弾だん丸がんを放はなち、怯ひるんだところをシャノンさんが斬きりつけているらしい。

「シャノン！　マシュー！　後ろから来てるわよ！」

　アルルさんがものすごい勢いきおいで右方向から駆かけてきて、シャノンさんに迫せまりつつあった獣けもの型がたのモンスターを華か麗れいな飛とび蹴げりで、虹にじ色いろの粒りゆう子しに変えた。今の蹴りは獣型のモンスターに大ダメージを与える──ＲＰＧではしばしば特効と呼ぶ──『ビーストキラー』という技だ。

「……──っ！」

　ふとただならぬ気け配はいを感じ、後ろを振り返ると、黒い半はん透とう明めいの槍やりを実体化させたヴェルナーが、敵に無数の突きを浴あびせていた。掛け声などは発さず、ひたすら無言で機き械かい的てきな突きを繰くり出だしている。

　恐れを知らないマシューとヴェルナー。誰だれよりも正義感の強いシャノンさん。怯むことのない自信家のアルルさん。四人とも戦いにおいては圧倒的な勢いがある。

「雑魚ざこが何匹来ようと返かえり討うちよ！　死になさい！」

　四人の中で飛び抜けたステータスを有するのはもちろんレベルが30に達しているアルルさんだが、おれはこの戦いの中で密ひそかにシャノンさんに注目していた。

　シャノンさんがこの先、どう成長していくのか、どんな新しい技を覚おぼえるのか、『夜よ明あけの救きゆう世せい主しゆ』をクリアしていないおれには彼女の行ゆく末すえが見えない──だから興きよう味みが湧わくのだ。

　それにシャノンさんはレベルが21と中ちゆう央おう司し令れい部ぶの他のメンツより成長が早い。これは彼女が暇ひまさえあれば街まちの周辺をパトロールしているからだ。今はまだ微び々びたる差。だが、シャノンさんのこのみんなとの努力の差はあとあと効きいてくるような気がするのだ。

「おい、裕ゆう貴き──」

　マシューがブレードで周囲の敵をなぎ払いながらおれに近づいてきた。

「敵の顔ぶれが……変わってきてないか？」

「えっ──」

　おれは慌あわてて前線を見やる。

　たしかに少しラインナップが……。

　間近に迫せまりつつある魔ま物ものは先ほどと顔ぶれが変わっていないが、遠目に見える丘きゆう陵りようを下ってこちらに向かっている敵は斥せつ候こうの報告にはない魔物ばかりだった。

　敵が第二陣じんを送り込んできたのだろう。

　しかし──

「どうする裕貴？　戦い方を変えるか？」

「……いや──……っと！」

　おれはくるっとその場で回転し、背はい後ごから迫せまってきた獣けもの型がたモンスターの引ひっ搔かき攻こう撃げきを両手で防ぐ。直後、ざしゅうう、とマシューが魔ま物ものの背せ中なかをブレードで切きり裂さいた。

「──大丈夫。問題ないよ。新あら手てもパワータイプばかりだから」

「そうか。なら、戦い方を変える必要はないんだな？」

「うん。このまま押おし切きろう」

「了解した！」

　マシューが再び戦いに身を投じる。

　と──

「げっ、あれは……」

　ゴリ押しするしか能がない敵ばかり。マシューにそう伝えた矢先、おれは敵の後方に一種類だけ変かわり種だねを発見してしまった。

「マシュー！」

「んっ──どうした？」

　蜘蛛くも型がたのモンスターを仕し留とめたマシューがこちらを向く。

「前方に見える黒いダチョウみたいなモンスターを優ゆう先せん的てきに倒すようにして欲しいんだ！」

「なんだって？　黒いダチョウ？」

「あっ──」

　──タッタッタッ。

　話している間にマシューの側そばを俊しゆん足そくの魔物が通り抜けていった。

「させるか……っ」

　おれは横っ飛びで黒い魔物を捕ほ獲かくする。

　ゴロゴロ、と荒あれた地面を転ころがる。だが魔物の身体からだは放はなさない。

「そいつのことか──」

　マシューが、おれが両手で抱かかえる黒いダチョウ──名前をブラックチャージと言う──を背後から斬きりつける。

　──ギィーギィー……。

　ブラックチャージは奇き妙みような鳴き声を奏かなでながら消滅した。

「で？　今のヤツがなんだって？」

「あ、うん」おれは身体を起こしながら説明を加える。「足が極きよく端たんに速いから後ろに抜ける可能性があるのと、あの敵、魔ま法ほう攻撃に耐たい性せいがあるんだ」

「そうか。後こう衛えい部隊は魔法使いが大半──」

「う、うん……。弓とか銃じゆうなんかを使える人もいるけど、数が少ないから」

「そういうことか。よし、わかった。──しかし、おれ一人じゃ対処できないぞ？」

「シャノンさんたちにも手伝ってもらって。余裕があったら他の人にもこのことを！」

　言いながらおれはマシューに背せを向ける。

「おれは後こう衛えい部隊までひとっ走り行ってくる！」

「あ……ああ！　わかった！」

　マシューは前方に、おれは街まち側がわにそれぞれ使命感を持って駆かけ出だす。

　今こそレベル99の脚きやく力りよくを活いかすとき。

「急ごう」

　おれは脇わき目めもふらず、ただ前に走り続けた。

　前ぜん衛えい部隊、治ち療りよう部隊、そして最さい後こう尾びの後衛部隊──

「お、おい！　なんだ、あの黒いヤツ！　魔ま法ほうが効きかないぞ！」

　移動にそれほど時間はかからなかったが、マシューと相談している間にブラックチャージが何匹か後ろに抜けていたらしく、後衛部隊の一部に混乱が生じていた。

　──ギィィィィ！

　そんな中、誰だれかが放はなった矢がたまたまブラックチャージに命中した。魔法に耐たい性せいのあるブラックチャージだが、弓矢や銃じゆうなどの遠えん距きよ離り攻こう撃げき武器にはめっぽう弱い。原作でも対ブラックチャージ戦で活かつ躍やくするのはこの手の武器を操あやつるキャラだ。

「バニラさん！」

　おれはしどろもどろで指し揮きをしているバニラさんに駆け寄る。後衛部隊の責任者だからだろう。彼女の周りには人が集まり、「あの魔ま物ものは一体？」と質問攻めにあっていた。

「あ、軍ぐん師し様。ちょうどいいところへ──」

「うん、わかってる。あの黒いダチョウみたいな魔物のことだよね？」

　おれはバニラさんと、その周囲で困惑している部隊のメンバーにブラックチャージの特性について要点を絞しぼって説明し、どう対処すればいいのかを簡かん潔けつに伝えた。

　魔法攻撃を控ひかえ、遠距離物理攻撃主体で戦うこと、魔ま法ほう職しよくの人間は物理攻撃が可能な味方に攻撃力や命中力が上がる支し援えん魔法を唱となえること──などなど。

「軍師様、ありがとうございます！　これでなんとか部隊を立て直せそうですわ！」

　バニラさんが八や重え歯ばを覗のぞかせながらウインクで応こたえる。

「うん。引き続き、頼むね」

　おれは再び前衛部隊がいる最前線に向かって駆け出した。走りながら後衛部隊の様子を確認したところ、バニラさんの明るい表情が部隊の他の人たちにも広がっているようだった。

　バニラさんに責任者を任せたのは正解だったみたいだな。

　原作でのバニラさんは自分に都つ合ごうのいい場面では仕切りたがり、それ以外では人任せにするサブキャラにありがちな場を搔かき乱みだすタイプだが（またバニラがなんか言ってるよ。みんな放っておこうぜ、みたいな扱い）、人目を引くオーラみたいなものを身にまとっているキャラでもあるので、本人にやる気さえあればリーダーの資質は十分だということはわかっていた。砂さ漠ばくに出向いたときも同じことを思ったが、やはり最近のバニラさんは『シャノンさんの死』の影えい響きようを受けた、原作とは一味違ったバニラさんなのだろう。

「ん……？　敵の波が止やんでる？」

　見えてきた前線にはもうほとんど敵が残っていなかった。

　第二陣じん以降はまだ来ていないらしい。

「まさかもう終わりなの？」

　アルルさんが手でひさしを作り、遠くに見える丘きゆう陵りようを望んでいる。

「みんなー」

「あ、裕ゆう貴きさん」シャノンさんが背せ筋すじを伸ばし、気をつけの姿勢を取る。「まだ敵が何体か残っていますが、あらかた片付けてしまいました」

「うん。ご苦労さま」

　みんなの側そばに駆かけ寄より、シャノンさんの目の前で立ち止まる。

　周囲を見ると、治ち療りよう部隊の多くがこの前線に上がってきていた。リーネもすぐ近くで怪け我が人にんの治療を行っている。ちらほらと怪我人の姿が見えるが、大きな被害は出てないようだ。

「裕貴？　これで終わりだと思うか？」

「いや……」

　おれがマシューの質問に首を振ってみせたのは、このモンスター襲しゆう撃げきイベントが原作通りだとしたらこのあとボス戦が控ひかえているからだ。そして、もしも原作とまったく同じボスが登場するのだとしたら、青い皮ひ膚ふのサイクロプスが出現するはずで──

「ねえ？　地じ鳴なりみたいな音がしない？」

　最初に異変に気づいたのはアルルさんだった。

　地鳴りだと？　とヴェルナーが不可解そうに顔をしかめる。

「あ、今、何か……」

　今度はシャノンさん。彼女は両手を耳に当てている。

　──ゴゴゴゴゴゴゴッ──

　突とつ然ぜん、平へい原げんのあちこちに転ころがる大きめの岩が動き出した。

「おいおい……なんだよ、こいつらは!?」

「い、岩が動き出した上に、にょきにょきって腕うでが生はえました!?」

　岩に擬ぎ態たいし、戦場を密ひそかに移動する魔ま物もの──

　この敵は──

「ロックゴーレムだ！」

　おれは反射的に叫さけんでいた。驚おどろきを含んだ声で。

　驚き──それは第一にロックゴーレムが『Ends of the earth』に登場するボスではなく、別のゲームのボスであったこと。そして、第二にロックゴーレムが一度に二十体以上出現したことにあった。

　岩に擬ぎ態たいするゴーレム。赤い一つ目。異様に長い腕うで。

　……間違いない。この敵は世界中の神話をモチーフにした『神しん話わ生せい誕たん』に登場する序じよ盤ばんのボスキャラだ。見た目ほど強いボスではなかったと思うが──

　脳のう裏りに蘇よみがえる『神話生誕』の戦せん闘とう風景。

「──まずい」

　たしかにこのロックゴーレムは強敵ではない。だがこのボスを倒すためには魔ま法ほう攻こう撃げきが必要不可欠。まず物理攻撃で暴あばれ回まわるロックゴーレムを転倒させ、動きを止める。その後、ロックゴーレムの赤い一つ目に弱点である魔法攻撃を放はなつ。当たると大ダメージだが、何発か当てるとロックゴーレムは起き上がってしまう。転倒しているとき以外に一つ目を攻撃しても長い腕で目をガードするので攻撃のチャンスは転倒時に限られる。

「おい、裕ゆう貴き！　どうする！　戦うのか!?」

「──た、戦うよ。でも……」

　おれはみんなに口こう頭とうでロックゴーレムを倒す手順を説明した。

　理解はすぐに得えられたが──

「なら、おれとヴェルナーが目を攻撃すればいいんだな？」

　マシューが武器をガンモードに切り替える。マシューとヴェルナーの武器はガンモード状態だと魔法効果のある弾だん丸がんを放てる。

「ですが、お二人だけでは……」

「きついわね」

　そうなのだ。敵は一体や二体ではない。二十体以上もいるのだ。

　前ぜん衛えい部隊が総力を上げて立ち向かえば『転倒』までは難なくいけるだろうが、ロックゴーレムの一つ目を攻撃するための頭あたま数かずが圧倒的に足りない。

「風かざ間ま裕貴。後こう衛えい部隊を前線まで引き上げろ」

「や、やっぱり、それしか手はないですよね……」

「それ以外に何がある？」

　淡たん々たんとした口調でヴェルナーは言う。

「ふん。言い方が気に食わねぇが……まあ、妥だ当とうな判断だな」

「じゃあ、さっきと同じようにおれが伝令を……」

「わかりました。その間、我われ々われはロックゴーレムを足止めしておきます」

「裕貴。とりあえずバニラだけでもいいから担かついでここまで運んできなさい」

「……はい」

　アルルさんの冗じよう談だんにおれは気のない言葉を返す。

「裕貴さん？　どうかしたのですか？」

「い、いや……なんでもないよ」

　首を振り、シャノンさんから顔をそむける。

　この緊きん迫ぱくした状況で内心での心配事を悟さとられたくなかった。

　心配事──それはタイムリミット。

　どんな敵にしろ、ここでボスが登場したということは『モンスター襲しゆう撃げきイベント』が終わりに近づいているということだ。おそらくこの大量のロックゴーレムを全すべて撃破したら、イベントは終了するだろう。とすれば、そろそろアルルさんの誘ゆう拐かいイベントが発生するはず。

　いや、孤こ児じ院いんの子供たちは拠点に避ひ難なんさせているし、街まちの中に繫つながる入り口は全て封ふう鎖さしている。さらに街中に魔ま物ものが入り込んだ場合のことも考えて、エルマさんのように索さく敵てきや伝達に優すぐれた冒ぼう険けん者しやを東西南北、全ての出入り口に待たい機きさせている。

　大丈夫。原作のようにアルルさんが戦場を離はなれることはない……。

　それに──おれがこの場を離れたら間違いなく死人が出る。みんな敵前逃とう亡ぼうを好まない勇ゆう敢かんな冒険者だから、最悪の場合、全滅もありえる。最前線の前ぜん衛えい部隊が瓦が解かいすれば治ち療りよう部隊と後こう衛えい部隊に大きな被害が出るのは目に見えているわけで……。蹂じゆう躙りんの限りを尽つくしたロックゴーレムたちはその後、『荒こう野やの街』に押おし寄よせるだろう。それはつまりボスを撃破できず、ゲームオーバーを迎むかえるということ。そうなったらもう誘拐イベントどころではない。

「とにかく後衛部隊に──」

　おれは頭に浮かんだ最悪のシナリオを振り払い、地面を蹴ける。

　ロックゴーレムを倒す。今はそれが大事だ。







「さあ──反撃開始と行きましょう！」

　バニラさんたち後衛部隊が前線に上がってくると戦況は一変した。

　みんな即席で五人から十人くらいのパーティーを作り、前衛がロックゴーレムの足を止め、後衛が魔ま法ほう攻こう撃げきで一つ目を攻撃。そしてロックゴーレムが起き上がる前に回復役の人たちが傷きずついた前衛を回復する、というベストな攻撃パターンをナチュラルに実じつ践せん。

「よし！　一匹やったぞ！」

「こっちもだ──」

　次々に倒れていくロックゴーレム。パーティーの連れん携けい精せい度どの高さには多少のばらつきがあるものの、どのパーティーもロックゴーレムに遅れを取ってはいない。

「この調子なら──」

　──なんとかなりそうだぞ。

　おれがそう口にしようとした瞬しゆん間かん、

「み、みんな大変だ！　アレを……空を見ろ！」

　味方の一人が上空を指差した。

「なっ!?」

　見上げた先には群れをなす飛行系モンスターの姿が。

　イエローフライ──『ファイナルファントム』シリーズでお馴な染じみの魔ま物ものだ。

　それも十や二十ではない。まさに大群と呼ぶに相応ふさわしい規模だ。

　イエローフライの大群は地上のおれたちなど気にも留とめず、街まちに向かっている。

「だ、誰だれか──今すぐ上空の敵を！」

　慌あわてて指示を飛ばす。幸いロックゴーレムはあらかた消滅していたので、遠えん距きよ離り攻こう撃げきが得意な冒ぼう険けん者しやの手は空あいていた。

　しかし──

「ダメですわ！　防ぼう壁へきの上からならともかく、地上からでは高すぎて……！」

　いの一番に魔ま法ほうを放はなったバニラさんが悔くやしそうに歯は嚙がみする。

　彼女だけではない。他の冒険者も攻撃を当てられずにいる。

　おれのミスだ──

　後こう衛えい部隊の全すべての人員を前線まで押おし上あげてしまったから、こんなことに……。

　ロックゴーレムを倒せば『モンスター襲しゆう撃げきイベント』は終わるものと思っていた。

　防壁の上に人を残す必要はないとおれは判断してしまったのだ。

「裕ゆう貴きさん！　アルルさんが！」

「え？」

　背せ中なかにかかったシャノンさんの声。おれは慌あわてて振り返る。

「アルルさんが一人で駆かけ出だしてしまって──」

　しまった！　ちょっと目を離はなした隙すきに！

「て、手の空いた人は……街に！　街に戻ってください！」

　すでに大半のロックゴーレムは塵ちりと化している。

　一割も残せば十分対応できるはず……。

「急いで──街へ」

　おれは早口で指示を飛ばすと、誰よりも早く街に駆かけ出だした。







　イエローフライの大群はおれたち中ちゆう央おう司し令れい部ぶが拠点として使用している街の中央にそびえ立つ五階建ての石造りの建物に群むらがっていた。

　窓が割れる音。

　拠点を防ぼう衛えいしている味方が放った魔法による爆ばく発はつ音おん。

　イエローフライの耳みみ障ざわりな絶ぜつ叫きよう。

　おれはそんな光景を地上から目もく撃げきした。

　まずいぞ、急がないと！　イエローフライの狙ねらいは間違いなく孤こ児じ院いんの子供たち！

　中ちゆう央おう司し令れい部ぶの人間で建物に留とどまっているのは十名ほど……。

　正直、あの数のイエローフライを押おし返かえせるとは思えない。

　アルルさんも拠点に向かっただろうし、このままでは原作と同じ展開になってしまう──

「頼む……無事でいてくれ」

　走る走る走る。拠点に向かって一直線に。

　だが拠点にたどり着くまでの間にアルルさんの背せ中なかを捕まえることはできず──

「アルルさん！」

　おれは獣けもの耳みみの少女の名前を呼びながら拠点の入り口の扉とびらを押し開けた。

「きゃああああああああ──っ!?」

　甲かん高だかい悲ひ鳴めい。上の階からだ。

「まさかアルルさんが!?」

　急いで階段を上る。途中の階は無視してイエローフライが群むらがっていた最上階へ。

「な、なんて数だ──」

　最上階の廊ろう下かはイエローフライの大群で埋うまっていた。

　窓が全すべて割れている。廊下には味方が何人か転ころがっていた。

「くそっ……通せ！　通せよ！」

　おれは目の前で翼つばさを広げているイエローフライをぶん殴なぐった。

　倒したところで復活するのはわかっている。だがそれでもいい。前に進めるのなら。

「退どけ！　退けよ！」

　殴る、蹴ける、殴る、蹴る、殴る、蹴る……！

　圧倒的な火力で前に進んでいく。だがイエローフライは次から次へとガラスのない窓から侵しん入にゆうしてくる。尋じん常じような数ではない。無む限げん湧わきかと思うほどだった。

「うわああああああああっ！」

　でたらめなパンチとまるでフォームのなっていない蹴り。

　雑な攻こう撃げきとは裏うら腹はらに威い力りよくは抜群で──

　そんなちぐはぐな攻撃を加えながらおれはどうにか自室の扉の前までやってきた。

　その頃ころにはシャノンさんたちも最上階に到着していて、おれが一時的に処理し、その後、復活を果たしたイエローフライを殲せん滅めつし始めていた。

「アルルさん！」

　おれは半開きになった扉を押し開け、中に飛び込んだ。

「……えっ」

　部屋の中央に拠点を警けい護ごしていた戦士の一人が倒れている。部屋の隅すみには孤児院の子供たちと思われる数名が床にへたり込みすすり泣いていた。

　一番大きな窓が窓まど枠わくごとなくなっており、砕くだけ散ちったガラス片が床の上に散乱している。

　そして、肝かん心じんのアルルさんの姿はどこにも見当たらなかった──

「す、すみません……軍ぐん師しさん」

　部屋に倒れていた体格のいい戦士がおれを見上げ、力なくつぶやく。

　彼の口から発せられた続く言葉はおれがもっとも聞きたくない言葉だった。

「アルルさんが……羽の生はえた人型の……小さな魔ま物ものに連れ去られてしまいました……」

「そんな──」

　おれは脱力し、その場で膝ひざをついた。

　羽の生えた人型の小さな魔物──小こ悪あく魔まラミーのことだ。

「突とつ然ぜん、アルルさんの背はい後ごに現れまして……先に存在に気づいた私が、剣を振るってその小さな魔物を攻こう撃げきしたのですが……なぜか武器が身体からだをすり抜けて、当たらなかったんです」

「すり抜けた？」

「……はい。その後、魔物は……見えない力で私を吹き飛ばし、そして、私が転倒している間にアルルさんに不ふ思し議ぎな魔ま法ほうをかけて……赤い球きゆう体たいとなって空の彼方かなたへ……」

　武器が身体をすり抜けた──だって？

　どういうことだ？

　まさかアルルさんの誘ゆう拐かいイベントが強制イベントだから？

　ラミーに攻撃を加えることができなかったのはそのため？

「噓うそ……だろ」

　まさか攻撃が効きかないなんて──

　ゲームシステムには逆らうだけ無む駄だってことなのか？

　無意味な考え、無意味な行動──全すべては机き上じようの空くう論ろんだったっていうのか──

　おれは孤こ児じ院いんの子供たちを拠点に避ひ難なんさせた……。

　敵はそれを見越したかのようにイエローフライの大群を街まちに送ってきた。

　味方側も敵側も本来とは異なる過程を描いた。

　だけど──

　結末は変わらなかった。変えられなかった……。

　やはり原作の流れには逆らえないようになっているのか？

　過程に変化をつけることはできても、最後の結論だけは固定？

　敵も味方も──シナリオの強制力には逆らえない？

「なんで……なんでだよ……っ」

　原作の流れを変えるなら、ここしかないと──

　そう思っていたのに……。

「おれのせいだ──」

　シャノンさんも、アルルさんも、エルマさんも、他のみんなもベストを尽つくしてくれた。

　おれ一人だけが役目を果たせなかったのだ。

　全力を尽くしたつもりだった。

　でも、結果はこれ──

　アルルさんの誘ゆう拐かいを阻そ止しすることができなかった。







　その日の夕方──

　街まちのあちこちにヴェノレッドの幻げん影えいが出現し、アルルさんがヴェノレッドの右みぎ腕うでになったこと──つまり、洗せん脳のうの事実を喧けん伝でんして回った。

　恐れていたこと──それがついに現実に……。

　おれはシャノンさんからその事実を聞かされたとき、思わず耳を塞ふさいでしまった。

　……こうなることがわかっていたおれでさえショックだったのだ。

　この現実さながらの世界において、他のみんな、特にエルマさんの悲しみの深さは一体どれほどのものだったか──

　今のおれには見当もつかなかった……。













　　　　　ＡＣＴ４　救出～Go on the counteroffensive～







　ベッドに寝ね転ころがったまま窓の外を見る。太陽がだいぶ高い位置にきていた。とっくに起床しなければいけない時間だが、とても起きる気にはなれなかった。

　月曜日の朝を思わせる暗あん澹たんたる目め覚ざめだ。

　おれは寝返りを打ち、この先、起きるであろう憂ゆう鬱うつなイベントを念頭に呼び起こす。

　この南エリアを平和に導みちびくためにはヴェノレッドを倒さなければならないが、その前にアルルさんと対たい峙じしなければならない。

　原作通りであれば湖上にそびえ立つ城の中に入ると、アルルさんと、彼女を監かん視ししているヴェノレッドが主人公たちを待ち受けている。特殊な装そう置ちで洗せん脳のう状態にあるアルルさんは問もん答どう無む用ようで主人公たちに襲おそいかかってくる。

　その戦いでアルルさんに負けるとゲームオーバー。勝利した場合、ヴェノレッドが割り込んできて、「使えない女だ」と言葉を吐はき捨すて、アルルさんの心しん臓ぞうに武器を突つき刺さす。

　致ち命めい傷しようを負おったアルルさんは橋の下に落下──そのまま帰らぬ人となる。

　というのが、原作の流れだ。

　もっとも『アルルさんとの戦せん闘とうに勝利する』ということは、ダメージが数字でなくそのまま怪け我がとして反映されるこの世界の法則からいくと、彼女の命を奪うばってしまう可能性が高いわけで。とにかく、勝負がどちらに転ころんでも不幸な現実が待っているのは間違いない。

　──ぐぅ～。

　静せい寂じやくに包まれた寝しん室しつ兼けん書しよ斎さいに気の抜けるような音が響ひびき渡わたった。

　腹はらの音だ。今日はまだ食事をとっていない。

「何か食べるか……」

　おれは身み支じ度たくを整えると、部屋を出た。

　と──

「裕ゆう貴きさん」「……軍ぐん師し様」

　部屋の前でシャノンさんとエルマさんが待っていた。

　二人の突とつ然ぜんの登場に戸惑っていると、

「軍師様。アルルを助けにいこう」

　エルマさんの迷いのない言葉がおれの胸むねに突き刺さった。

　どうやらシャノンさんも同じ考えらしく、うんうん、と隣となりで頷うなずいている。

「助けにって……具体的なプランはあるの？」

「アルルは敵の洗せん脳のうを受けている」

「……うん」

「洗脳を解とくための装そう置ちが地下にあるって城を警けい備びしている魔ま物ものが言ってた」

　きっと羽は虫むしを使って調べたのだろう。

「……それで？」

「城に突とつ入にゆうして、それを探す！　そして、壊こわす！」

「…………いやいやいや」

　正面突とつ破ぱって。さすがに考えなしに突つっ込こむわけにはいかないぞ。

　アルルさんの洗脳状態をコントロールしている装置が城の地下にあるのは原作通り。地下には洗脳装置を開発した学がく者しや肌はだの魔物がいて、話しかけると聞いてもいないのにアルルさんの凄せい惨さんな人体実験、洗脳の過程と洗脳装置の仕組みについて饒じよう舌ぜつに語り出す。洗脳装置を破は壊かいすれば洗脳状態は解ける、という事実はここで知ることができる。エルマさんを含む主人公パーティーはこの学者肌の魔物に怒りをぶつけ、そして洗脳装置を破壊する。

　だけど──

　洗脳装置を破壊したところでなんの意味もない。

　なぜならこのイベントが発生するのはアルルさんの死後だからだ。

　つまり、この胸むな糞くその悪い展開はプレイヤーと主人公パーティーの憎しみを増ぞう幅ふくさせるためにあるようなもので、アルルさんを救うために用意されたイベントではないのだ。

　洗脳装置を破壊すれば洗脳は解ける──これは作中で語られていることなので事実なのだろうが……。

　アルルさんとの接触。アルルさんの死。

　地下に向かうことができるのはそのあと。

　そう簡単にこの流れを変えることができるとは思えない。

　……原作順守。その壁かべが高いことは誘ゆう拐かいイベントで実証されている。

「シャノンさん、エルマさん。アルルさんを助けようと思ったら、まず敵に見つからずに城に侵しん入にゆうする方法を考えないと」

「なぜですか？」とシャノンさんが小首を傾かしげる。

「エルマさんが言ったように洗脳装置を破壊するために城に向かったとするよね？　そこまではいいとして……その後、城の中に正面から入って、洗脳装置を見つける前に、敵に見つかってしまったら、敵側はどういう行動に出ると思う？」

「えっと……アルルを呼ぶ……？」

「うん。たぶん敵はアルルさんにおれたちと戦うよう命じるはずだよ」

「……それはとてもまずい」エルマさんが渋しぶい顔で首を振り「だったら、敵に存在を察知されなければ大丈夫？　アルルを助け出せる？」

「可能性はゼロじゃないけど……」

「わかった。じゃあ、湖を泳いでお城の裏うら手てに回る」

　またとんでもないことを言い出したぞ。

「えっと、泳いで近づくのはいいけど、城は切り立った崖がけの上に建ってるんだよ？　どうやってあの崖を登るの？　そもそもあの城に裏口がなかったらどうするつもり？」

「……うう～」

　おれが問題点を指摘すると、エルマさんがアヒル口で唸うなった。

「二人とも、少し頭を冷ひやしたほうがいいよ」

　おれは室内に引き返し、半開きになっているドアを閉めようとした。

　と──

「ううううううう～」

　エルマさんが非難めいた声を発しながらドアの隙すき間まに身体からだを滑すべり込こませた。

　シャノンさんも、「まだ話は終わっていません！」と言いながら室内への侵しん入にゆうを試みる。

「……いや、だから」

　おれは部屋の中ほどで立ち止まる。

　不満げな表情でおれを見つめる二つの顔。

　中ちゆう央おう司し令れい部ぶの温厚代表に数え上げられるシャノンさんとエルマさんがこれほどしつこく迫せまってくるということは、よほど納得がいかないのだろう……。

　とはいえ、無理なものは無理。精神論だけでなんとかなるような問題ではない。

「ともかく……現時点ではアルルさんを救い出すのは不可能だから」

　おれは話を打ち切るつもりでそう言った。

　すると──

「不可能じゃありません！」

　シャノンさんが金切り声で叫さけんだ。

「裕ゆう貴きさん……私のときは助けに来てくれたじゃありませんか？　バニラさんが言っていました。みなさんが私のことを諦あきらめかけていたとき、裕貴さんだけは私がまだ生きているほうに望みを賭かけて、みなさんの反対を押おし切きり一人で拠点を飛び出したのだと。もしあのとき、裕貴さんが諦めていたら、私は今もずっとあの墓はか場ばの地下で……」

「……軍ぐん師し様は諦めなかった。諦めなかったからシャノンを救い出すことができた」

　エルマさんがシャノンさんの言葉を引ひき継つぐ。

「だから……だから！　あたしも諦めない！　アルルを助ける！　たとえ軍師様が反対したとしても、あたしはアルルを助けにいく！　行動しなければ何も変えられないから！　変わらないから！」

　エルマさんは目に涙なみだをいっぱい溜ため、力説した。

　熱い感情の波が次々におれに押おし寄よせてくる。とても押し返せそうにない。

　諦あきらめない、か。

　たしかにおれは半なかば諦めかけていた。

　そして、弱気になっていたと思う。

　アルルさんの誘ゆう拐かいイベント──

　もっとも有力と思われたイベントの回かい避ひに失敗したから。

　だからもう何をやっても無む駄だなのだと……。

　でも──

　ここで諦めたら、いずれはアルルさんを失ってしまう。

　そのときのエルマさんの悲しみ、憎しみ──決して忘れたわけではない。

　序じよ盤ばんの山場であるアルルさんの死し亡ぼうイベント。これが終わると、味方の主要メンバーはあらゆる手段を駆く使しして魔ま人じんを滅ほろぼそうとする『過か激げき派は』と、最低限の節度を保った上で魔人と戦う『穏おん健けん派は』に別れることになるのだが、そんな中、エルマさんは『過激派』の一員となってしまう。憎しみに囚とらわれたエルマさんは序盤とは別の意味で無口なキャラになる。

　荒すさんだ心を癒いやすのは……戦いだけ。

　──嫌いやだ。

　あんなエルマさんは見たくない──

「…………ごめん、二人とも──おれが間違っていたよ……」

　ダメな自分。役立たずの自分。無力な自分。

　何もかもが嫌になり、自分という殻からに閉じこもっていた。

　シャノンさんの気持ち、エルマさんの気持ち──

　みんなの気持ちから目をそらしていた。

「軍ぐん師し様」エルマさんがおれの手を握にぎる。「一緒に頑がん張ばろう？」

「……うん。頑張ろう。みんなでアルルさんを取り戻そう」

　アルルさんの誘拐イベントは回避できなかった。

　武器が身体からだをすり抜けた、という戦士の人の証言から考えて、あのイベントはどんな手を使っても回避は不可能だったのではないだろうか？　でも、だからといって全すべてのイベントが一本道とは限らない。

　たとえばシャノンさんの復活イベント。あれは本来なら『夜よ明あけの救きゆう世せい主しゆ』の登場人物たちがなんらかの手を尽つくしてシャノンさんの復活を成なし遂とげるイベントだったはず。それをおれたちの手で実現した。アルルさん誘拐イベントのように回避不可能なイベントもありはするのだろうが、ときとして自由度の高さが垣かい間ま見えるのもたしか。

　城に潜せん入にゆうしてアルルさんの洗せん脳のうを解とく──

　これが実現可能なことなのかはわからないが、今回はモンスター襲しゆう撃げきイベントのときとは違って、受ける側ではなく、おれたちは攻める側。じっくり時間をかけて作戦を練ねり、こちらの好きなタイミングで仕掛けることができる。




「──やる気、出てきたみたいだな」




　突とつ然ぜん──

　ガチャ、と扉とびらが開き、廊ろう下かからマシューが顔を覗のぞかせた。

　後ろにはバニラさんとリーネもいる。

　三人とも、話は聞かせてもらったぜ、と言わんばかりのドヤ顔だった。

　廊下で盗ぬすみ聞ぎきしていたのかもしれない。……というか、シャノンさんもエルマさんも大きな声で叫さけんでたもんな。そりゃ、誰だれだって気になって駆かけつけるか。

「ほら、裕ゆう貴き。これ、見ろよ」

「……それは？」

「東の城周辺の地図だ」

　マシューが簡かん潔けつに答え、二つに折りたたまれた白い紙をおれに手渡す。

「いつの間にこんなものを？」

「軍ぐん師し様とエルマさんが休んでおられる間ですわ」

　そう答えたのはバニラさん。その後、マシューが説明を引ひき継つぎ、

「なんつーか、その……アルルのことは、お前とエルマが一番ショックを受けていたみたいだったから、しばらくそっとしといてやろうって話になったんだが、おれたちまで落ち込んでいるわけにはいかないだろ？」

「だから地図を……」

「ああ」

　迷いのない顔で頷うなずくマシュー。まるでそれが当たり前のことであるかのように。

　みんな本気なんだ。本気でアルルさんを救い出そうと……。

「軍師様？　作戦会かい議ぎする？」

「……うん」おれは先頭に立って歩き出す。「みんな──会議室に行こう！」

　おー、とリーネの元気のいい返事が室内で反はん響きようする。

　他の四人の声もワンテンポ遅れて響ひびいた。

　今はまだどうすればいいのかわからないけど──

　でも、きっと全員で力を合わせれば答えは見つかるはず。







　数時間後、会議室にて──

「やはり偵てい察さつをするならエルマさんの羽は虫むしですね」

「だな」

　エルマさんから受け取った新しい地図を眺めながら頷うなずくマシュー。

「わたくしたちが動いた意味はほとんどありませんでしたわね」

「……そんなことない。みんなが作ってくれた地図があったから、あたしの偵察も短時間ですんだ。この地図はあたしだけの力で生み出したものじゃない」

「うん。そうだね」

　おれはエルマさんに同意を示すと、マシューが眺めている地図に視線を落とした。

　その新しい地図には東の城周辺の地形だけではなく、一部ではあるものの、城内部の構造までもが描かれている。地図によると城には裏うら口ぐちが一つたりとも存在しない。中に入るためにはやはり正面の扉とびらから入るしかないようだ。空が飛べれば上の階に入り込めそうな場所がいくつかあるようだが、おれたちは空を飛ぶスキルもなければその手段も持っていない。

「エルマさん。洗せん脳のう装そう置ちがあるのは地下で間違いないよね？」

「……うん。そう。前に調べた通り」

「入り口が正面の扉しかないとなると……作戦は限られてくるな」とマシュー。

「そうじゃのぉ……」

　リーネが机つくえの上で頰ほお杖づえを突つく。

「……扉を抜けるとアルルがいる。黒い外がい套とうを着てる。別人みたいな人相……」

　神しん妙みような顔つきで俯うつむくエルマさん。

　これも偵察の成果である。アルルさんが扉の先にいるのも原作通りだ。

「夜間に忍しのび込こんでも……正面から入れば誰だれかに見つかりますわよね」

「アルルや魔ま物ものたちを薬で眠らせる作戦はどうじゃ？」

「厳きびしいだろうな」リーネの提案を一いつ蹴しゆうするマシュー。「そういうのは警けい戒かいの薄うすいルートから侵しん入にゆうする場合に使う手だ。正面から入って、全すべての敵を眠らせるってのは現実的じゃない」

「うむ……そうじゃの。騒さわがれたらそこで終しまいじゃろうし、首しゆ尾びよく逃げ出せたとしても、二度目はないじゃろうしのぉ」

「ですが、方向性は間違っていないのでは？」と明るい声でシャノンさん。「なんにしても敵の目を欺あざむく必要があるわけですし」

「うん。おれもシャノンさんの言う通りだと思う」

「そうですわ！」とここでバニラさんがポンと手を叩たたき、「街まちの東に一風変わったお店が建ち並ぶ一帯があるんですけれど、そこに行けば今回の作戦に使えるアイテムが見つかるかもしれませんわ」

「例の下着屋さんがある通りですか？」とシャノンさん。

「いえ。もっと奥ですわ。アルルさんから教えて頂きましたの」

「……アルルが」

　エルマさんが控ひかえ目めにつぶやく。

　一風変わったお店か──

　ほとんどは『Ends of the earth』以外のゲームが元ネタだろう。

　二百本にも及ぶＲＰＧをツギハギして作られた世界なのだから当然だが、そういった元ネタ外のアイデアを活用することで、もしかしたらこの事態を切り抜けられるかもしれない。

「よし。それじゃあ、街まちの東に行ってみよう」







「あの……この鉄の塊かたまりはオブジェか何かですか？」

　シャノンさんがカウンターの奥にいる黒いローブ姿の若い女店主に質問する。

　女店主は目を落としていた分厚い本から面倒くさそうに顔を上げ、

「ああ、それは『取るに足らないもの』と言いまして、荷物を圧迫するだけの無意味なアイテムです。その名の通りですね。買いますか？　お値段は一万ＧＵになります」

「誰だれが買うかよ！　しかも高けぇし！」

　女店主に鋭するどいツッコミを浴あびせたのはマシュー。

　ゴミじゃねーか、と怒っている。

「ハァ……。どのお店もガラクタばかりですわね……」

　お店巡めぐりの発案者であるバニラさんは早くも意い気き消しよう沈ちんしていた。

　すでに半分以上のお店を見て回っているのだが、いずれのお店にも有用なアイテムは置いていなかった。他のお店も期待するだけ無む駄だ。すでにそんな空気が漂ただよい始はじめている。

「あのー、そっちに置いてある、泥どろでできた人形は……？」

　再びシャノンさんの疑ぎ問もんが女店主に向く。

「ああ、それは『ゴーレム君』です。魔ま力りよくを注そそぎ込こむと動き出します」

「ゴーレムということは戦せん闘とう能力があるのか？」とマシュー。

「ええ、かなり有能ですよ」女店主は自信ありげに頷うなずいた。「ただ、『ゴーレム君』は魔力を注ぎ込んだ人間を攻こう撃げきの対象に選ぶので取り扱いには十分注意する必要があります」

「罠わなじゃねーか！　こんなもん売り物にするな！　いつか死人が出るぞ！」

「ナイスなツッコミですね。私もそう思います」と吞のん気きな女店主。

「こんな店潰つぶれちまえ！」

　マシューが罵ば声せいを残し、お店を出ていく。

　また来てくださいねぇー、と笑顔で見送る女店主。

「神経の図太い店主じゃの……」




　そんなやり取りがあったあと──




「収しゆう穫かく……ゼロですわね」

　バニラさんが申し訳なさそうに目を伏ふせた。

　結局、最後のお店でも目ぼしいアイテムは発見できなかったのだ。

「裕ゆう貴きさん、どうしますか？　一いつ旦たん、拠点に戻りますか？」

「うん。そうしようか……」

　通りの一番端はしにあるリサイクルショップもどきをあとにしたおれたちは薄うす暗ぐらい裏うら路ろ地じを抜け出し、初めてアルルさんと出会ったときに訪れた食堂がある通りに出た。

「ゆーきー」

　リーネが歩くテンポを落とし、最さい後こう尾びのおれの隣となりに並ぶ。

「ん、どうしたの？」

「うむ。思ったのじゃが、以前、シャノンが自じ爆ばく技わざを使ったときに、魔ま法ほうでシャノンに変身してワシらの目を誤ご魔ま化かした女性がおったじゃろう？」

「あ、うん。いたね」

「あの変身魔法が今回の作戦に利用できないかの？」

「それはグッドアイデアですわ！」バニラさんがおれたちの間に割って入ってきた。「たとえば魔ま物ものの姿に変身するのはどうです？　お城の正面から堂々と中に入っていけるのでは？」

「うーん、でも敵側が城に出入りしている魔物を逐ちく一いちチェックしているかもしれないし、それにあの変身魔法は見たことのない生き物には変身できなかったはずだから……」

「そうなのかー。前者はまだ望みがないでもないが、後者は必ずクリアしておかねば、城内に存在しない魔物に変身しようものなら、侵しん入にゆう時じに敵に怪あやしまれること必ひつ至しじゃ」

　懸け念ねんはそれだけではない。ヴェノレッドの背はい後ごにはあの方なる人物が控ひかえている。念には念を入れて、あちらの裏を搔かく作戦を練ねらなければ……。

「裕貴さん」とここでシャノンさんが話に加わり「エルマさんの羽は虫むしを使えば城内にいる魔物の姿を捉とらえることができるのでは？」

「……それは無理」エルマさんが首を振る。「羽虫が見た映像や音声は私にしか知覚できないから。他の人には見ることも聞くこともできない」

「となると、残念だがその作戦も却きやつ下かするしかないようだな」

　マシューが冷静に結論を下す。

「いや、でも、考え方は間違ってないよ。というか──」

「というか？」

　リーネが白衣を揺ゆらしながらおれを見上げる。

「いいヒントをもらった」

「裕ゆう貴きさん？　もしかして何か考えが？」

「ごめん。まだ具体的には……。でも──」

　姿を変えて敵の目を欺あざむく、という作戦は使える。

　他に変身魔ま法ほうみたいに姿を変化させる魔法はないだろうか？

　魔法なら、人材さえ確保できれば即実行可能なわけだし……。

　おれは脳のう内ないに格納された二百本近いＲＰＧの魔法・スキルデータに検けん索さくをかけてみた。

　しかし──

　ダメだ。現時点では……現在のみんなのレベルでは有用な魔法、スキルは見当たらない。

　そもそも姿を変える系の魔法とかスキルって序じよ盤ばんで覚おぼえるようなものじゃないんだよなぁ。数も少ないし。シャノンさんに変身した女の子は例外中の例外。

「……うーん」

「裕貴。とりあえず拠点に戻ろうぜ」

「……そうだね」

　頷うなずき、歩あゆみを再開する。

　他のみんなもつられて歩き出した。

「しかし、あのゴーレム……破は壊かいしたほうがよかったんじゃないか」

　マシューが思い出したように言った。

「これこれマシュー。物ぶつ騒そうなことを言うでない」

「物騒なのはあのゴーレムのほうだろ」

「ゴーレムではありません。ゴーレム君です」どうでもいいことを指摘するシャノンさん。

「どうせ壊こわすなら、ヴェノレッドの城の扉とびらの前に設置すればいいのではなくて？　もしかしたら敵が引っかかってくれるかもしれませんわよ？」

　バニラさんが投げやりな口調で言う。

「んなあからさまな……」マシューが肩かたをすくめる。

「……意外に引っかかるかも」とエルマさん。

「どうじゃろうなー。ワシは物理的に破壊されるのがオチだと思うがのー」

「ですが、敵がどんな攻こう撃げきパターンを持っているのかを知ることはできるかもしれません。エルマさんの羽は虫むしを使えば一いち部ぶ始し終じゆうを観察できますし」

「敵の攻撃パターン……？」

　シャノンさんが発した何なに気げない言葉が、おれに天てん啓けいをもたらした。

　そうだ。特殊な魔法とかスキルってのは何も味方側だけのものじゃない。

　敵だって使えるんだ。特に毒、睡すい眠みん、混乱、麻ま痺ひ、石せつ化かなどの状態異常をもたらす攻撃は敵の専せん売ばい特とつ許きよと言ってもいい。そして、その多種多様な状態異常攻撃の中には対象の姿を変化させるものもある。たとえば対象を動物の姿に変えるもの。カエルだったり、カッパだったり、豚ぶたに変化するものもある。

「エルマさん」

「ん、何？」

「砂さ漠ばくのマッピングってほぼ完了してたよね？」

「うん」エルマさんが道具袋の中から地図を取り出す。「でも、砂とサボテンばかりで目ぼしいものは何も見つからなかった。モンスターの種類は豊富だったけど」

「そう言ってたね」

　おれはエルマさんから地図を受け取った。

　彼女にマッピングを依頼したのは、東西南北に大きく広がる砂漠にピラミッドのような定番の建造物があるかもしれないと考えたからだ。たとえ本筋とは無関係のサブイベントだったとしても経験値の足しになるイベントはこなしておいたほうがお得だ。もっとも、エルマさんの調査ではダンジョンに相当するスポットは発見できなかったらしいが。

「……確認できたモンスターは全部で十種類」

「かなり多いね」

　おれはエルマさんから砂漠に出現するモンスターの詳くわしいビジュアルを聞き出した。実際に遭そう遇ぐうしたデザートスコーピオンや黒サソリ以外のラインナップをおれはエルマさんから詳しく聞いていなかった。ダンジョンがないのなら、と後回しにした結果である。

「麻ま痺ひ、石せつ化か、睡すい眠みん……」

　デザートスコーピオンや黒サソリがそうだったので、もしや、と思ったのだが、やはり砂漠に出現するモンスターは状態異常攻こう撃げき持ちが多いようだ。

　でも──

　肝かん心じんのアレがない。

　おれは再び地図に目を落とした。

「ねえ、エルマさん。ここのサボテンなんだけど、なんだか他のより大きくない？」

　おれは砂漠の西側に描かれた三つのサボテンを指差した。

「うん。砂漠にサボテンはたくさんあった。でも、ここのサボテンはすごく大きかった」

「これ、どういう配置だった？　もしかして三角形……いや、綺き麗れいな正三角形を描いてなかった？」

「……だったかも」

「そっか。だったら……可能性は十分──」

「……軍ぐん師し様？」

「エルマさん。しばらくの間、この地図借りるね」

　おれはそう言って地図を尻しりポケットにしまう。

「んっ……裕ゆう貴きさん？　どこへ行かれるのですか？」

　砂さ漠ばくがある北に向かって歩き出したおれの背せ中なかにシャノンさんの声がかかる。

「うん。ちょっとね。考えがあるんだ」

「ほう」マシューが笑顔を浮かべ、「その顔は期待してもいいんだよな？」

「まあ……ね」

　おれは控ひかえめに頷うなずいた。これしかない、というくらいには自信のある作戦だったが、絶対に上手うまくいくという保証があるわけではない。

「みんなは先に拠点に。おれもすぐに戻るから」

「……一人で大丈夫？」

　エルマさんが心配そうにおれを見つめる。

「うん。心配は無用だよ。たいした仕事じゃないし」

　実際は砂漠を往復する必要があるのだが、一人のほうが動きやすいので噓うそをついた。

「裕ゆう貴きさん。お気をつけて」

「ゆーきー。またあとでなー」

「軍ぐん師し様！　いってらっしゃいませ！」

　みんなに見送られる中、おれは『荒こう野やの街まち』をあとにした。







　エルマさんから受け取った地図を頼りに砂漠を北上する。

　目印の乏とぼしい砂だらけの一帯がしばらく続いたが、そのうちサボテンが目立ち始めた。

　だが目的の場所はここではない。おれが目指しているのはもっと大きなサボテンが生はえている場所なのだ。そして、そこにはレアなモンスターがいるはずで──

「見えてきた」

　進路を西に変え、夕ゆう陽ひを追いかけるようにして前に進んでいると、それまで砂漠に生えていたサボテンとは明らかに大きさの異なる三つのサボテンが遠目に見えてきた。

　三つのサボテンは自生しているにしては不自然な配置、規則正しい正三角形を描いていた。

　どうやらおれの推測は当たっていたらしい。

「たしか北側のサボテンを……揺ゆらすんだったよな」

　おれは通常の三倍はあろうかというサボテンを軽く蹴けってみた。

　すると──

「ぴぎゃあああー!?」

　サボテンの陰かげからピンク色の芋いも虫むしっぽい魔ま物ものが飛び出してきた。

　芋虫といっても子猫くらいの大きさはある。

「ぴぎゃー！」

　この芋虫の元ネタはデビルベアと同じ『アニマル・ウォーズ』で、名前を『奇き抜ばつなピンクちゃん』という。かなりふざけた名前だが、あのゲームは極きよく端たんなまでのコミカルさが売りなので、この程度は序じよの口くちだったりする。もっとひどい名前の魔ま物ものも出てくる。

「ぴぎゃ！　ぴぎゃ！」

　間合いを図はかっていると、ピンクちゃんが突とつ然ぜん口から白いガスを吐はき出だした。

「おっと──」

　おれはサイドステップでそれをかわす。

　そして、レベル99のスピードを生かしてピンクちゃんの背はい後ごに回り込み、

「悪いけど、しばらく我が慢まんしててね」

　そのド派は手でな極ごく彩さい色しきのモンスターを背後から抱きかかえた。

　見た目は芋いも虫むしだが、抱き心地はぬいぐるみのようで、ふわふわしていた。

　ぴぎゃー、ぴぎゃー、と泣なき喚わめくピンクちゃん。

「よし。街まちに戻ろう」

　おれはピンクちゃんを捕ほ獲かくすると来た道を引き返した。

「ぴぎゃあああああー!?」

　モンスターを両手で抱かかえ、殺さつ風ぷう景けいな砂さ漠ばくを全力疾しつ走そうするおれの姿はさぞかしシュールだったことであろう。







　街に着く頃ころにはすっかりあたりが暗くなっていた。

　大通りを歩く通行人の数が少なくなっていたのはモンスターを抱えて歩くおれにとっては幸いだった。昼間だったら騒さわぎになっていたかもしれない。

「裕ゆう貴きさん、おかえりなさ──」

　拠点の三階、会かい議ぎ室しつの扉とびらをノックすると、シャノンさんが扉を開けてくれた。

　おれが自みずからの手で扉を開けなかったのは両手が塞ふさがっていたからなのだが、そのせいで思わぬハプニングを招まねいてしまった。

　というのも、扉が開いた瞬しゆん間かん──

「ぴぎゃー！」

　とピンクちゃんが目の前のシャノンさんに白いガスを浴あびせてしまったのだ。

「──ひゃ、ひゃああああ──……ぁぁ……ぁぁ……──」

　室内に響ひびき渡わたるシャノンさんの悲ひ鳴めい。

　だがその声はどんどん小さくなっていった。ボリュームを少しずつ絞しぼるような感じ。

　不自然な声の遠のき方だったが、それ以上に驚おどろくべき怪現象が目の前で起きていた。

「シャ、シャノンが消えた!?」

　そう叫さけんだのはリーネ。他の女じよ性せい陣じんも同様の驚き様だったが、

「いや、消えたんじゃない。小さくなったんだ──」

　マシューがいち早く真実に気づき、床の上でぴょんぴょん飛とび跳はねている、手のひらサイズになったシャノンさんを指差した。
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　──そう。

　ピンクちゃんの白いガスには対象の身体からだを小さくする効果があるのだ。

　状態異常、ちびちび。『アニマル・ウォーズ』ではそう呼ばれている。

　ちびちびは万ばん能のう薬やくの類たぐいでしか治せない厄やつ介かいな状態異常で、魔ま法ほうなどの特別なスキルは使用可能だが、物ぶつ理り攻こう撃げきによる与ダメが「１」に固定され、防ぼう御ぎよ力りよくが四分の一になる。しかも戦せん闘とう終了後も効果が永続する面倒な状態異常だ。

　おれがピンクちゃんの存在に目め星ぼしをつけたのはエルマさんが作成した砂さ漠ばくの地図に三つのサボテンが描かれていたこともあるが、この南エリアのフィールドに出現するモンスターの元ネタの大半が『Ends of the earth』、『アニマル・ウォーズ』からだったので、もしかしたらピンクちゃんも砂漠にいるんじゃ？　と思ったのだ。

　ちなみにピンクちゃんの攻撃パターンに通常攻撃はない。ひたすら口からガスを放出するだけの無害な存在だ。なのに経験値は同じレベル帯の敵の十倍以上はある。経験値が豊富なのには理由がある。実はピンクちゃんとの戦せん闘とうには増ぞう援えんが用意されているのだ。

　増援は三つのサボテン。『不屈のトライアングル』という妙な名前の三人組（？）はファンの間で『ピンクちゃん応おう援えん隊たい』と呼ばれている。腹ふつ筋きんが割れた人型の巨大サボテン三体はいずれも怪かい力りきの持ち主で、ピンクちゃんの白いガスとの組み合わせは最悪の一言。だが経験値に見合った敵と言える。

　サボテンたちはピンクちゃんに危害を加えなければ動き出さないので、今も砂さ漠ばくで美しい三角形を描いていることだろう。目の前で拉ら致ちられたにもかかわらず動き出さないサボテンたちの一体どこが『ピンクちゃん応援隊』なのだ、というツッコミは不毛なので止やめておく。

「……軍ぐん師し様。もしかしてこの状態で城に侵しん入にゆうする……？」

　エルマさんが床の上で右う往おう左さ往おうしているシャノンさんを両手ですくい上げる。

「うん。この方法ならたぶん上手うまくいくよ」

　おれはピンクちゃんのガスがみんなにかからないよう細心の注意を払いながらエルマさんの虫カゴ──魔ま法ほうにより拡大と縮小が可能──にピンクちゃんを閉じ込めた。ピンクちゃんは虫カゴの中に入ると急におとなしくなった。

「うむ。この大きさなら、敵に存在を気づかれることなく城の中を動き回れるの」

「で、ですが……今のガス、身体からだに害があるのでは？」

　ちびちび化したシャノンさんを心配そうに見つめるバニラさん。

「それは……まあ、気をつけるべきだけど、これを使えば……」

　おれは低コストで購入可能な万ばん能のう薬やくに相当するアイテム『リフレッシュパウダー』をエルマさんの手の上で体育座りをしているシャノンさんの身体に振りかけた。

「──わっ」

　エルマさんが慌あわてて手の上のシャノンさんを床の上に置く。

　シャノンさんが元の姿に戻り始めたからだ。

「よ、よかったです。元に戻れました……」

　シャノンさんは本来の姿を取り戻すと、ふぅ、とため息をついた。

「ふむ。元に戻る方法はちゃんとあるようじゃな」

「そのようだな」

　リーネとマシューは腹はらを決めたらしい。目が真剣だ。

「たとえ害があったとしても、あたしはやる。アルルを助けるために」

「そう……ですわね。贅ぜい沢たくを言えるような状況ではありませんものね」

　エルマさんの決意を目の当たりにし、バニラさんも覚悟を決めたようだ。

「決まりですね」

　もちろんシャノンさんも。彼女の場合、最初から迷いなんてないだろうが。

「とはいえ、ガスの副作用の心配を除のぞけば、そうそう心配することもないんじゃないのか？」

「いや──」

　おれはマシューの楽観的な意見に否ひ定ていの言葉を返した。

「裕ゆう貴きさん？　もしかして何か問題が？」

「うん。ガスで小さくなるのはいいとして、問題はどうやって──扉とびらを開けるかなんだ」

「……そうか。全員、小さくなったら誰だれも扉を開けられない……か」

　マシューの表情が一転して硬くなった。

「しかし、誰かが扉を開けるとなると、その者は敵に……」

「見つかる……？」

　続くリーネの言葉を紡つむいだのはエルマさんだった。

「そう。だからこの作戦を実行に移すためには誰かが囮おとり役やくを務める必要があるんだ」

「囮だったら私が──」

「──囮はおれがやるよ」

「裕貴さん……」

「大丈夫だよ。シャノンさん。この中で一番タフなのはおれなんだから」

「それはそうかもしれませんけど……」

「エルマさんの報告にあったように、城の正面にある扉を開けると、洗せん脳のう状態にあるアルルさんがいるはずだから、おれが城の外に──橋の上に誘ゆう導どうするから。その隙すきにみんなは中に入って、地下にある洗脳装そう置ちを破は壊かいして。破壊が完了したら、エルマさんの羽は虫むしで外にいるおれにその旨むねを知らせてくれないかな？」

「……わかった」

　エルマさんが力強く頷うなずく。

「裕貴さん。くれぐれも気をつけてくださいね？」

「うん。ありがとう」

　囮役──これはシャノンさんたちには任せられない。あまりにも危険だから。

　アルルさんの攻こう撃げきに長時間、耐えることができるのはこの中ではおれだけ。

　しかも、この戦いは勝っても負けてもいけないのだ。

　勝てばアルルさんが死ぬ。負ければおれが死ぬ。

　洗脳装置の破壊が完了するまで、できるだけ戦せん闘とうを長引かせなければならない。

　大丈夫。おれならやれる。いや、上手うまくやってみせる。

『モンスター襲しゆう撃げきイベント』では苦く汁じゆうをなめさせられたが、今度はこちらが仕掛ける番。

　必ずアルルさんを……救い出してみせる。

　そして、ヴェノレッドを倒し、背はい後ごで糸を操あやつっている黒くろ幕まくを──

　あの方なる人物の正体を暴あばいてみせる！
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　翌日──

　早朝、『荒こう野やの街まち』の東側の出入り口に、おれはいた。

　周囲にはシャノンさん、マシュー、リーネ、バニラさん、エルマさんの姿が。

　さらに中ちゆう央おう司し令れい部ぶとヴェルナー派は所属の冒ぼう険けん者しやが、約百名、この場に集まっている。

　これだけたくさんの人を集めたのは、アルルさんの救出後、総力を上げて城を落とすことになっているからだ。ここにいる百名にはこの場で待たい機きしてもらうことになっている。

「シャノンさん。ちょっと席を外はずすね」

「あ、はい。わかりました」

　作戦決行前、おれはみんなから離はなれ、近くの路ろ地じに入った。

　というのも──

「どうも。ヴェルナーさん」

「いきなり呼び出して、なんの用だ？　しかも、ヤツらから隠かくれるようにして」

　威い圧あつ的てきな声こわ色いろだったが、ヴェルナーにしては友好的なほうだろう。

「その……お願いがありまして」

「お願い？　城攻めについてなら承しよう諾だくしたはずだが？」

　目的が一致しているから城攻めに参加するのであってお前たちに協力するわけではない、とは昨夜のヴェルナーの弁べん。プライドの高いヴェルナーらしいリアクションだ。

「いえ、お願いというのは……アルルさんの救出作戦が失敗に終わった場合についてです」

「……失敗か」

「はい。失敗するということは誰だれかが死ぬということです。それで……もしおれやシャノンさんたちの生命が脅おびやかされるようなことがあったら、中央司令部のことをヴェルナーさんにお任せしたいんです。指し揮きをとる人間がいなくなったら組そ織しきは瓦が解かいするだけ──」

「断る」

　にべもない返事。即答だった。

「お前の使い古した兵隊など誰が受け取るか」

「ヴェルナーさん……」

「だいたい、今のお前が考えるべきなのは、失敗したあとのことではないはずだ。作戦を成功に導みちびくためにはどうしたらいいのか、それをギリギリまで考えるべきではないのか？」

「そう……ですね」

「くだらん話をするな。下したっ端ぱどもに聞かれたら士し気きが下がるぞ。現におれは下がった」

「す、すみません……」

「いちいち謝あやまるな」

　ヴェルナーがドンとおれの胸むねを押おす。

　怒っている。ヴェルナーは怒っている。だけど、怒られているような気がしないのはヴェルナーが出で来きの悪い弟を叱しかるしっかり者の兄のように見えたからかもしれない。

「……まあ、仮にお前が死んでも城攻めは成功させる。それだけは安心していい」

　ヴェルナーがくるっと身体からだの向きを変える。どうやらもう話を聞く気はないらしい。

　と思ったら──

「……お前は」

　急にヴェルナーがおれのほうを振り返った。

「はい？」

「いや……いい。なんでもない」

　再び背せを向けるヴェルナー。そして、今度こそ去っていった。

　最後に何か言いかけたようだけど……何を言うつもりだったんだろう？

　それがちょっとだけ気になった。







　時間になると、ピンクちゃんの白いガスを浴あびたシャノンさん、マシュー、リーネ、バニラさん、エルマさんの五人を両手の上に乗せた。もっとたくさんの人をちびちび化してアルルさん救出作戦の成せい功こう率りつを少しでも上げよう、という考えもあったのだが、その場合、みんなを運ぶための箱的なものが必要になるし、いくらちびちび化しているとはいえ、あまり人数が多いと、敵に感づかれる可能性があるので、結局はこの五人でいくことにした。

　このことは作戦決行の直前まで悩みに悩んだ。

　ヴェルナーにギリギリまで考えるべきだ、と発はつ破ぱをかけられなければ、たぶん悩むことはなかっただろう。結論は悩む前と一緒だが、悩んだのは無む駄だではなかったと思う。

　朝、起きたときは、失敗したらどうしよう、とそればかりが頭にあったが、今はもう迷いは消えていた。

　やるべきことはやった。考えるべきことは考えた。

　あとは成功を信じて実行に移すだけ──

「よし、行こう」

　おれは『荒こう野やの街まち』を飛び出した。仲間を両手に乗せて。
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　おれは縦たてにも横にも幅はばがある跳はね橋ばしの全景を眺めた。

　長さは目測で五十メートルほど。幅はばも三メートルから四メートルくらいはある。

　ファンタジー世界では、この手の跳はね橋ばしには木製の橋はし桁げたがよく使われるが、この城の跳ね橋は見た目ガラスのような素材でできている。魔ま界かいにしか存在しない鉱こう石せきを加工したもの──という描写がゲーム中にあるので、この足元や手すりに使われているキラキラした素材はガラスとは似て異なるものだ。

「不ぶ気き味みだな……」

　ヴェノレッドの城は異様な静けさに包まれていた。

　おれは湖にかかった長い跳ね橋を渡ると、扉とびらの前で足を止めた。

　みんなを足元に置き、ポケットから鍵かぎを取り出す。

「じゃあ、扉を……開けるよ」

　鍵穴にデビルベアから手に入れた青色の鍵を差し込む。

　──ギィ。

　その後、ゆっくりと扉を手前に引く。

　ちびちび化したシャノンさんたちには扉の影に隠かくれてもらった。

「え？　誰だれもいない……？」

　その円形状の部屋には魔ま物もの一匹見当たらなかった。原作の流れ、さらにエルマさんの羽は虫むしによる事前調査とは裏うら腹はらな現実におれは一いつ瞬しゆん戸惑ったが──いや、むしろこれはチャンスだ、と思い、ちびちび化したシャノンさんたちを扉の奥へと導みちびいた。

「──何者──っ」

　頭上からアルルさんの声が降ふってきたのはそのときで。

　──トン。

　降ってきたのは声だけではなかった。どうやら上の階から飛び降りてきたらしく、アルルさんはおれの背はい後ご、橋の上に降り立った。

「アルルさん……」

「あんたは──風かざ間ま裕ゆう貴き。中ちゆう央おう司し令れい部ぶなる組そ織しきで軍ぐん師しと呼ばれている男ね？」

　黒い外がい套とうを羽は織おったアルルさん。その表情はまるで別人のように邪じや悪あくだった。もともと鋭するどい目つきがさらに鋭くなっている。喋しやべり方かたも以前とは異なり抑よく揚ようがない。

　そして極きわめつけが──

「ふん。貧ひん弱じやくそうな男」

　この初対面のような対応。

　アルルさんは洗せん脳のうされているだけではなく記き憶おくすらも操そう作さされているのだ。

　……わかっていたことだけどキツイな。会話をするのが──恐い。

「ほう。一人で乗り込んでくるとはよほど腕うでに自信があるのか、それとも単なるバカか」

　アルルさんに続き、魔ま人じんヴェノレッドが頭上からゆっくりと下降してきた。

　登場の仕方に差異はあるものの、ここまでの流れはほぼ原作通りだ。

「ヴェノレッド様。この男、どうしますか？」

「言ったはずだ。──侵しん入にゆう者しやは全すべて殺せ、と──」

「……承知しました」

　あのアルルさんがヴェノレッドに敬語を使い、頭まで下げている。

　あれほど憎み、あれほど恨うらんでいたというのに……。

「風かざ間ま裕ゆう貴き。あんたを殺す。──覚悟しなさい！」

　アルルさんが軽く腰こしを落とし、右の拳こぶしを後ろに引く。

　──来るか。

　レベル99ＶＳレベル30。

　勝つことも負けることも許されない特別な戦いが幕まくを開けた──







　私は足がすくむ思いで、目の前の絶ぜつ壁ぺきに視線を落とします。

　絶壁はところどころに段差があって、螺ら旋せんを描くようにしてどこまでも下方に続いているようでした。たぶん螺旋階段です。身体からだが小さくなっているから絶壁に見えるのでしょう。

「おい、シャノン。危ないぞ。足でも踏ふみ外はずしてみろ？　下まで真まっ逆さかさまだぞ」

「で、ですね……」

　私はマシューさんの忠告を受け、安全な位置まで後退しました。

「うーむ。目的の場所はこの下にあるのじゃろうが、どうやって降りるかのぉ？」

「あたし、ロープ持ってる。これ、使う？」

　エルマさんが背せ中なかに背負っている荷物からロープを取り出し、全員を見回します。

「まるで山登りですわね」

「降りるんだけどな」

　マシューさんがキザに前まえ髪がみを搔かき上あげ、

「まあ、ロープを使えば降りられないことはないだろうが、今回の作戦は時間との勝負だ。ちんたらやってたら裕貴がやられちまう。……仕方ない。元の姿に戻るぞ」

「それしかなさそうですね」

　私たちは『リフレッシュパウダー』を使って元の大きさに戻ることにしました。

　ただし全員ではありません。大人数でぞろぞろ歩くのは危険だからです。

　本来の姿に戻ったのは、逃げ足には自信がある、と豪ごう語ごするマシューさんとエルマさんの二人。私とリーネさんはマシューさんの肩かたの上に、バニラさんはエルマさんの腰の道具袋から顔を出す形でおさまりました。

「……意外と天井が低い」

「そうだな。階段のほうも至いたって普通だ」

　エルマさんが上を、マシューさんが足元を見下ろします。身体からだが小さいままの私には現実のスケール感が把は握あくできませんが、二人の反応を見る限り、実際はたいしたことないみたいです。

「よし、先を急ぐぞ」

　マシューさんが先頭に立ち、そのあとにエルマさんが続きます。

　極きよく力りよく、音を立てないように、慎しん重ちような足取りで下に向かうマシューさん。幸いと言っていいのか、下に着くまでの間、魔ま物ものと遭そう遇ぐうするようなことはなくて──

「奥に扉とびらが見えますね。もしかしたらあの奥に洗せん脳のう装そう置ちがあるのかもしれません」

　目の前に伸びる長い通路。身体が小さくなっている私には果てしない長さに思えます。

「だといいが……ちょっと静かすぎないか？」

「で、ですわね。なんだか嫌いやな予感がしますわ──」

　全員が警けい戒かい心しんを強める中……。

　──ドゴーン！

　突とつ然ぜん──

　通路の奥、頑がん丈じようそうな石の壁かべを突つき破やぶり、奇き妙みような魔物が飛び出してきました。

　なんと頭が四つもあるのです。

　どの頭も獣けものじみていましたが、赤、青、黄、緑と独特な顔色をしています。

　また獣は奇妙なことに二本足で立っていました。

「な、な、な、なんじゃ？　このけったいな魔物は？」

「未知の魔物ですわね……」

「シャノン！」マシューさんが振り向き様ざまに私の名前を呼び、「例の『念ねん話わ装置』を使って裕ゆう貴きにこの魔物の弱点を訊きけ！　今すぐにだ！」

「は、はい！　わかりました！」

　私は手早く耳に装着した機き械かいのスイッチを入れました。この『念話装置』は離はなれた場所にいる相手と念話による意思の疎そ通つうが行える便利な道具。昨日、バニラさんの案内で街まちの東側に建ち並ぶお店を覗のぞいたときに、密ひそかにエルマさんが購入していたものです。

「心で念じれば……それが裕貴さんに伝わるはず……です」

　昨夜、練習した通りにやれば。そうすれば裕貴さんに私の意思が伝わるはずです。

　私は意い識しきを集中させ、心の中で言葉を響ひびかせる。地上にいる裕貴さんに向けて──







「ほらほら、どうしたの！　あんたの力はその程度？」

　アルルさんが飛んだ。

　背はい後ごの手すりを利用して高々と飛び上がったのだ。

　そして、そのまま角度をつけて急降下。

　ゲームの世界でしかありえない不自然な動き──空中で一いつ旦たん静止し、四十五度の角度で斜ななめ下したの対象に向かってドリルのようなスピン攻こう撃げきを浴あびせるアルルさんの得意技。

「──くっ！」

　おれは転ころがるようにしてその攻撃を避さける。

　すぐ側そばを錐きり揉もみ回転するアルルさんが横切っていった。

「ちょこまかと！　さっきから逃げているだけじゃないの！　この腰こし抜ぬけが！」

　橋の上に着地したアルルさんがすかさず追つい撃げきを仕掛けてきた。

　まずはジャブを連発。空気の渦うずが見えるような凄すさまじい速さのジャブだ。

　おれは無数に繰くり出だされるその拳こぶしを、半分手で受け止め、もう半分を身体からだで受け止めた。

「あんた、一体、何しに来たの？　死にに来たの？　だとしたら──理解に苦しむわ！」

　ジャブを繰り出しながら言葉を吐はき捨すてるアルルさん。

　喋しやべりながらなのに攻撃は的確。精度はまったく落ちていない。

「……死にに来たんじゃありません。おれは未来を変えるためにここに来たんです！」

　ぶつかり合っているのは拳だけではない。言葉も激はげしく衝しよう突とつを繰り返している。

「未来を変える？　意味がわからないわ。まあ、なんにしても、この程度の攻撃じゃ──何も変えられないけどね！」

　身体ごと前に突つき出だしたストレートは軽くアルルさんにいなされ、逆に手て痛いたい反撃を受けてしまった。体重の乗った重い拳がおれの腹はらに深く突つき刺ささる。

「……ぐうっ」

　おれはだらりと背はい後ごの手すりに寄りかかる。

　大振りのパンチとキック──おれが見え見えの攻撃を繰り出しているのはアルルさんにダメージを与えないようにするためだ。モンスターを一撃で葬ほうむり去さってしまうおれの攻撃が味方にも有効だとしたら、たとえすぐに復活するのだとしても、おれの攻撃によりアルルさんに多大なダメージと深い苦しみを与えてしまう。それはおれの本意ではない。

【裕ゆう貴きさん……裕貴さん。聞こえますか──】

　再びアルルさんと拳を交まじえようとしていると、聞きき慣なれた声が頭の中で響ひびいた。

　シャノンさんの念ねん話わだ──

　おれは勢いきおいよく飛びかかってきたアルルさんの頭を飛び越え、幅はばの狭い手すりの上に着地し、器用にバランスを取った。

【シャノンさん、聞こえるよ？　どうしたの？　何か問題が？】

【そ、それが……その、えっと……頭が四つありまして……】

【頭が四つ？　それは魔ま物ものか何かのこと？】

【は、はい、魔物です。頭が四つに分かれた不ぶ気き味みな魔物でして】

【……頭が四つ】

　普通の雑魚ざこ敵てきとは思えない。まさかボスなのか？

　原作だと地下での戦せん闘とうは通常のエンカウントのみだったはずだけど……。

【敵は獣けもの型がたなのですが、二足歩行です。頭が四つあって、どの頭も狼おおかみみたいな見た目をしています。なのですが……色が奇き妙みようで、赤とか青とか緑とか黄とか、色合いが独特なのです】

【獣型で……二足歩行。頭が四つあって、それぞれ色が違う──】

　まさか『ヘッドファング』なのか？　だとしたらかなりの強敵だぞ……。

『ヘッドファング』は『スター・ジュエル』というＲＰＧに登場する変かわり種だねの魔ま物もの。

　攻略法が決まっているので適当に攻こう撃げきしてもダメージを与えることはできない。

　適てき正せい討とう伐ばつレベルは23と高め。

　だが弱点を的確に突ついていけば今のシャノンさんたちでも倒せる敵のはずだ。

【ゆ、裕ゆう貴きさん……魔物が炎ほのおを！　赤い頭の口から！】

　シャノンさんの状況説明を聞き、おれは確信した。間違いない。敵はやっぱり『ヘッドファング』だ。あの魔物は、各頭がそれぞれ火属性、水属性、風属性、土属性の攻撃を行ってくる。赤い頭が火属性、青が水属性、緑が風属性、黄色が土属性といった具合に。

【シャノンさん、よく聞いて──】

　おれはアルルさんの攻撃をさばきながら、心の中で念ねんじる。

【背せ中なかに大きなコブがあるのはわかる？】

【いえ……相手は壁かべを背にして立っているので】

【コブの色が赤なら赤い頭を、青なら青い頭を、って感じに攻撃すれば大きなダメージが与えられるはずなんだ】

【つまり、背中のコブの色が弱点の頭の色を示しているのですね？】

【うん。ただし──って、やべ！】

　おれは横っ飛びでアルルさんの攻撃をかわす。

　ドン、と派は手でに手すりに激げき突とつしたが、たいした痛いたみではない。

【裕貴さん？　裕貴さん!?　大丈夫ですか!?】

【だ、大丈夫。おれのことは気にしなくていいから……っ】

　おれは体勢を立て直し、シャノンさんと念話を続ける。

【要はコブと同色の頭を攻撃すればいいんだ。ただし弱点以外の頭を攻撃してもダメージは通らないから気をつけて。あと一度頭を攻撃すると、それが弱点であろうとなかろうと、コブの色が変化するから、一回一回、コブの色を確認するように】

【了解です。ではまずマシューさんに敵の背はい後ごを取ってもらってコブの位置を……】

　グルルルルルルル──

　そのとき、獣の鳴き声が凹くぼんだ地形の湖に反はん響きようした。

「──アルル。加勢してやるぞ」

　ヴェノレッドの足元で光り輝く紋もん章しよう。

　あれは……幻げん影えい召しよう喚かんだ！

　地面に描いたのはバールゼフォンという悪あく魔まの幻影を召喚するための紋章。

　召喚する悪魔ごとに紋章の形が異なり、それはゲーム中でも確認することができる。

　ヴェノレッドが召喚できるのはバールゼフォンのみだが、中ちゆう盤ばん以降に登場する魔ま人じんたちはさらに上位の悪魔を幻影召喚することができる。

「さあ、来い──」

　紋章から身みの丈たけ三メートルはあろうかというライオンを思わせる悪魔が飛び出してきた。

　しかも同時に五体。原作では一体ずつの召喚なのだが……。

　グルルルルルルル──

　バールゼフォンがいきり立った獣けもののように咆ほう哮こうする。

　青白い光を放はなつ五体の悪魔はいずれも身体からだが透すき通とおっていた。

　実体のない幻影のみの召喚だからだ。

「風かざ間ま裕ゆう貴き。ここからが本番だ──」

　……六対一か。

　これまで以上の勢いきおいでＨＰを削けずられることになるな。

　いや、それでもおれのレベルならまだまだ耐えられるはず。

　グルルルルルルル──

　アルルさんと五体のバールゼフォンが一いつ斉せいに飛びかかってきた。

　……ここからは回かい避ひに徹てつするべきだな。

　おれは攻こう撃げきを受ける戦法から、かわす戦法に切り替えることにした。

【裕貴さん！　裕貴さん！】

　戦いが始まってまもなく、再びシャノンさんから連絡が入った。

　やけに慌あわてている。

【シャノンさん？　どうしたの？】

　敵の攻撃をかわしつつ、言葉を返す。

【コブが──コブがないのです……】

【え？　コブがない？】

【……はい。見当たりません。黒い……宝石のようなものはあるのですが】

【なっ!?　黒い宝石!?】

　それってまさか──

【裕貴さんが言っていたコブの色や形状はどのような感じなのでしょうか……？】

【……シャノンさん】

　間違っていた。その敵は『ヘッドファング』じゃない！

　そいつは物語の中ちゆう盤ばん以降に登場する『ハイ・ヘッドファング』だ！

　黒い宝石は『ジュエルガード』といってコブを守るシールドのようなもの。

　これを破は壊かいすれば下か位い互ご換かんの『ヘッドファング』と同じ攻略法で倒せるのだが──

　この『ジュエルガード』を破壊することができるのは『スター・ジュエル』の登場人物でありヒロインでもある、アレット・カリエールだけ。しかも、とあるイベントで古代魔ま法ほうを入手する必要がある……。

【裕ゆう貴きさん？　どうかされたのですか？】

　……ダメだ。今のシャノンさんたちに『ハイ・ヘッドファング』を倒すのは不可能。

　くそ！　ここでそいつが出るなんて予測不可能だろ！

　そもそも古代魔法を入手するイベントなんてこの南エリアにはなかったはずだ。

　見落としがあったのか？　いや、だいたい下位互換の『ヘッドファング』をすっ飛ばして適てき正せい討とう伐ばつレベル30の『ハイ・ヘッドファング』が出るなんておかしいだろ……。

　やっぱり──

　無理なのか……？

　原作の流れを変えることは──アルルさんを救うことはできないのか？

　おれは、おれたちは……定さだめられた運命をただなぞることしかできないのか──

【裕貴さん、とにもかくにもご指示を。このままでは防戦一方です……】

　指示を──

　なんて言えばいい？　できる限り頑がん張ばって、なんて具体性のない指示を出すのか？

　……バカな。そんなこと言えるわけがない。

【シャノンさん。その敵は──『ハイ・ヘッドファング』はかなりの強敵……。危なくなったら……いや、できることなら今すぐ逃げてほしい】

　撤てつ退たいの指示。それはアルルさんの救出を諦あきらめるということ。だけどこのままではアルルさんよりも先にシャノンさんたちのほうが全滅してしまう。アルルさんの救出──それがこの作戦の一番の目的だが、全員無事でなければなんの意味もない。

【……逃げることはできません】

　果たしてシャノンさんから返ってきたのはおれの指示を拒きよ否ひする言葉だった。

【で、でも、そいつは……その敵は……】

　攻略不可能──

　今のシャノンさんたちではどうすることもできない敵──

【大丈夫ですよ、裕貴さん。私は……絶対に死にません】

　いつか聞いたセリフ。シャノンさんの言葉が胸むねの内に広がっていく。

【……シャノンさん】

【危ない橋を渡っているのはお互い様ですよ。裕ゆう貴きさん、待っていてください。すぐに洗せん脳のう装そう置ちを壊こわして戻ってきますから……──】

「よそ見をする余裕があるとは──よほど死にたいらしいわね！」

「うわ──っ」

　念ねん話わに夢む中ちゆうでアルルさんが接近していることに気づかなかった。

　アルルさんの重い拳こぶしが頰ほおにめり込む──

　そして、その衝しよう撃げきで『念話装置』がおれの頭から外はずれ、橋の下に落ちてしまった。

「しまった……っ──」

　これではもうシャノンさんと連絡を取ることができない。

「さて、そろそろ仕し舞まいにするか──」

　ヴェノレッドの低い声が耳に届く。

　おれは体勢を立て直し、赤い魔ま人じんに目を向ける。

「さあ、来い──」

　お、おいおい……。

　すでに五体もいるのにさらにバールゼフォンを幻げん影えい召しよう喚かんするつもりなのか？

　新あらたな召喚。

　しかし、目の前に現れたのはバールゼフォンではなく──




「う、噓うそ……だろ」




　おれは新あら手ての出現に言葉を失った。

　液晶から飛び出してきた十体の狼おおかみ──デッドリーウルフ。

　その魔ま物ものは通常攻こう撃げきに即死の効果が乗るタイプの敵だった。

「フフフ、こいつの爪つめは単なる凶きよう器きではないぞ。死を招まねく──爪だ」

　ヴェノレッドはそう言いながらフレアレッドの携けい帯たいゲーム機きを目の高さに掲かかげる。

　あれを使って十体ものデッドリーウルフを呼び出したのだ──

　デビルベアのときは物理攻撃耐たい性せいだったが、ヴェノレッドは魔物の召喚。

　先ほどのバールゼフォンの召喚は原作に準じた行動だったが──これは違う。

　これは──ヴェノレッドを背はい後ごで操あやつるあの方なる人物の意思だ！

　デッドリーウルフは『スター・ジュエル』に登場する敵。

『Ends of the earth』とはなんの関係もないモンスターなのだ。

　ヴェノレッドは自分が生まれた世界観とは無関係の魔物をあの携帯ゲーム機を操そう作さして呼び出したのだ。しかもちゃんとデッドリーウルフの特性を知っている！

「くそっ……」

　アルルさんと五体のバールゼフォン。

　おれは何倍にも膨ふくれ上あがった敵側のダメージソースから逃のがれようと、ガードではなく回かい避ひ行動を主体とした戦法を取り、反はん撃げきなどは加えず、ただひたすら敵の攻撃に耐えてきた。その甲か斐いあり、瀕ひん死しというほどのダメージは受けていない。

　でも──

　どんなにＨＰが残っていても即死攻撃の前では無力だ。

　デッドリーウルフの通常攻撃に乗る即死効果は発はつ動どう率りつが二分の一と非常に高い。攻撃を回かい避ひできれば即死効果は発動しないが、デッドリーウルフは素早い魔ま物ものだし、そもそもこの狭せまい橋の上で攻撃を避さけ続つづけるのは不可能といっていい。

　どう対処する？　バールゼフォンはこの際、無視してもかまわないと思うが……。

「風かざ間ま裕ゆう貴きよ。ここまでよく粘ねばったな。そのタフさだけは認めてやってもいい」

「申し訳ありません。ヴェノレッド様。私が不ふ甲が斐いないばっかりに……」

　アルルさんが外がい套とうの裾すそを風に揺ゆらしながらヴェノレッドに頭を下げる。

「不甲斐ないにもほどがある。期待外はずれだよ、貴き様さまは」

「……すみません」

「まあ──相手が悪かったとも言えるが」

　ヴェノレッドが視線をこちらに向け、パチンと指を鳴らす。

　すると、横に並んだ十体のデッドリーウルフが歩調を合わせて動き出した。

　その背はい後ごにはアルルさんとバールゼフォン、そしてヴェノレッド。

　どうする。このままでは──

　おれは腰こしの道具袋の中に手を差し込む。

　中には割合でＨＰが回復するレッドキャンディーと状態異常を回復するリフレッシュパウダーが何個か入っているはずだが……。

　ダメだ。どちらのアイテムも即死攻撃の前ではなんの意味もなさない。

　他に……他に何か入っていないか。

　何か有用なアイテムが────……ん？　この手て触ざわりはなんだ？

「次の攻防で最後だ。何か言い残すことはあるか？」

　おれはヴェノレッドの声を無視し、無言で袋の中をまさぐる。

　この手触りは──あれだ。例の携けい帯たいゲーム機き。

　自室の引き出しの中に隠かくすよりは不ふ測そくの事態が起きにくいレベル99の自分を保管場所にしたほうが何かと安全だろう、と思って持ち歩くことにしたこのゲーム機。すっかりその存在を忘れていた。

「おい、なんとか言ったらどうだ？」

　予想外の展開──

　目の前には死を招まねく敵、デッドリーウルフが。

　地下ではシャノンさんたちが『ハイ・ヘッドファング』と絶望的な戦いを繰くり広ひろげている。

　この最低最悪の状況を切り抜けるためには──

　あらゆる事象をひっくり返す、特別な武器が必要だ。

「……武器が」

　おれは道具袋の中の携けい帯たいゲーム機きを手で触りながら生なま唾つばを飲み込む。

　今が……使いどころかもしれない。

　武器さえあれば──敵の復活を招かない武器さえあればおれだって戦える。

　デッドリーウルフを倒すことができる。当然、目の前のヴェノレッドだって──

　以前、興きよう味み本位で携帯ゲーム機を起動したときは画面に表示された『Phantom bug』という不ふ吉きつな単語にビビって途中で電源を切ってしまったが、万ばん策さく尽つきた今、頼れるのはこの携帯ゲーム機だけだ。

　助けたい──

　アルルさんを、地下で戦っているシャノンさんたちを助けたい──

『Phantom bug』にどんな意味が込められているのか、それはわからないけど……。

　ビビっている場合ではない！　みんなを助けるためには武器が必要なんだ！

　おれは道具袋の中に突つっ込こんだ手で携帯ゲーム機を起動させる。

「何を企たくらんでいるのかは知らないが──これで終わりだ！」

　ヴェノレッドが腕うでを振り上げる。

　おれは道具袋の中からコバルトブルーの携帯ゲーム機を引っ張り出し、急いで下の画面に剣のビジュアルを描いた。

「さあ、行け！　デッドリーウルフよ！　自じ慢まんの爪つめでその男を切きり裂さけ！」

　紫むらさき色いろの狼おおかみたちが咆ほう哮こうを上げながら飛びかかってきた。

　ほぼ同時におれは最後の工程を迎むかえる。

　頼む──おれに武器を与えてくれ……！

　心の中で叫さけびながら画面に表示された『Yes』をタッチした。

　すると──

　液えき晶しよう画が面めんの中から『剣』らしきものが出現し、それと同時にあたりに眩まばゆい光が発散。

　その場にいた全員の目を眩くらませた。

　グルルルルルル…………──

　グルルルルルルルルルル…………──

　光に包まれた世界の中で、バールゼフォンとデッドリーウルフの咆哮が聞こえ、

　そして、唐とう突とつに途切れた。

「え？」

　目を開けると、そこには信じられない光景が広がっていた。

　おれの眼前に迫せまっていたデッドリーウルフと後方で待たい機きしていたバールゼフォンがその姿を消していたのだ。デッドリーウルフ十体、バールゼフォン五体。その全すべてが、だ。

「貴き様さま……やはり──それを持っていたか……」

　ヴェノレッドの表情が変わった。

　……そうだ。もともとこの携けい帯たいゲーム機きはデビルベアのもの。

　きっとヴェノレッドは懸け念ねんしていたのだろう。これがおれたちの手に渡るのを。

「しかも、一番癖くせのあるその『剣』を出現させるとはな──フフ」

　一番癖がある？　どういう意味だ？

　おれは自分の右手に収まっている『剣』を見やる。
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「な、なんだ、この武器……バグってるのか……？」

　妙な英数字が『剣』の周囲を、螺ら旋せんを描くようにして漂ただよっている。『剣』自体も杖つえとか槍やりなんかの別のグラフィックがチラついていて、妙に不安定だ。
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「フフ……これは面白くなってきたぞ──」

　ヴェノレッドがフレアレッドの携けい帯たいゲーム機きを操そう作さし、新あらたな魔ま物ものを召しよう喚かんする。

　グルルルルルル──

　小さな液えき晶しよう画が面めんからそれ以上の大きさのデッドリーウルフが飛び出す。

　今度は十体どころではない。確実に二十体以上はいる。

「デッドリーウルフよ！　あの剣を奪うばえ！」

「マ、マジかよ──」

　ヴェノレッドの素早い判断におれは当とう惑わくした。

　さっきこの『剣』を取得したとき、あたりが光に包まれて、その後、光が消えるとヴェノレッドが呼び出した魔物は全すべて消滅していた。なぜあんな現象が起きたのかはわからないが、この『剣』の能力を知っているヴェノレッドなら、さっきと同じ現象が起きることを警けい戒かいして、魔物の再投下を止やめるはず──という考えが頭に浮かんだのだが……。

　違うのか？　あの光はこの『剣』固有の能力ではない？

　グルルルルルル──

　数十体のうち先頭の五体が横並びでおれに向かってくる。

　ダメだ。避さける暇ひまはない──

「──う、うわあああああああ……！」

　おれは右手に持った『剣』を水平になぎ払った。

　グルルルルルルルルル……──

　攻こう撃げきがヒットすると、デッドリーウルフは即座に細かい粒りゆう子しに分解した。

　目の前に迫せまった全ての狼おおかみが、だ。

「ほう……やるな」

　ヴェノレッドが嬉うれしそうに笑う。

　たった一撃で、とアルルさんは目を丸くしている。

　一秒、二秒、三秒──

　音のない間。どれくらいの時間が流れただろうか。

「復活……しない？」

　敵の消滅──それはレベル99のおれにとっては当たり前のこと。

　でも、散り散りになったデッドリーウルフがいつまで経たっても復活しないのは──

「もしかしてこの武器で……攻撃したからか？」

　そうとしか考えられなかった。これまで「消滅[image: →]即復活」のプロセスは、素す手でではもちろんのこと、街まちの武器屋で販売されているものを使っても同じように発生していた。

　でも、おれが今、手に持っているのは携帯ゲーム機から取得した得え体たいのしれない武器。

　何が起こっても不ふ思し議ぎではない。

　ヴェノレッドはこの『剣』を一番癖くせのある武器みたいなこと言っていたけど……。

　なんにしろ、この『剣』は当たり。おれにとっては当たり武器だ。

「デッドリーウルフ！　怯ひるむな！　一いつ斉せいにかかれ！」

　ヴェノレッドが驚おどろき戸惑っている狼おおかみたちに命令を下す。

　グルルルルルル──

　残りの十数体が左右に散り、ターゲットのおれを囲うようにして迫せまってきた。

　……得え体たいのしれない武器だけど、この『剣』があればおれは戦える。

　ならばもう遠えん慮りよはいらない。守りに徹てつする必要はない。

　おれは……！　みんなを救うためにこの『剣』を振るう！

　飛ひ翔しよう──

　おれは真上に高々とジャンプし、空中で『剣』を振り上げた。

　地上、橋の上では紫むらさき色いろの狼たちが一点に集まっている。

「うおおおおおおおおお──っ！」

　おれは群むらがる狼たちに向けて高速で剣を振り下ろす。

　着地と同時に、ざしゅううう、という殺さつ傷しよう音おんがあたりに響ひびいた。

　しゅうううう──

　十数体のうち半分ほどが細かい粒りゆう子しとなって空気中に霧む散さんする。

　グ、グルルルル……──

　残ったのは七体。どの狼も驚き戸惑っている様子。

　チャンスだ。一気に始末してやる──

　おれはでたらめな剣術で狼たちを殲せん滅めつした。

　最初の一振りで目の前のデッドリーウルフを、切り返しでもう一体を。

　グルルルルルル──

　直後、正面から飛びかかってきた二体をなぎ払いで。

　さらに背はい後ごから迫ってきた残りの三体を振り向き様ざまの一振りで始末した。

「いいぞ……風かざ間ま裕ゆう貴き。もっとだ──もっとその『剣』を振るえ！」

　ヴェノレッドが再度、狼たちを召しよう喚かんする。

「はあああああああ！」

　一体、二体、三体、四体。

　おれは出現する敵を片かたっ端ぱしから撃げき破はしていった。

　倒しつつ、前に。魔ま物ものの供給源であるヴェノレッドのもとに向かう。

　今なら──この武器を手にした今ならヴェノレッドを倒せる！

　撃破、前進、召喚、撃破、前進、召喚──

　もうすぐだ！　もうすぐヴェノレッドに攻こう撃げきが届く！

「ヴェノレッド様には──指一本触れさせない！」

　そのとき、アルルさんが真横から割り込んできた。

「くっ──」

　反射的に『剣』を引っ込めると、アルルさんが容よう赦しやなくおれの腹はらに拳こぶしを当ててきた。

「さあ、かかってきなさい！　私がその『剣』を叩たたき折おってあげるわ！」

「……アルル……さん」

　くそ、どうすればいい……。

　これではヴェノレッドを攻撃することができない。

　アルルさんを倒さない限り、ヴェノレッドに近づくことは──

　──ズキン！

　そのとき、目眩めまいを伴ともなう激はげしい頭ず痛つうがおれを襲おそった。

「な、なんだ……急に頭が──」

　──ズキン！

　血管が切れるんじゃないかと不安になるほどの激げき痛つう。

　こんな強きよう烈れつな痛いたみは初めてだった。

　……まさかデッドリーウルフの攻撃が当たったのか？　いや、そんなはずはない。デッドリーウルフの攻撃は全すべて回かい避ひしたはずだし、今のアルルさんの攻撃だって致ち命めい傷しようになるほどの攻撃ではなかったはず。

「──まさか」

　おれは手元の『剣』を見やる。

　もしかしてこの頭痛はこいつのせいなのか？

　この微び妙みようにバグっている詳しよう細さい不明の武器がおれになんらかの作用を──

「フフフ、効きいてきたようだな」

　ヴェノレッドの声。

　おれは片手で目め頭がしらを押おさえたまま顔を上げる。

　やっぱりヴェノレッドはこの『剣』の特性を知っているんだ……。

「さて──」

　ヴェノレッドが新あらたなデッドリーウルフを呼び出す。

　今度は三体ほど。

「アルル。名めい誉よ挽ばん回かいの機き会かいを与える。──デッドリーウルフの盾たてとなれ」

「──はい。お任せください」

　アルルさんが無表情で頷うなずき、三体のデッドリーウルフの前に立つ。

　これではデッドリーウルフを攻撃することができない。

　攻こう撃げきすれば盾たて役やくを命じられたアルルさんに当たってしまう。

　どうする。どうすればいい──

「くそっ……」

　おれはアルルさんと戦うためにここに来たわけではない。

　救い出すために──原作のシナリオを覆くつがえすためにここにやってきたんだ。

　……アルルさんを攻撃するなんて──おれにはできない──

　するり。

　おれの手から『剣』が滑すべり落おちた。

　──パリーン！

　手て放ばなした途と端たん、『剣』は粉々に砕くだけ散ちった。

　理由はわからない。それを考える余裕など今のおれにはなかった。

「さあ、殺やれ！　デッドリーウルフよ！」

　武器は消えた。粉々になった。

　……もう終わりだ。応戦する手段は失われた。

　もはや打つ手など残されていない。

　これ以上の時間稼かせぎは不可能──




「うっ……うううっ──」




　突とつ然ぜん──

　アルルさんが地面に膝ひざをつき、苦しみ始めた。

　両手で頭を抱かかえ、身体からだを左右に揺ゆすっている。

「──おい、アルル。どうした？」

　ヴェノレッドの疑ぎ問もんはおれの疑問でもあった。

　どうしてアルルさんは苦しんでいるんだ？　おれは攻撃を加えていないはずだが──

「いや……いや……いやあああああああああああああああっ！」

　一ひと際きわ高い絶ぜつ叫きようが湖全体に響ひびき渡わたった。

　そのあまりのボリュームにおれは思わず目と耳を塞ふさいでしまう。

　──しーん。

　その後、静かになった。

　おれは耳を塞いでいた手を離はなし、同時に目も開けた。

　すると、眼前のアルルさんと目が合い、

「…………裕ゆう貴き？」

　と彼女はおれの名前を口にした。

　まさか──

　アルルさん、正気を取り戻したのか!?

「あれ……私……どうしてこんなところに……？」

　やっぱりそうだ！　洗せん脳のうが解とけてる！

　ということは──

　シャノンさんたちが洗脳装そう置ちを破は壊かいしたんだ！

「なるほど。城内に鼠ねずみが迷い込んでいたか──」

「……シャノンさん……よかった」

　でも──

　どうやってあの『ハイ・ヘッドファング』を倒したのだろうか？　背せ中なかの黒い宝石──『ジュエルガード』を破壊するためには特定のキャラの特定の魔ま法ほうが必要だというのに……。

「ヴェノレッド！」

　アルルさんが外がい套とうを脱ぎ捨て、拳こぶしを固める。

　だが洗脳の後こう遺い症しようか「うっ」と頭を手で押おさえ、その場に座り込んだ。

「風かざ間ま裕ゆう貴きよ。茶番は終わりだ」

「……茶番？」

「そう、茶番だ」

　ヴェノレッドはそう言葉を吐はき捨すてると、フレアレッドの携けい帯たいゲーム機きを操そう作さし──

　液えき晶しようからある武器を出現させた。

「なっ……」

　ヴェノレッドが液晶から取り出した武器。

　それは先ほどおれが取得した詳しよう細さい不明の『剣』だった。

　謎なぞの英数字が剣身の周囲を漂ただよう、グラフィックが微び妙みようにバグった武器。




「──裕貴さん！」




　そのとき、城の扉とびらが開き、シャノンさんが飛び出してきた。

　その後ろにはマシューたちもいる。

　全員無事だ。

　……よかった。みんなかなり傷きずついてはいるが一人も欠けてはいない。

「「「「「おーい！」」」」」

　さらに橋の向こう、平へい原げん側がわから人の群れが駆かけてきた。

　朝、城攻めのために街まちの入り口に集められた中ちゆう央おう司し令れい部ぶとヴェルナー派はの混成部隊だ。

　先頭に立っているのはヴェルナー。その側そばをエルマさんの羽は虫むしが飛んでいる。

　……そうか。洗せん脳のう装そう置ちを破は壊かいしたあと、エルマさんが応おう援えんを呼んだんだ。

　もしかしておれのもとにも羽は虫むしが送られていた？

　切せつ羽ぱ詰つまっていたから見み逃のがしたのかもしれないな。

「ほう……。一気にギャラリーが増えたな」

　ヴェノレッドが正体不明の『剣』を両手で握にぎり締しめる。

　側そばには三体のデッドリーウルフ。

　数的に有利なのは間違いなくおれたちのほう。

　それは誰だれの目にも明らかだろう。

　だけど──

　あの『剣』は基本攻こう撃げき力りよくすらわかっていない未知の武器。

　万が一、シャノンさんたちに攻撃が当たったら──

「随ずい分ぶんと余裕だな？　逃げるなら今のうちだぞ？」

「ふん。人間など蟻ありみたいなものだ。百匹いようが千匹いようが脅きよう威いにはなりえん」

　マシューの挑ちよう発はつに挑発で返すヴェノレッド。

　まるで自分の勝利を確信しているかのようだ。

　……それだけ自信があるのだろう。

　即そく死し攻こう撃げき持ちのデッドリーウルフと正体不明の『剣』を携たずさえたヴェノレッド。

　この南エリアで最強の敵と言っていい。

　この場を切り抜けるためにどうしたらいい？

　無事に……犠ぎ牲せい者しやを一人も出さずにヴェノレッドを倒すためには？

　──そんなの決まっている──

　おれがヴェノレッドを討うつしかない！

「──っ──っ──っ！」

　覚悟を決めたおれはコバルトブルーのゲーム機きを手に取り──

　素早く電源を入れ、さっきと同じ手順で『剣』を取得！

「──よし」

　おれは液えき晶しようから出現した細長い武器を右手でキャッチする。

　同形、同色の武器を手にしたおれを見てヴェノレッドが薄うすく微笑ほほえんだ。

「みんな……ヴェノレッドはおれがやる。だから──手を出さないで欲しいんだ」

「手を出すなって、でも、お前」

「ごめん。マシュー。説明している暇ひまはないんだ──」

　マシューが何を言いたいのかはわかる。

　中ちゆう央おう司し令れい部ぶの軍ぐん師し、風かざ間ま裕ゆう貴きが繰くり出だす攻撃は敵の復活を招まねく種でしかない。

　これは周知の事実であり、中央司令部に属する人間なら誰だれもが知っていること。

　だけど──

　今のおれには武器がある。

　それも敵の復活を招まねかない武器が……！

「とにかく──ヴェノレッドはおれが倒すから！」

　取得した『剣』を携たずさえ、前に飛び出す。

　グルルルルルル……ッ──

　最初の一ひと太刀たちでヴェノレッドの前にいるデッドリーウルフたちを撃げき破は。

　その後──

「はあああああああ！」

　おれは馬ば鹿か正しよう直じきにも正面からヴェノレッドに斬きりかかった。

　レベル99の攻撃力に『剣』の基本攻撃力が加算された一撃が赤い魔ま人じんを襲おそう。

　──ギィーン！

　武器同士が接触すると、普通の金属音とはどこか違う、不ふ思し議ぎな音が鳴なり響ひびいた。

　うおおおお……っ──

　驚おどろきの混じった歓かん声せいがあたりにこだまする。

「パワーはそうとうなものだが……動きがなっていないぞ、風かざ間ま裕ゆう貴き！」

「くううっ！」

　フェイントを一つ入れてからの薙なぎ払はらい。

　おれの素人しろうとじみた剣さばきとはまるで違う。

　剣の扱いと立ち回りではとてもヴェノレッドに敵かないそうになかった。

　実戦経験の差は目に見えて明らか──

　……でも、今はそんなことを嘆なげいている場合ではない。

　とにかくパワーで押おす！　レベル99のパワーで押しきるんだ！

「たあああああああ！」

　躊ちゆう躇ちよせずに思いっきり踏ふみ込こみ、鈍どん器きで殴なぐるように『剣』を叩たたきつける。

　──ギィーン！

　ヴェノレッドはおれの攻撃を武器でガードすると、すーと音もなく後退した。

　──ズキン！

「く……また頭ず痛つうが……っ」

　やはりこの『剣』を手に取ると副作用的なものが働くようだ。

　ヴェノレッドもおれと同じような痛いたみを感じているのか？

　……とてもそうは見えないが。

「どうした！　動きが鈍にぶってきたぞ！」

　武器を上段にかまえたヴェノレッドがおれの懐ふところに飛び込んできた。

「くっ！」

　──ギィーン！

　再び同形、同色の剣がぶつかり合う。

「風かざ間ま裕ゆう貴きよ！　あの方が言っていたぞ！　貴き様さまは孤独な神だと！」

「……孤独な神!?」

「仲間からは随ずい分ぶんと信頼されているようだが──しかし、貴様のことを本質的に理解している者はいない？　違うかな？」

「……な!?」

「動きが止まったな！　図ず星ぼしか！」

「うっ！」

　寸すんでのところで攻こう撃げきを弾はじく。

　危ない……もう少しで斬きられるところだった。

　ヴェノレッドの口から思わぬ言葉が飛び出したから──

　動どう揺ようが大きな隙すきを生んだのだ。

「正直、あの方の言葉の真意は私には図はかりかねるが……」

　ブツブツ言いながら斬りかかってくるヴェノレッド。

「貴様が不完全な神なのは間違いないようだ──っ」

　……耳を傾けるな。聞こえないフリをしろ。何を言われても気にするな。

　これがあちらの手なのだ。おれの動揺を誘さそう作戦なのだ。

「風間裕貴よ。あの方はこうも言っていたぞ」

　……聞こえない。何も聞こえない──

「仲良しごっこは程ほど々ほどにしておけ。貴様が仲間だと思っている連中は……所しよ詮せん、特定の場面でしか役に立たない駒こまでしかないのだから」

　──こいつ……。知ったふうなことを……っ──

「もう……喋しやべるな！　口を開くな！」

　キレた。おれの中で何かがキレた──

「うわあああああああああああああああああ！」

　斬る、斬る、斬る、斬る！

　全ぜん身しん全ぜん霊れいで斬る──

　シャノンさんたちは駒なんかじゃない！　仲間だ！　大切な仲間だ！

　…………本当にそうか？

　脳のう裏りで響ひびく何者かの声。その声は自分の声によく似ていた。

「うるさい！　黙だまれ！」

　叫さけんだ。攻撃を繰くり返かえしながら叫んだ。

　声が聞こえないように。ヴェノレッドの、内なる自分の声が聞こえないように──




「ぐああああああ──っ」




　攻こう撃げきの感覚、時間の感覚が遠く薄うすれていく中──

　気づけばおれはヴェノレッドの身体からだを斬きり裂さいていた。

　膝ひざをついたヴェノレッドの手から武器がこぼれ落ちる。

　──パキーン……。

『剣』は地面に落ちると同時に粉々に砕くだけ散ちった。

　やはりあの武器は一度手て放ばなすと消滅する仕し様よう……。

「ヴェノレッド──」

　おれは武器を突つきつけながら赤い魔ま人じんに問いかける。

「……あの方とは一体何者なんだ？」

「フ、フフフ。素晴らしい、素晴らしいぞ、風かざ間ま裕ゆう貴き」

「答えろ！　おれの質問に答えろ！」

「クク……クックック……全すべてはあの方の手のひらの上……。この私さえ、も──」

「ヴェノレッド──っ！」

　武器を前に突き出したときにはもうヴェノレッドは虹にじ色いろの粒りゆう子しと化していた。

　結局──

　背はい後ごで糸を引く黒くろ幕まくの正体を聞き出すことはできなかった。

　──ズキン！

「……くっ……」

　そのとき、強きよう烈れつな頭ず痛つうと目眩めまいがおれを襲おそった。

　やばい……早く武器を手放さないと、これ以上は耐えられな……──

「だ、誰だれか来てください！　裕貴さんが！　裕貴さんが──っ！」

　目の前が真っ暗になる中、シャノンさんの悲ひ痛つうな叫さけび声ごえが耳に届いた。

　シャノンさん……おれは──

　声が、シャノンさんの声、みんなの声が遠のいていく。

　意い識しきが……途切れる。




　おれは──何も間違っていないよね？
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　夢ゆめを見た──

　場所は日本の東京。

　郊こう外がいのベッドタウンにあるありふれた一いつ軒けん家や。

　表ひよう札さつに風かざ間まと書いてある。つまり、おれの自宅だ。

　時期は蟬せみが忙しく鳴く初夏──夏休みが目前に迫せまったある週末。

　学校から帰宅し、自室に入ったところ、テレビの前にあるはずのゲーム機きがなぜかない。

　ないのはゲームソフトも同じで……。

　おれの魂たましいと言っても過言ではないコレクションの数々が全すべて紛ふん失しつしていた。

「母さん！　おれのゲーム！」

　台所で夕食を作っている母親を問とい詰つめると、とんでもない答えが返ってきた。

「期末テストの成せい績せきがあまりにも悪かったから全部捨てたわ」

「は、はああああああ!?　隠かくすとかじゃなくて!?　全部捨てた!?」

　おれは怒りのあまり母さんにつかみかかる。

　ひょい。

　母さんは華か麗れいな身のこなしでカウンターテーブルの上に退たい避ひした。

　あの丸々と太っている母さんが、だ。

「裕ゆう貴き。私を捕まえてごらん。そしたらゲームは返してあげる」

「ちょ、母さん！」

　おれは廊ろう下かに飛び出した母さんを追いかける。

　母さんは廊下、玄関、そして外に──

　長い。廊下が異様に長い。いや、前に進んでいないのだ。

　重い。身体からだが異様に重い。まるで誰だれかに身体を押おさえられているかのようだ。

　おれはいつまで経たっても玄関にすらたどり着けない。

　もう母さんの姿は見えない。笑い声だけが外から聞こえてくる。

「母さん！」

　必死に手を伸ばす。前に、前に──




「──母さん！」




「ひゃ!?」

「え？」

　つかんでいた。おれは誰だれかの腕うでをつかんでいた。

　だけどそれは母さんの太い腕ではない。

　そのか細い腕は──

「シャ、シャノンさん……？」

「裕ゆう貴きさん。目を覚さましたのですね」

「えっと……ここは」

「『荒こう野やの街まち』の拠点。裕貴さんのお部屋ですよ」

「そっか……おれ、気を失って」

　外は真っ暗。世界は闇やみに支配されている。

　部屋には小さなランプが一つだけ灯ともっていた。

「裕貴さん？　随ずい分ぶんとうなされていたようですが、悪い夢ゆめでも見たのですか？」

「あ、うん。悪い夢っていうか懐なつかしい夢だったな……」

「そういえば裕貴さん、目を覚ます直前に『母さん』と叫さけんでいました」

「そそ。夢の中に母親が出てきてさ」

「あれ？　でも……」とシャノンさんが首を傾かしげ、「裕貴さん、自分の名前以外は何も覚おぼえていなかったのでは？　はっ、もしかして記き憶おくが蘇よみがえったのですか!?」

「え、えっと──」

　そうだった。おれは記憶喪そう失しつキャラ。そういう設定で通っているんだった。

「蘇ったというか、ちょっと思い出した程度……だね」

　ここで否ひ定ていするのは不自然だ。一部の記憶を取り戻した、ってことにしておこう。

「思い出したのはお母様の記憶ですか？」

「それもあるけど、もっと言えば故こ郷きようの記憶だね」

「裕貴さんの故郷……」

　膝ひざ立だちの姿勢でベッド脇わきに佇たたずむシャノンさんが口を微び妙みように半開きにさせる。

　いかにも興きよう味みありげな雰ふん囲い気き。

「なんの変へん哲てつもない場所だよ。おれが生まれ育った街なんて」

「そうなのですか？」

「まあ、自分の故郷のことだからそう思うのかもしれないけど……でも、それを差し引いてもありふれた街だと思うな」

　東京の郊こう外がいにあるおれの生まれ故郷──

　丘とも山とも言えない微妙な傾斜の林を造成して作られたベッドタウン。

　同じような形、同じような大きさのモデルハウスが軒のきを連つらねる日本のどこにでもありそうな風景。

　おれが暮らす家はそんなありふれた住宅地の中に──




　あれ？　おれってどんな形の家に住んでたっけ？




「ん、裕ゆう貴きさん？　どうかされましたか？」

「おかしい……」

「へ？」

「なんで思い出せないんだ……」

　おれは東京生まれの東京育ち。住所は覚おぼえている。両親の名前、友達の名前、通っている高校の名前も。……覚えている。ちゃんと思い出せる。

　でも──

　自宅とその周辺の風景だけはどんなに頭を捻ひねっても思い出すことができない。

　……こんなのってありえないだろ。

　馴な染じみ深ぶかい風景──毎日、嫌いやというほど見てきたはずなのに。

　たしかにもう一ヶ月近く現実世界に帰っていないけど、だからって生まれてから十数年暮らしてきた街まちの記き憶おくを……それも一番身近な日常風景を思い出すことができないなんて。

　おれの身に何が起きた──

　何がきっかけで大切な記憶が──

「まさか……」

　脳のう裏りに再生されるヴェノレッドとの激げき闘とう。

　ぶつかり合う二つの武器。

『もっとだ──もっとその『剣』を振るえ！』

　まさか、あの武器のせいなのか？　あの頭ず痛つうと目眩めまいを引き起こす『剣』がおれの記憶になんらかの作用をもたらした？　記憶を……冗じよう談だんだろ？

　頭痛のほうは『剣』を手て放ばなせば回復する。

　だけど記憶は──

　どうやって取り戻す？　そんなこと不可能じゃないのか？

「裕貴さん、どうしたのですか!?　どこか身体からだが痛いたむのですか!?」

　ふらつくおれの上半身を慌あわてて支えるシャノンさん。

　大切な思い出──

　断片的な記憶──

　この先もあの『剣』を振るえば、これらが一つ一つ失われていく？

　だとしたらあまりにもリスクの大きすぎる武器だ。

　……でも──

　あのとき、『剣』を出現させなければアルルさんを救うことはできなかった。

　アルルさんを見殺しにする──そんな選択、おれにあったか？

　あるわけがない。事実おれはアルルさんを助けた。

　今後もああいうシーンが訪れればおれはきっと迷わずあの『剣』を使うだろう。

　ならばおれは──

　このゲーム世界を攻略し終える頃ころにはどうなっている？

　仮に現実の記き憶おくを全すべて失ってしまったとして……。

　そのとき、おれの自じ意い識しきは、自我はどうなっている？

　現実の記憶を全て失ったら、残るのはこの世界で体験した記憶だけだ。

　それっていうのは──

　身も心も……この世界の住人になってしまうということ……？

　ゾッとした。そのあまりにも恐ろしい未来の自分の姿に。

「裕ゆう貴きさん……？」

　おれは全身を震ふるわせながらシャノンさんにしがみついた。

　嫌いやだ──

　そんなのはごめんだ！　おれは自分を失いたくない！

「お、落ち着いてください……裕貴さん」

　シャノンさんは戸惑いながらもおれを優やさしく抱きしめてくれた。

　おれは硬い鎧よろいを脱いだ柔らかなシャノンさんの腕うでに抱かれたままむせび泣いた。

　手に入れた武器のこと、激はげしい頭ず痛つうと目眩めまい、ヴェノレッドとの戦い、あの方なる人物の言葉を代だい弁べんしたヴェノレッドの喜々とした声、大事な記憶を失ったこと──

　今日は──今日はいろんなことがありすぎた。

「ごめん、シャノンさん……。おれ、情じよう緒ちよ不安定だ……」

「裕貴さん。今日はもう何も考えず、ゆっくりとお休みになってください」

「……うん」

　おれはシャノンさんから身を離はなし、ベッドに横たわった。

「ずっと側そばにいますから、安心してください。朝まで、裕貴さんの隣となりに……」

「シャノンさん。ありがとう……」

　ゆっくりと目を閉じる──

　闇やみの中で感じる温かくも柔らかい感触。

　シャノンさんが手を握にぎってくれているのがわかった。

　まもなく睡すい魔まがやってきた。

　おれは眠った。泥どろのように眠った。

　荒すさんだ心を癒いやすため、ただひたすら睡すい眠みんを貪むさぼった。

　今はただ──安息を。













　　　　　エピローグ







「なんの前まえ触ぶれもなく消滅したってのは……やっぱり不自然だよね……」

「はい。私もそう思います」

　ヴェノレッドとの戦いから数日が経たったある日──

　おれは拠点の五階にある自室でシャノンさんと先日の戦いを振り返っていた。

　焦しよう点てんとなったのは地下での戦い。『ハイ・ヘッドファング』戦だ。

　シャノンさんが言うにはなんの前触れもなく消滅してしまったとのことだが──

「どういうことなんだろう……」

『ハイ・ヘッドファング』は逃走も自じ爆ばくもしないはずだ。

　いや、そもそも逃走や自爆だったら、シャノンさんたちにもわかるはずだし。

「そういえば──」

　ヴェノレッドは地下にシャノンさんたちが侵しん入にゆうしたこともそうだし、アルルさんの洗せん脳のうが解とけたことについても、特に驚おどろいているふうではなかった。

　それどころかおれが決死の覚悟で臨のぞんだ橋の上の戦いを『茶番』と称していた。

　予定外の事象は一つもない。そう言いたげな顔をしていた……。

　ヴェノレッドはフレアレッドの携けい帯たいゲーム機きを操あやつって魔ま物ものを呼び出し、それに対しておれはデビルベアから奪うばったコバルトブルーの携帯ゲーム機から得え体たいのしれない『剣』を取得した。『剣』は液えき晶しようディスプレイから出現した瞬しゆん間かん、眩まばゆい光を放はなち──

　ヴェノレッドが召しよう喚かんした魔物を消滅させた。

「あっ……」

　まさかバールゼフォンとデッドリーウルフを消し去ったあの光が地下にいる『ハイ・ヘッドファング』にまで作用したのか？　でも、橋の上と地下では場所が離はなれすぎているような……。

　いや、待てよ──

　そうか……。そういうことか！

　ヴェノレッドが携帯ゲーム機で呼び出したデッドリーウルフと地下の『ハイ・ヘッドファング』はどちらも元ネタが『スター・ジュエル』！　これはきっと偶ぐう然ぜんじゃない！　地下の『ハイ・ヘッドファング』は予あらかじめ配置されていた魔物ではなく、ヴェノレッドが携帯ゲーム機を使って召喚した魔物だったんだ！

　あの光には初期化作用みたいなものがあったのではないだろうか？

　つまり、ヴェノレッドが「魔物を召喚した」という事実のみが打ち消されたのでは？

　確証はない。全すべてはおれの推測だ。

　……そういえば二度目の『剣』取得時やヴェノレッドが同じ『剣』を出現させたときは何も起きなかった。光は発せられなかった。ということは──あの現象は『剣』特有の効果ではなくて、別の要因で起きた現象だったのか？　それともなんらかの条件を満みたすと、初期化効果をもたらす光が放はなたれる？

　わけがわからないな……。

　でも、アルルさんの救出が上手うまくいったのはあの携けい帯たいゲーム機きのおかげ。

　敵側のツールに助けられたってことだ。

　デビルベアとヴェノレッドが持っていた携帯ゲーム機。

　あれはどんな原作にも登場しないアイテム。

　イレギュラーなツールだと思う。

　そのイレギュラーなツールを使ってヴェノレッドは様々な魔ま物ものを召しよう喚かんし、おれは同じツールを使って取得した正体不明の『剣』を使って応戦した。

　目には目を、歯には歯を、イレギュラーにはイレギュラーを……。

　──コンコン。

　結論らしきものが出た直後、扉とびらがノックされた。

「おはよー、裕ゆう貴き。シャノン」

　返事も待たずアルルさんが入ってきた。

「アルルさん。おはようです」

「おはようございます。どうしたんですか？」

　尻尾しつぽを振りながら部屋を横断する上じよう機き嫌げんなアルルさんにおれは問いかける。

「裕貴がヘコんでるってシャノンから聞いてね。励はげましにきたのよ」

「べ、別にヘコんでいるわけでは……」

「本当？」

　アルルさんがそう言って部屋の中を無ぶ遠えん慮りよに見回す。

　何を探しているのかと思ったら、

「ねえ？　例の武器はどこにしまってるの？」

「えっと、あれは……」

　携帯ゲーム機を操そう作さすることで取得できるあの『剣』のことだろう。

　おれはあれに関して「最強の剣だが、身体からだに悪あく影えい響きようを及ぼす呪のろわれた武器」とみんなに説明している。当然、入手経路についても説明を求められたが、それについては、「ピンクちゃんを砂さ漠ばくで捕ほ獲かくしたときにたまたま見つけたんだよ」と適当に誤ご魔ま化かした。

　それ以上のこと──記き憶おくのこと──は話さなかった。

　言えば没収されるのは目に見えている。

　ただ、身体からだに悪あく影えい響きようを及ぼす、という説明だけでもみんなにとっては衝しよう撃げき的てきだったようで「そんな呪のろわれた武器、使わないほうがいいですよ」とシャノンさんは心配していたし、他のみんなからも、よほどのことがなければ使うべきではない、と釘くぎを刺さされた。

「もしかしてどっかに隠かくしてる？」

「あ、はい。その通りです。誰だれが手に取っても危険なシロモノですから」

　隠し場所はおれ自身。やはりこういう危険なアイテムは肌はだ身み離はなさず持ち歩くのが一番だ。

「詳くわしい隠し場所を知っているのは裕ゆう貴きさんだけなのですよ」

「へぇ、シャノンも知らないんだ？」

「中ちゆう央おう司し令れい部ぶの最重要機き密みつ事じ項こうですからね。知っているのは裕貴さんのみです」

「それで正解よ」アルルさんが難しい顔で腕うで組ぐみをする。「ま、なんにしろ、あんたも取り扱いには注意しなさいよ？　敵を倒す前に自分の武器にやられてたんじゃ、世話ないわ」

「ですね。気をつけます」

　みんなにも釘を刺されたが……。

　やはりあの『剣』はよほどのことがなければ使うべきではない。

　今回のように敵がイレギュラーな戦法でおれたちを潰つぶしにかかってきたとき──

　どうしても原作のシナリオを覆くつがえす必要があるとき──

　そういうケースでのみ使うべきだろう。

「ま、その話はいいとして──」アルルさんがおれのベッドに気軽に腰こしかける。「今日はそんながっかり裕貴に元気が出る情報を持ってきたのよ」

「がっかり裕貴……？」

「これもシャノンから聞いたんだけど、裕貴たち、明日から南の神しん殿でんを経由して、新しい大陸に向かうんでしょう？　神殿の奥で見つかったワープクリスタルとか言うのに触れると、こことは別の大陸に飛ぶとか何とか。仕組みはよくわかんないけど」

　南の神殿の奥には『ドラゴンハンティング』シリーズでお馴な染じみのワープクリスタルが設置されていた。おれはてっきり神殿の奥にボスがいて、そのボスを倒すと前回のように他のエリアに進めるものと思っていたのだが、そうではなかった。ただ、よくよく考えてみると、大だい聖せい堂どうの東や西に出現する敵はレベルの高いアルルさんでも手こずる敵がほとんどだ。シャノンさんたちもまだ適てき正せい討とう伐ばつレベルには到達していない。それを思うと、南の神殿に設置してあるワープクリスタルから他の大陸に飛ぶこの流れは至し極ごく当然と言える。

「あの、それで？　元気が出る情報って言うのは？」

「ふっふーん」アルルさんが得意げに鼻を鳴らす。「あんた、あの呪われた武器がないと、相変わらずまともに敵と戦えないんでしょう？」

「そうですね。倒してもすぐに復活してしまうので」

「ってことで──私が裕貴の代わりに魔ま物ものを成せい敗ばいしてあげる」

「えっと……それって」

「この街まちを出て、あんたたちについていくってことよ」

　そう言ってアルルさんは照れくさそうに頭を搔かいた。

　そういえば──

　目の前のことに必死でヴェノレッドを倒したあとのことについては特に触れてなかったんだよな。まあ、原作だとアルルさんにその後なんてないからな……。

「街のみんなも、孤こ児じ院いんの子供たちも、『軍ぐん師し様の力になってあげて』ってうるさいのよ。ま、天敵のヴェノレッドはいなくなったし、この街を離はなれてみるのもいいかなって思ってさ」

　それに、とアルルさんは続ける。

「私はあんたたちに借りを返さないといけないから。それが一番の理由」

「アルルさん……」

　本当なら、これがゲームだったらアルルさんはここにはいない。今、目の前にいるアルルさんは、これからのアルルさんは──おれも知らないアルルさんなのだ。

「裕ゆう貴き、シャノン──」

　アルルさんがおれに右手を、シャノンさんに左手を差し出してきた。

「握あく手しゆ、ですね」

　すかさず手を握にぎり返かえすシャノンさん。おれも慌あわてて手を差し出した。

「改めまして……二人とも、よろしく」

「はい！　こちらこそ！」

「今後ともよろしくお願いします」

　固い握手。アルルさんの手はとても温かで、とてもしなやかだった。

　原作では回かい避ひ不可能なアルルさんの死。

　おれたちは本来の流れに逆らい、原作とはまったく別の未来を紡つむぎ出だした。

　だが、その結果──

　おれは現実の一部の記き憶おくを失ってしまった……。

「さーって。また明日から忙しくなるわよー」

　アルルさんが尻尾しつぽを左右に振りながら満面の笑えみを浮かべる。

　……いや、これでよかったんだ。

　あの詳しよう細さい不明の『剣』による記憶の喪そう失しつ──それはとても恐ろしいことだけど。

　だけど、自宅周辺の風景なんて、現実に帰ればすぐにでも思い出せるようなこと。

　この程度の代だい償しよう……アルルさんが死ぬことに比べたらなんてことはない。

　しかし、とおれは思う。この先、また頭を悩ませる難題に直面し、そのとき、今回以上に大切な記憶を失ってしまうとしたら──

　それでもおれはみんなを守るためにあの『剣』に記憶を差し出せるだろうか？

　……わからない。わからないけど、頭を抱かかえるのは間違いないだろう。

　悩んで悩んで悩みまくって、それでも結論は出ないかもしれない。

　でも──そうなったとしても、おれは最後の最後まで悩み続けようと思う。

「そういえばさー、私、この地から離はなれたことないから、けっこう楽しみなのよね。明日からの旅」

　ふふふ、と楽しそうに笑うアルルさん。

　そんなアルルさんに、気を抜きすぎないように、とシャノンさんが注意を促うながす。

「相変わらず固いわねぇ……」

「アルルさんは警けい戒かい心しんがなさすぎます」

　楽観ＶＳ生き真ま面じ目め。

　不毛な会話のやり取りが始まる。

　バニラさんとの口論に続き、最近、これも恒こう例れい行事になりつつある。

　きっと、これから何度も見ることになるのだろう。

　こんな光景を。

　ここのところ暗い話題ばかりで気が滅め入いっていたが、二人のやり取りを傍かたわらで眺めていると次第に心が落ち着いてきた──元気が出てきた。

　おれは口を膨ふくらませるシャノンさんと、ケラケラと笑い声を上げるアルルさんを見つめながらまだ見ぬ明日を夢む想そうする。

　ずっと……──ずっとこんな穏おだやかな気持でいられたらいいな。

　そんなことを思いながら。










　　　あとがき




　ご無ぶ沙さ汰たしております。作者の周す防おうツカサです。

　……なんと前巻から五ヶ月も空あいてしまいました。

　おまたせしてしまって申し訳ないです。このあとがきもけっこうギリギリなスケジュールで書いておりまして、気の利きいたジョーク（そんなものいらないか？）なども残念ながら思いつかない状況でございます。各方面に土ど下げ座ざしないといけない感じです。




　さて……。

　今年の冬は様々なゲームに手を出したのですが、その中で印象に残っているゲームが宇宙を舞ぶ台たいにした「ＳＦＭＭＯＲＰＧ」、『ＥＶＥ　ＯＮＬＩＮＥ』です。このゲーム、すでに十年の歴史があり、今まで日本語に対応していなかったのですが、昨年あたりから日本語がサポートされるようになったのです。このゲーム、海かい賊ぞく行為が公式に認められており、指名手配や懸けん賞しよう金きん制度があり、宇宙船を失うと再び購入する必要があり、そのための保険などもあり、また物流はＮＰＣを介かいさないため、相場はプレイヤーの行動次第で大きく変動……と。とんでもないリアル志向のゲームでして、詐さ欺ぎ（バグでなければこれも認められている）なども横行しており、非常に殺さつ伐ばつとしております。そのため危険宙域に飛ぶのが恐くて恐くて……私のようなビビリは安全宙域に留とどまりがちです。と、そんな殺伐としたゲームで遊びながら思ったのは「このリアルでスリリングなゲームバランス……すごく参考になる」という職しよく業ぎよう病びようじみた所感で、本作においてもドキドキワクワクするような冒ぼう険けんを読者のみなさんに提供することが私の義務なのよなぁ、と心を新あらたにしたわけです。……はい。以上、行数稼かせぎ終わり。




　いい感じにまとまったところで恒こう例れいの謝しや辞じを。

　担当編集の三み木きさん、土つち屋やさん。いつもお世話になっております！　今回は非常にお手間を取らせてしまいましてホントすいませんでした。マジ反省してます。

　そして、イラスト担当の明あけ坂さかいくさん。前巻に引き続き美び麗れいなイラストをありがとうございます。頂いたイラストは仕事の合間などに眺めるなどしております（ニヤニヤしながら）。

　また本作を影で支えて下さった多くの方々にお礼を申し上げます。




　それではまた次の巻でお会いしましょう。





二〇一三年二月上旬　周防ツカサ＠八月三十一日に宿題をやってる気分です。
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周防すおうツカサ

「僕が考えた最強の剣」を絵にしたノートが実家で発掘される。なお絵心がないため、新種の大根にしか見えなかった模様。いわゆる黒歴史ノートだが、まったく記憶にないため意外にも微笑ましい気持ちでノートを眺めることができたとのこと。
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明あけ坂さかいく

佐賀で生まれ育った生粋の引きこもり。

最近ぶつ森にハマり、うーんゴライアス。

しずえさんと結婚できないバグをはやく直して欲しいと思いながら、今日ももやしで飢えをしのいでいる。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「周防ツカサ先生」係

「明坂いく先生」係
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